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序

愛知県豊田市は自動車産業が発達し、若いエネルギーが満ちあふ

れた街です。しかし一方この地域には原始・古代の遺跡が多く存在

し、昔から人々が生活を営んでいた土地でもあります。また市城東

部の山間部にある松平郷は、江戸幕府を開いた徳川氏発祥の地とし

て著名です。

このたび松平郷にほど近い豊田市坂上町を流れる仁王川の河川改

修が計画され、財団法人愛知県埋蔵文化財センターが、同町に所在

する三斗目遺跡・三本松遺跡の発掘調査を、愛知県からの委託事業

として実施いたしました。三斗目遺跡からは縄文時代後期の遺物や

集石と思われる遺構が、三本松遺跡からは縄文時代晩期の遺物が発

見されました。当時の矢作川流域に住んでいた人々の生活の一端を

うかがい知ることができる資料になるものと考えられます。また両

遺跡からは平安時代・鎌倉時代の遺物も発見され、仁王川流域の再

開発についての知見を得るきっかけにもなりました。

調査にあたり、地元の方々や関係諸機関からは多大なる御協力を

賜りました。文末ではありますが、深く御礼申し上げます。

平成5年3月

財団法人愛知県埋蔵文化財センター

理事長高木鐘三



例言
1.本書は、愛知県豊田市坂上町に所在する三斗目遺跡および三本松遺跡の発掘調査報告書である。

2.調査は、仁王川河川改修に伴う事前調査として、愛知県土木部から愛知県教育委員会を通じて委託

を受けた財団法人愛知県埋蔵文化財センターが、平成3年11月から平成4年3月まで行った。

3.調査は山田基(課長補佐、現刈谷市立衣浦小学校)・石黒立入(調査研究員)・余合昭彦(同)が担当し

た。

4.調査での測図等に次の方々の御協力を得た。(敬称略)

岡裕子(発掘調査補助員)・伊藤香代(椙山女学園大学学生)

日栄智子(南山大学学生)

5.調査に当たっては、次の各機関の御指導・御協力を得た。

愛知県教育委員会文化財課愛知県埋蔵文化財調査センター愛知県土木部

豊田市教育委員会

6.本書の執筆者は下記のとおりである。編集は余合昭彦が行った。

石黒立入第1章2、第3章1・2A、第4章2A(2)、第5章1

服部俊之(調査研究員)第1章1、第5章3A・B・D

楯真美子(同)第5章3D

杉山真二(古環境研究所)第5章3C

余合昭彦第2章、第3章2B、第4章1・2A(1)・B、第5章2、第6章

7.遺物の整理・製図等に次の方々の御協力を得た。(敬称略)

中垣内薫(調査研究補助員)・山本章子・中島由美子・西山朋子(以上整理補助員)・

服部恵子・中村明美(以上調査補助員)

8.報告書作成に当たって、次の機関・諸氏の御教示・御協力を得た。

(五十音順・敬称略)

大参義一・斎藤弘之・鈴木昭彦・栃木英道・百瀬長秀・中沢道彦・野口哲也・町田勝則

松井直樹・森泰通・森勇一・山本正敏・吉川周作・足助資料館・安城市歴史博物館

大阪市立大学理学部・豊田市郷土資料館・西尾市資料館・南知多町郷土資料館

9.調査区の座標は建設省告示の平面直角座標第Ⅶ系に準拠した。

10.出土遺物及び調査記録は愛知県埋蔵文化財調査センターにて保管している。
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第1章遺跡の位置と環境

1.地埋的環境

三斗目・三本松遺跡の立地する豊田市は、矢作川を中心に地形景観が大きく変化し、東側に三河高

原と呼ばれる高原地帯、西側に丘陵部が展開している。

このうち三斗目・三本松遺跡は、矢作川より東側の豊田市坂上町にあり、地理的には三河高原の西

端に位置する。同遺跡の立地する場所は、矢作川支流・巴川へ注ぐ仁王川に開析された谷の南斜面で

ある。ともに枝谷との合流地点に形成されたY字状をなすやや高まった平坦な地区(標高180‐200m程

度)に位置し、仁王川の上流側に三斗目遺跡、下流側に三本松遺跡が立地している。

地質的にも同地域は、矢作川を境に東西で全く異なる様相を示す。豊田市の中心部である西側の丘

陵部には、新生代第三紀鮮新世～第四紀更新世の東海層群、中期～後期更新世の段丘堆積物など、新

生代の堆積物が厚く広く分布している。

一方、三斗目・三本松遺跡の立地する東側、三河高原地域は、領家帯と呼ばれる中生代白亜紀～新

生代古第三紀に形成された花こう岩類の分布する地域に属する。この上位に堆積する新生代の地層は、

一般的に極薄く、谷を埋積する沖積層がわずか厚さ数m程度分布するのみである(第1図参照)。しか

し、この薄い地層中にも貴重な記録が保存されており、なかでも特筆すべきは、いままで愛知県では

尾張地方でしか報告例のなかった縄文時代後・晩期境界付近に位置する広域火山灰層の松河戸火山灰

層が、縄文土器を含み水平方向に比較的よく連続する黒色土(ほとんどが砂質シルト層)中から発見さ

れたことである。この火山灰層の絶対年代は、14C年代測定法により3,120±120y.B.P.(1950年より起

算)とされており、今回出土した遺物を含め今後の三河地方の縄文時代後・晩期の年代考察に1つの基

準が設定できることを示す。

さらに、調査区内の仁王川沿いの部分では、中世の山茶椀を多く含む礫層(仁王川の河床礫)も検出

されている。現在では勢いのない細い流れの仁王川であるが、その歴史は少なくとも縄文時代にまで

遡り、中世の頃までは、人々の生活に大きな影響を与えていた立派な河川であったことがうかがえる。

本遺跡の立地している豊田市坂上町周辺の沖積層に関する報告は、地質学的な報告を含めても今ま

でになかったが、今回の発掘調査により判明した事実は、三河山地中に薄く点在する沖積層、ないし

はその上位に立地する遺跡の理解に十分役立つものである。
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第1章遺跡の位置と環境

1.三斗目遺跡2・三本松遺跡

第2図三斗目・三本松遺跡調査区位置図(1る5,000)

作業風景

ー3―



第1章遺跡の位置と環境

2 ・歴史的環境
両遺跡周辺の歴史的環境については、第3図及び次表に示す。

番 号 遺 跡 時 期

62 大釜 先土器

82 管生 先井二器

10 1 吉 ケ入B 先土器

52 塩平 先土器 縄文

90 酒呑 ジユ リ.ンナ 先土器 ～縄文

1 高樋 縄文

2 三斗 目 縄文

3 三本松 縄文

18 南 縄文

20 堂 ノ下 縄文

22 田面 縄文

23 馬場 縄文 .

25 下井戸 縄文

26 則定本郷B 縄文

29 シメ、ド 縄文

31 仙元 縄文

32 上栃 ノ実 縄文

35 追分山 ノ上 縄文

36 林 縄文

37 仏 田 縄文

38 ウシエA 縄文

39 ウシエB 縄文

40 田中 縄文

41 トウノ前 縄文

43 広畑 縄文

45 旭 縄文

47 笹 ケ田 縄文

54 吉 田 縄文 .

56 皿坂 縄文

59 築瀬 ・ 縄文

92 古猿投 縄文

98 八千蒔 縄文

99 薬師獄 縄文

100 吉 ケ入A 縄文

107 滝協 縄文

60 仲 田 縄文 平安

97 大窪 縄文～室町

13 王滝 弥生

48 山口 弥生

86 手 呂銅鐸出土地 弥生

21 夜家 古墳

63 大釜第 1 号墳 古墳

64 大釜第 2 号墳 古墳

65 口明塚古墳 古墳

66 滝第 1 号墳 古墳

67 滝第 3 号墳 古墳

68 滝 第 4 号墳 古墳

69 大高根第 1 号墳 古墳

71 樋 田第 1 号墳 古墳

72 樋 田第 2 号墳 古墳

73 勘 八第 1 号墳 古墳

74 勘 八第 2 号墳 古墳

75 勘 八第 3 号墳 古墳

76 勘 八第 4 号墳 古墳

77 勘 八第 5 号墳 古墳

番 号 .遺 跡 時 期

78 萩洞南古墳 古墳

79 萩洞西古墳 古墳

80 萩洞東古墳 古墳

81 花立古墳 古墳

83 四反田古墳 古墳

84 四反田南古墳 古墳

87 石田古墳 古墳

88 北山第 1号墳 古墳

89 北山第 2 号墳 古墳 .

91 山田第 1号墳 古墳

93 香久礼第 6 号墳 古墳

94 楠 ノ木第 1 号墳 古墳

95 楠 ノ木第 2 号墳 古墳

58 野林本郷 平安 鎌倉

42 山名 平安 ～鎌倉

4 六所山古窯 鎌倉

12 在原氏尽館跡 鎌倉

27 則定本郷A 鎌倉

85 矢並城 跡 (下本城) 鎌倉

104 下河内古墓 鎌倉

51 黍生城跡 鎌倉 室町

5 神谷上切 鎌倉～室町

7 遺 山 鎌倉～室町

9 保久城跡 鎌倉～室町

6 中坂佐後 室町

8 保久 室町

ll 松平城跡 室町

14 松下古墓 室町

15 上脇 日影城跡 室町

16 林松院古墓 室町

17 トヤ カ子古墓 室町

19 ヤタヌギ古墓 室町

24 オタチユウ 室町

28 則定椎城跡 室町

30 則定城跡 室町

33 広畑古墓 室町

34 下佐切城跡 室町

44 菅ノ入古墓 室町

46 笹 ケ田古墓 室町

49 藤ノ木古墓 室町

50 井ノ口城跡 室町

53 吉田古墓 室町

55 小原古墓 室町

57 成瀬城跡 室町

61 仲 田古墓 室町

70 鷹見城跡 室町

96 古瀬 間城頭 室町

102 大給城跡 室町

103 臭 ケ城跡 室町

105 城 山城跡 室町

10 保久古窯 中世

106 宮石城跡 中世

108 日影城跡 中世

書先土器▲古墳
.縄文☆古代
●弥生★中位

l4l





第2章調査の経緯と経過

三斗目遺跡は従来より縄文時代後期の遺跡として知られていた(県遺跡番号63356)が、発掘調査は

行われず正確な遺跡の範囲も不明であった。ところが近年、仁王川流域に水田の圃場整備が計画され、

三斗目遺跡の範囲を確認する必要が生じた。平成2年12月に豊田市教育委員会によって実施された試

掘調査では、三斗目遺跡を中心に100本以上のトレンチが設定され、その結果、三斗目遺跡自体の範

囲が確認されるとともに、同町字高樋・字三本松からも遺物の出土をみて、それぞれ高樋遺跡・三本

松遺跡と命名された。その後愛知県土木部は、圃場整備の一環として河川改修にかかわる三斗目遺跡

・三本松遺跡の事前調査を愛知県教育委員会を通じて財団法人愛知県埋蔵文化財センターに委託し、

当センターが三斗目遺跡1600㎡、三本松遺跡940㎡を調査した。調査の季節が冬であったため、地面

の凍結や降霜によって調査は難渋を極めたが、平成4年3月に無事調査を終了した。なお坂上区長の

鈴木忍氏をはじめ、豊田市坂上町の方々には調査全般を通じさまざまな御協力をいただいた。調査の

日程および参加者は以下の通りである。

調査参加者(五十音順・敬称略)

浦野正子浦野利恵大河原澄子大原伸子大原よし大堀世津子岡田須美江岡田博

奥村ひとみ小幡富士子樫原浪子加藤恵加藤裕子加納多津子河合歌子河合カヅエ

河合こう河合てる河合信雄河合美代子河合三代子川井よし江倉田鋭昭倉田ミチ

小島真由美近藤富士太郎近藤泰幸酒井洋子柴田聖柴田しおり柴田恵理子島崎夏子

杉山ちえみ鈴川綾子鈴川郁美鈴川鑅次郎鈴木枝美子鈴木忍鈴木万里子高木錦

鷹見佳代子中馬はま子恒川温子寺澤和昭寺澤利男寺澤美砂子銅城美恵子中根国子

中根大中根照代中根夏美那須美知代西村亮子畑本トモ子原子廣子原田砂都美

原田秀子早川明美古川恵子桝井繁美間宮明美森泰子梁瀬志ん梁瀬京子

山口美也子渡辺美和子



第3章三斗目遺跡

1.層序と遺構の概要

A.層序

調査区は位置図にみるように、仁王川左岸の緩斜面に立地している。調査当時には、仁王川の流れ

る本谷は当然として、南から合流する支谷の奥まで水田が造成されていただけでなく、丘陵裾も水田

造成のために削られている状況であった。そのことから、旧地表面の改変はかなり進んでいるものと

考えられた。実際に水田耕作土を除去すると、調査区範囲内の高さを違える4両の水田は旧地表を削

平して造成されていたことが確認でき、特に上から3番目の水田面と80cmを測る大きな段差をもつ最

下面は、南側(斜面高位側)を大きく削り取ることによって水田面が造成されているために、旧河道と

合流する小流路を除いては全く包含層・遺構などは遺存していなかった。

調査区の層序としては、西部3分の1で水田耕作土下に黄灰色砂礫を含むシルトがあり、包含層は

遺構埋土に限られた。中央部では包含層の遺存がよく南半部では暗喝色から暗灰色の砂質シルトが厚

いところで40cmほど埋積していた。しかし斜面地であることに関係するのか、調査区南側(斜面高位

側)では黄色砂の流入がみられるというように、調査区内だけの観察では堆積状態の全貌を想像するこ

とは困難である。北半部にかけて包含層の厚さは薄くなるとともに、仁王川の近傍では侵食による削

平と再堆積が想像された。また、包含層遺存範囲で散漫ではあるが縄文土器と同じレベルで古代・中

世陶器や山茶椀・小皿が一括出土しており、包含層のすべてが縄文時代の一次堆積層であるというよ

うな時代判定をすることを難しくしている。調査区東部では、カーブする水田の畦に沿うように黄白色砂

と花崗岩礫からなる基盤と褐色砂質シルトの境界が現れ、丘陵裾の本来の位置を推定することができた。

基盤は調査区西部3分の1がやや粘質でしまりのある黄灰砂礫含みシルトである以外は黄灰色砂と

なり、そこに部分的に礫層が露出するという状況であった。この礫層は、当初集石との区別が難しく

やっかいであったが、集石が小砂利を含まない挙大以上の大きさの円礫からなるのにたいして礫層は

小砂利を含む点で、両者の識別が可能になった。ただ、礫層上部に集石がある場合に、その集石基底

境界の判断には難しいところがあった。この礫層については、サブトレンチを設けて堆積状態を確認

したところ、ほぼ調査区に重なっている旧河道の堆積層の北部を切って堆積している旧流路の堆積物

であることが明かとなった。



B.遺構

(1)縄文時代(図版6～11)

今回の調査で検出できた遺構には、住居跡1、石困炉3、石敷炉1、集石炉1、集石・配石遺構26、

埋設土器1の他に多数の土坑7や、ピット群がある。また自然河道も検出した。包含層中には礫が多

数あり、また一部大型の礫には立石の可能性が窺われた。石困炉のうちSF01はSB01にともなう

と考えられるものである。また、集石遺構のうち、下部で土坑の検出されたものに、SX04、SX12、

SX08、SX09、SX10、SX11、SX12、SX14、SX16、SX17、SX22がある。

ピットは調査区西部で多数検出されたが、住居の柱穴配置を想定させる関係の特定は困難である。

a.住居跡・炉:SB01・SF01～03

竪穴の周囲の掘り方は未検出のため規模の推定は困難だが、SF01を中心にして径約8mの不整円

形と推定する。SF01のすぐ北にあるSF02やSF03とSB01の関係は明らかではないが、SB

01上部に多量の土器廃棄があったことを考えると、少なくともSF03が別の住居跡の付属物とする

ならばSF01の方が新しいということになろう。

SB01床面について。貼床など明確な面を示すものはなかったが、基盤である黄色砂と埋土である

暗褐色砂質シルトの間に両者の混ざる層が介在し、その上面にSF01が構築され、また他の礫がのっ

ている。SF01を中心とする住居跡とは別に、下部に先行する住居跡が存在するのかもしれない。

SF01は、上から2面目と3面目の水田をまたぐ位置にあり、北半分は削られていた。径約70cm、

深さ約30cmの土坑の周りに礫をおいて石囲いとしている。礫は内側が赤く変色していた。内部の埋土

には焼土粒が含まれていたが、炭化物などは出土していない。

SF02は礫の一部が欠失していた。長径約80cm、短径約50cm、深さ約10cmを測る浅い土坑の北

側に石皿を立て、その東隣に大型で偏平な礫をねかせている以外は小型の礫を周囲に並べたものであ

ろう。

SF03は西半分が欠失していた。土層断面の観察によれば土坑の周囲に石を並べた他の炉とは異な

り、土坑を掘った後にその中に石を組むことによって炉を構築している。対応する床面は明確ではな

い。あるいは集石遺構の一種であったかもしれない。

b.炉:SF04・SF05

SF04は長軸1.9m、短軸1.4mを測る長方形の石敷炉である。40～50cmのやや大形で長めの礫を

周囲に配する。南側短辺の礫は赤く変色している。それに対して北側短辺は石の配置がやや乱れてい

る。内部は小型の礫を詰めて底としている。偏平な礫を敷いてはいない。

SF05は挙大の焼けた礫が集積されたもので、下部から土坑が検出されている。

C.配石:SX06・13・19

SX06は径約5mの略円形に礫が配されている。礫の重なりは少なく、平面的に並べられていると

いう状況である。一部積み重なっている部分があり、これはSX07として区別した。用いられた礫に

は少なくとも石皿が2点含まれていた。



SX13は、東西に相対する二つの弧状右列が認められ一体として取り上げたものである。西列は、

やや乱れはあるものの棒状礫の長軸ラインがゆるやかな弧を描いている。東列は、礫の形状からライ

ンが読み取れるわけではなく、石の配置が右周りの渦巻状配置をなしている。

SX19は二つの偏平な礫(石皿)が東西方向に立ち並ぶ部分aとこれも石皿を含む集石bからなる。

集石bは中央がくぼむように礫があり、下部に土坑の存在した可能性もあるが検出できなかった。

d.集石

下部に土坑があるものとないものがある。土坑があるものには、①集石が土坑上部に位置するもの、

②土坑内部に礫が集積されたもの、に分かれる。しかし、土坑には不定形なものもあり、集石と土坑

との関係はすべてについて明確なわけではない。土坑のないものは、③礫の集積のみ検出されたもの

である。ただ、それが土坑内ではないという確証はない。旧地表面に置かれたとしても包含層中に埋

没しているのがほとんどあり、この点に関しては堆積状況の復元が十分にできないので言及できない。

①SX04・09・11・13・14・22

②SX08・17

③SX01・02・03・05・07・10・16・18・20・21・23・24・25・26

以上のうち、SX21は他に比べてやや特殊である。第5図のように、板状の礫を立て

てつくる石囲いの上部に60cm×40cm大形の偏平な礫をのせるもので配石墓かとも思わ

れたが、内部には敷石もない。集石のいくつかには焼石が含まれている。炉石を移動し

たものであろう。

e.埋設土器

SX15の東に位置し、底部の抜かれた深鉢下部が埋置されていた。内部には径10cm

ほどの偏平な礫が置かれていた。



f.土坑

集石下部以外の土坑について述べる。SB01以西にはほとんど分布せ

ず、以東に集中するという特徴がある。土坑の検出は、基盤が黄灰色砂

であるということから、漸移層との区別の難しいところもあり、すべて

について一定の性格を述べることは難しい。ほとんどの土坑からまと

まった遺物の出土はなかった。

g.自然河道・自然流路:NR01・02・03

調査区の北西端で東西に走る自然河道の南岸と、南から合流する自然

流路の一部を検出した。

NR01の南岸斜面は、大きな礫が河原を構成するごとく露出し、遺物

はそうした礫の隙間にまで入り込んでいた。

堆積土について。ほぼ中央部に上下に2分できる包含層があり、それ

ぞれから多量の土器が出土した。特に下部の層位からは後期初頭の土器

群が比較的まとまって出土し注目された。しかし、厚く堆積している基



盤?の黄色砂礫層以西では状況が異なり、黄灰色砂を中心とした堆積であり、中央部以東とは全く異

なっていた。ちょうどNR02の流入部に当たることから、NR02の堆積層と考えられる。

NR02は一部の検出にとどまった。ちょうど仁王川の流れる本谷に合流する支谷の方向にのびるこ

とから、この支谷上流に起源のある流路であると考えられる。出土遺物のうち、黄灰色砂に含まれて

いるものには摩耗したものが多いが、下部には土器をまとまって包含する暗褐色砂質シルトが堆積し

ていた。

NR03は当初人為的な遺構としていたが、大形の礫が集中してNR01の南岸の礫群に接続するの

で、これも自然流路の痕跡ではないかと考えた。NR02のように黄灰色砂の堆積がないことから、恒

常的な流路ではなかったろう。

(2)縄文時代以降

調査区北東部には一段下がる平坦面が存在する。当初この平坦面は整地面であろうと考えたが、平

面形が不整であること、仁王川の流路に沿うこと、などから仁王川の氾濫による侵食地形であろうと

考え、そしてこの平坦面西部で山茶椀・小皿の一括出土があったこと、東部に長方形土坑群や円礫を

上部に置いた土坑が分布し、これらが中世に属す可能性のあることから、中世になってなんらかの利

用が行われた、との可能性を考えるにいたった。この点で大形で偏平な礫が帯状に配列されているS

X23は平坦面に沿う位置にある上に、床土が礫の隙間に入り込んでいたこともあり、中世に属す可能

性が否定しきれない。

2.遺物の概要

A.縄文時代

(1)出土状態

NR01から多量の土器が出土したことについてはすでに触れたが、これらの土器群の多くは調査当

初のサブトレンチ掘削時に上下の包含層に2分して取り上げたものであった。そして、それ以外の多

くはX・Y・Zのドットマッピングを行って取り上げた。それは、経験したことの無いような冬季の

霜柱や凍結のために同一の現場状況を複数日にわたって維持することが妨げられたことにもよる。出

土したら直ちに取り上げを行わないと、遺物が崩壊してしまうからである。こうした状況下で、SB

01上層の土器群も下部からSF01が検出されたことによって後にわかったのであり、調査途中では

判断できなかった。したがって、出土状態の完全な復元については困難な部分が少なくない。

(2)土器・土製品

a.縄文時代早期

押型文土器が1点出土している。口縁部、体部に

山形文が施されている。押型文土器に対応する包含

層は確認できていない。おそらく支谷を埋める層位

に含まれていたのであろう。



b.縄文時代後期(図版12～28)

今回の調査で出土した土器のほとんどは縄文時代後期の資料であった。初頭を欠くが前葉から末葉

まで資料的な増減はありながらも継続している。しかし、編年的な細分については報告者の能力の問

題もあり十分に行うことができない。そこで大きく4群に区分し、それぞれをさらに細分する方法で

記述することにする。なお、文様をもたない土器についての報告は割愛した。

Ⅰ群Ⅰ群はほとんどがNR01からの出土である。堀之内1式・2式、北白川上層式前半に対比でき

る一群である。

A類9を除いた2～11は頸部がくびれて無文部をつくる深鉢である。口縁部には沈線が

一条施され、沈線の両端には圧痕が加えられる。4には山形の突起がつくられ、やや弧状をなす縦沈

線が加えられている。5・11は突起の中央が貫通している。11は突起の一方に沈線が複数施されてい

る。2・3・5は頸部に隆帯が縦位に貼り付けられている。5はほとんど剥落している。10は突起の

部分で、沈線の一方に圧痕、もう一方に粘土瘤が貼り付けられている。

12は無文の口縁部に環状突起がつく。13～20は口縁部に沈線と連続圧痕が施されている。19は沈線

内に圧痕が施されているが、同類と思われる20では沈線からずれているので、同じグループと考える。

21・22は口縁部の沈線が2条になっている。21には沈線の端に圧痕が加えられている。23は11と同

類の突起と思われるが文様はやや複雑になっている。2条沈線間には連続圧痕が加えられている。

B類口縁部に縄文を加えるものを一括した。25は口縁部の突起部分に渦巻文と縦弧線が

施されている。26の突起は同心円的で他と異なる。27は渦巻文部には縄文が施されていないが、環状

沈線文部内部には縄文が加えられている。

39～45は渦巻文の集成である。A・Bの判定はできない。46は沈線と連続圧痕の組合せである。

53～84は体部文様の集成である76・82は渦巻文が1条で描かれており、新しい様相のようだ。78は

縄文帯が上部に1条めぐる。83は鋸歯文が施されている。堀之内2式に対応するか。

C類堀之内2式に対応する一群。85は口縁部内面に段がない。文様は弧線が流れている。

89は弧線の連続となっている。他は幾何学文構成である。93は波状口縁である。体部文様は沈線によ

る菱形区画文と充填文からなる。

D類地文に縄文をもたない一群で、楠描文が施される。

E類口縁部が拡張され、文様が施される一群。沈線が2条のもの、3条・4条のものが

ある。沈線の端部に圧痕が施される点はA類と同じである。109は渦巻文と垂弧文が施されている。

F類縄文のみ施される一群。施文部の形状によっていくつかに区分できる。114～116は

口縁端部のみ。117～119も口縁部のみだが、やや拡張している。120・121は体部外面。122～125は肥

厚して面を作った口縁部外面に、126～129は肥厚して面を作った口縁部外面と口縁端部に縄文が施さ

れている。

G類無文部は丁寧に研磨されている。47は隆帯が口縁部から垂下している。49・50は細

い刻み隆帯が施されている。51・52は太い刻み隆帯が貼り付けられている。52は3条が平行するので

はなく蛇行する一条の隆帯である。

130～136は注口土器を集成した。130は把手背面と側面に沈線と圧痕、口縁部外面には沈線間に連



続圧痕が施されA類と同類である。131は体部に平行沈線文が施されている。把手背面と側面に沈線と

圧痕が施されている。堀之内1式に対応するか。132以下は体部で同心円文が施されている。堀之内2

式に対応か。

H類C類の変容したような一群。137は波状口縁をもち、口縁部内面には段をつくる。142

は口縁部に3条の沈線と縦位に刻み隆帯を貼り付ける。体部には上下に縄文帯を置き、内部に横流れ

の入り組み文が施されている。いずれも堀之内2式に対応すると思われる。

Ⅱ群口縁部の波項部や体部文様の区切りに相対する弧文を配するものを一括した。弧文は無文部と

縄文部が組み合わさって重弧文をなすものがある。NR01出土土器を含むが、それ以外の地区からの

出土例も多い。一乗寺K式、元住吉山I式に対応か。深鉢は口縁部が「く」字状に内折する。口縁部

文様は、波項部分に沈線による同心円文が中心に、その両側にあい対して重弧文が配される。そして、

沈線間は無文部と縄文部の交互配置となっている。体部文様は沈線区画による縄文帯の横位平行構成

が主となり、区切りとして配される区画単位文には、口縁部と同じく無文部と縄文部を交互に配する

相対量弧線からなる同類文様が施される。浅鉢には突起上部に深い刺突を加えるものがある。

Ⅲ群「く」字状に内接する口縁部外面に沈線が一条加えられるものを一括した。深鉢、浅鉢、注口

土器がある。元住吉山Ⅰ式に対応か。

A類沈線と口縁部稜線の間に縄文が加えられるもの。181～189は波状口縁、190～196は

平口縁の探鉢である。口縁部内外面や体部内外面の調整には、研磨されるものと研磨されないものが

ある。186は沈線以下が隆帯状をなしており、他とは異なる。197～205は波項部の突起部分を集成し

た。197は突起上面に圧痕を有する。204は平口縁のようだが、それ以外は波状口縁探鉢である。226

は浅鉢である。

B類沈線と口縁部稜線の間に擬縄文が加えられるもの。210～220は巻貝押圧とおもわれ

るが、221～225は巻貝を転がしたものであろうか。216・219・220・224は浅鉢のようだ。217も浅鉢

かもしれない。216・217は突起上部に圧痕が施されている。225は深鉢の体部文様部か。218は214と

同じく平口縁探鉢である。217・224は波項部外面中央に縦沈線が加えられている。大形浅鉢220は縦

沈線が2条になっている。波項部内面に洗練?が施されている。

C類沈線と口縁部稜線の間に列点文が加えられるものを一括した。列点文は、刺突手法

の差からいくつかに分かれる。226～232は点列、233～235は刻み、236～241は横に引いて短線列に

なっている。ただ、234は注口土器、240・241は器形不明である。231・232は波項部外面に縦沈線、

上面に圧痕が加えられている。

D類沈線下が無文のものを一括した。242～247は波状口縁深鉢である。

251～254は口縁部の立ち上がりの長いものである。248・260は沈線内の静止痕がよくわかる。260

は内外面が研磨ではなく工具によるナデである。

274～282は口縁部の立ち上がりが短い。280・282は口縁部直下の内湾が弱い。

283～290は波項部の集成である。283～285は突起外面に縦沈線、上面に圧痕がある。286は圧痕が

なく縦沈線のみ。287はどちらもない。288は圧痕のみあるが、浅鉢であろう。289は縦沈線のみであ

る。292・293は浅鉢の把手だが、293は沈線が欠如している。新しいかもしれない。



E類基本的にはD類と同じだが、沈線が幅広く浅く、凹線状をなすという特徴がある。

D類の沈線の雑なものが含まれてなくはないかもしれないが、294・297のような大形の破片でも同じ

ようなタッチで施されているし、浅すぎて沈線が不明確なものもある。したがって、D類の亜型とい

うよりは独立させたほうがよいと考えた。D類より新しいかもしれない。

203は体部のカーブが他と異なる。浅鉢であろうか。

F類207・209は波項部外面の縦沈線がⅢ群の突起に類似している。209は上面に圧痕が

ある。

G類E類に類似するが、沈線が半截竹管で施されている。

Ⅳ群八王子式・加曽利Bl式類似の一群をA類、加曽利B2・B3式に対応すると思われるものを

B類とした。

A類307は多条の平行沈線が施されている。308は平行沈線間に縄文が加えられ、沈線間

を縦沈線がつないでいる。309は沈線のクランク状に折れた部分が階段状にずれている。310は入り組

み文がある。古いのかもしれない。311～318は口縁下に3条洗練の縄文帯をもつ。318は、波項部下

に三角状の区画文を有する。326は平口縁で図示しているが、波状口縁の可能性もある。324・325は

結び目状の蛇行文が施されている。327・328は突起である。

B類329は縄文帯交差部分に相対弧線が施されている。330・331は口縁部に連弧文が

施されている。332は体部で連弧文と刻み隆帯が施されている。333・334は波状口縁外面に羽状沈線

文が施されている。335は口縁部の沈線上下に縄文が施されている。336は体部に羽状沈線文が施され

ている。337は内外面とも丁寧に研磨されている。338は突起である。

339～343は口縁部に磨消帯をもたないで、沈線も3、4条と多条である。

344～352は注口土器を集成した。344・345は沈線間に櫛描文が施されている。346は把手部分であ

る。上端にはS字状文がある。348・349は巻貝擬縄文である。Ⅲ群C類に対応する。350・351は大き

な弧線と縄文の組合せである。352は沈線に刺突文が重なっている。

Ⅴ群Ⅱ群からⅣ群の一部に時間的に平行すると思われる、それ以外の一群。353と354は縄文部の位

置が異なる。355は沈線が3条になり磨消部と縄文部の組合せが明確になる。

357は口縁部外面に刻み隆帯が貼り付けられる。

358は口縁部稜線上の刻み隆帯となって口縁部に達する。359は同類か。360は弧線隆帯が貼り付け

られている。

Ⅵ群2条以上ある平行沈線が浅く凹線状をなす。元住吉山Ⅱ式、あるいは宮滝式に対応か。

364～366は注口土器の口縁部か。365には竹管圧痕が加えられている。368～373は体部に羽条沈線

が施される。368は「く」字状口縁部に凹線が3条施される。巻貝のようだ。372・373は内面に条痕

が施されている。374は口縁部に2条の凹線と巻貝擬縄文が施されている。

375は凹線間に連続圧痕が施されており、元住吉山Ⅱ式に対比できる。376～378は巻貝凹線が施さ

れている。378は体部に巻貝条痕が認められる。

379は巻貝圧痕が施されている。380～386は同類か。387～389は大型の波項突起である。



Ⅶ群いわゆる宮滝式に類似する一群を一括した。

390～415はやや内傾する口縁部を有する。

390～399は波状口縁を集成した。394は波項部下に巻貝圧痕が施されている。397には竹管圧痕があ

る。

400～415は平口縁。400は大きな突起とその下部に巻貝による扇状圧痕が施されている。409は口縁

部下に縦位の条痕が認められる。410には凹線に圧痕が加えられている。

416～431は直立気味の口縁部を有する探鉢。416は口縁部凹線

下に縦位条痕が認められる。417は波状口縁かもしれない。417・

419は巻貝扇状圧痕が施されている。417の凹線左端には円形圧

痕、427の凹線左端には巻貝扇状圧痕が観察できる。

Ⅷ群瘤付土器が1点(第10図433)出土している。注口部分の破

片である。黒色顔料(黒漆?)の痕跡が認められる。

C.縄文時代晩期

図示できなかったが、元刈谷式に類似する一群が出土している。

d.土偶・土版(第11図)

土偶・土版とも破片である。土偶の破面には成形単位の粘土塊接合面の観察できるものがある。土

版は全体の形状は楕円形か不整円形で、小孔(つり下げるための紐穴か)が2つあけられ、周囲に斜線

が充填された連弧文(山並の表現?)、内部に円と放射する線の図柄(太陽の表現?)が複数描かれてい

る。

(3)石器・石製品(図版29～41)

a.石鏃

すべて無茎である。基部の形態には、円基、平基、弱凹基、凹基がある。平面形は、三角形と五角

形に大別できるが、側縁がふくらむもの、直線的なもの、内湾するものがある。基部も、弱凹基、凹

基という単純な2分は難しく、.ばらつきがある。また、左右非対称のものも多く、三角形と五角形の

中間的なものがある。形態は、要素それぞれの領域が重複して確定的な細分は難しい。

88以下は未成品にしたが、確証はない。

b.石錐

112は上下端に使用痕が認められる。110は使用痕が顕著である。土器などの穿孔用であろうか。

C.石匙

116は左面刃縁に剥離が連続しているが、右面には大形剥離面が残っている。

d.掻器

118～125は片面に連続した小剥離が認められる。

e.削器

123～138・139・140を削器とした。126・132・139は剥離面の鋭い縁辺を刃部としているもので、

調整剥離は不十分。
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f.打製石斧

141は二つに割れたもので、SK21から出土した。142・144・148は刃部が摩耗している。145の刃

部は欠損している。

g.磨石・凹石・石皿

149～154は磨石。157・158・170～181は石皿。石皿の多くは集石・配石遺構を構成したものである。

残りは凹石。152・157は擦面の一部に凹部ができている。163は側面が使用によりすり減って方柱状

になっている。168・169は側面にも凹部が形成されている。169はSK28内部から上下になって出土

したものである。

170・176は両面とも擦面が溝状を呈している。

h.磨製石斧

182・183は蛇紋岩製であり、搬入品と考えられる。磨きだされた模様が美しい。184は凝灰岩製の

地元産。

i.有溝石錘

186は両面に溝が切ってある。

j.垂飾

185はヒスイ製の垂飾である。紐穴は片側からの穿孔である。

k.石棒

187～189は同一個体で配石や集石などとともに散乱して出土した。188・189は接合する。火熱を受

けているようだ。190は破損部を下に、端部を上にして埋められていたもので、187～189と同一個体

の可能性もある。仮にそうであるとすると、全長は1m近くになる。

1.石核・剥片

下呂石の石核は円礫と角礫の2者がある。採取地が異なるだけでなく、石材移動のネットワークへ

の遠近に関係するのであろう。矢作川上流域は交錯する地域である可能性が高い。



B.弥生時代以降

(1)弥生時代(第11図434)

条痕紋系土器の甕口縁部が1点ある。二枚貝条痕で、口縁部にも条痕が施されている。

(2)古代・中世(図版61)

三斗目遺跡からは縄文時代の遺物の他に、古代・中世の遺物がある程度出土した。これらは明確な

遺構に伴うものではなく、縄文時代の遺物包含層から縄文土器や石器に伴い出土した。

a.古代の遺物(451～464)

灰釉陶器が破片数で30点ほど出土している。全形を知ることができる遺物はほとんどない。図示

できたものはすべて椀・皿と思われる。高台はやや内湾しており、外側が削られていわゆる三ヶ月高

台となっている。451、453、459、460、463は灰釉が漬け掛けされている。折戸53号窯式から東山72

号窯式にかけての時期、10世紀後半から11世紀前半に比定される(1)。

b.中世の遺物(465～428)

いわゆる山茶椀(灰釉系陶器)が破片数で70点ほど出土している。465、469～474は椀、466～468、

475～478は皿である。465～468は縄文時代の遺物包含層中から4つ並べた状態で出土した。何らかの

意味をもつものかも知れないが、遺物にともなう掘り込みなどは確認できなかった。465～467は12世

紀中葉から13世紀初頭、468のみ器高が低くて13世紀中葉に比定され、時期が異なる。そのほかの椀

と皿は、しっかりした高台から粗雑な高台へ、あるいは無高台へと変化しているが、いずれもほぼ12

世紀のものといえる(2)。

(3)その他の遺物

479は土錘で、長さ4.1cm、胴部の最大径1.8cm、重さ9.4gを測り、中大の管状を呈する。そのほ

か、小破片で図示できないが、龍泉窯系の青磁の破片が2点、須恵器片1点、灰釉の瓶の破片1点、

近世以降の施釉陶器片10余点が出土している。

註

(1)灰釉陶器の年代観は楢崎彰一他「猿投窯の編年について」『愛知県古窯跡群分布調査報告(Ⅲ)』愛知県教育委員

会1983に拠った。

(2)山茶椀(灰釉系陶器)の年代観は藤澤良祐「瀬戸古窯祉群」『瀬戸市歴史民俗資料館研究紀要Ⅰ』瀬戸市歴史

民俗資料館1982に拠った。

付記

海生内湾性のトリガイFulviamuticaREEVEと推定される微小貝殻片が1点出土した。(なおトリガイは美味で古く

から食用に供せられてきた。)森勇一記。



1.層序と遺構の概要

A.層序

三本松遺跡の調査区は、北向き斜面の山腹にそって設定した。調査区のすぐ西側を小河川(宮口川)

が北流し、調査区の北側を約100m離れて仁王川が西に向かって流れている。仁王川の南側は現在では

調査区も含めて水田として利用されており、北西に向かって緩やかに傾斜している。

調査区の基本層序は、最下層に地山である花こう岩質の赤褐色土(第5層)があり、その上が河川

による堆積層である灰褐色砂質シルト(第4層)となっている。この層は、現在の地表面とは逆に調

査区の南側が低くて北側が高い傾きを示す。これは仁王川に近い調査区北側に小規模ながら自然堤防

が形成され、微高地になっていたためと思われる。第4層の上は黒褐色シルト層(第3層)で、第4

層と同様の堆積状況となっている。この層は縄文時代の遺物を含み当時の生活面と考えられる。第3

層の上には黄灰色粘質シルト(第2層)が堆積している。この層は水分を多量に含み、調査区南部の

第3層と第4層がくぼんでいる部分に厚く堆積している。縄文時代の生活面が形成された後、仁王川

の氾濫によって自然堤防の背後に水がたまり、後背湿地となったなごりと考える。この層からも縄文

土器が出土している。第2層の上が青灰色粘質シルト(第1層)で、この層からは少量の縄文土器の

他に中世陶器が出土している。第1層の上が現在の耕作土である。

なお第1～第3層は調査区の北部および西部には存在しない。水田をひらく際に削平されてしまっ

た可能性が高い。このためこの部分の遺構は、耕作土を取り除くとすぐ第4層に掘り込まれたかたち

で検出された。
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B.遺構

三本松遺跡の遺構としては、住居跡が1軒、住居跡内で検出された伏甕状遺構1基、土坑・ピット

多数、集石遺構と思われるもの3基、埋甕状遺構3基がある。ここでは主なものについて述べる。

住居跡

SB01調査区の北西端で検出された。西及び北側は調査区外となり、また北西端に近い部分は西

を流れる宮口川の旧河道にかかっているため、調査したのはごく一部分のみであり、全形は不明であ

る。炉跡も発見できなかった。検出面と床面との高低差は約30cmで、床面にみられるピットは柱穴か

も知れない。床面より25cm上から伏甕状遺構が検出された。

伏甕状遺構

SB01内伏甕状遺構SB01の中から推定口径が34cmとなる深鉢が口縁部を下に向けた状態

で発見された。この土器の中心部には直径が15cmほどの平たい丸石が置かれていた。土器が口縁部付

近しか残存していなかったため、石を覆うように土器が置かれたのか、土器をつぶすように石が置か

れたのかははっきりしない。この土器の置かれているレベルはSB01の床面のレベルより25cmも

高いため、SB01と直接関係があるとは考えにくい。



集石遺構

SX01調査区の北壁沿いにある集石。長さ20cm～40cmほどの細長い石が一辺を欠いた方形

に並べられている。石の表面が赤く焼けており、炉跡であったと思われるが、方形に並べられた外側

に向いた石の表面まで焼けているので炉以外の遺構の可能性もある。

SK42集石SK42は調査区中央付近にある細長い土坑で、本遺構はこの埋土の上の集石であ

る。15cmから30cmほどの石を5つ置いただけの簡単なものである。集石の下のSK42からは少量

の縄文土器が出土したが、集石の性格を決定するものではなく、この集石が意図的に置かれたものか

どうかは不明である。



SX02調査区中央よりやや西にある集石。10cm弱から40cmほどまで大小さまざまな石が正

方形に近い形に並べられている。石の並べられているレベルは、遺物包含層(第3層)の最上面に近

い。集石の下の掘り込みは確認できなかったが、集石の中央が窪んでいるのは土坑の上に石が置かれ

たためと考えられる。遺構としての性格は不明である。

埋甕状遺構

SK15埋甕状遺構SK15は調査区西半にある土坑で、この土坑内から土器が立った状態で検

出された。土器は復元の結果、推定口径が26cmと23cmの2つの土器が重なっていたことが明らかに

なった。

SK08埋甕状遺構SK08は調査区北西端のSB01の近くにある隅丸長方形の土坑である。

この土坑の中に土器が直立した状態で検出された。土器は推定口径24.6cm、底径6.0cm、器高37.

2cmの無文の探鉢で、土器内には長方形の石版?が入っていた。



SX03SX03は調査区南壁中央近くにある埋甕状遺構である。検出した時点ですでにつぶれ、

土器の形態等はわからなくなっていたが、整理作業で復元したところ、口径がそれぞれ32cm、39cm、

40cmに推定されるかなり大きな土器が3つ重なっていたことがわかった。遺構としての性格は不明

である。
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2.遺物の概要
A.縄文時代

(1)縄文土器(第17・18図、図版44～53)

三本松遺跡の調査によって出土した縄文土器は、破片数にして2万3千点以上にのぼる。土器は黒

褐色シルト(第3層)からの出土が多く、その他に土坑・ピットや上位の層からも出土した。しかし

後述するような理由から遺物の2次的な移動が行われたと思われるため、土器は従来の編年観に沿い

主に口縁部付近の形態や施文方法に基づき出土遺構や層位にこだわらずに、以下の9群に分類した。

1群縄文時代中期の土器群で全体に摩耗が激しい。次の2類に分類される。

a類(8～26)沈線によって施文されるもの。8～15は縦または横方向の沈線が、16～18では

波状口縁の波項部の下に渦文が施される。19～22は沈線と縄文を併用している。24はキャリバー型の

器形で、縄文地に縦に細いヘラ状の器具で2本以上の沈線を施し沈線間を磨消している。23はキャリ

バー型の器形をもち、細い沈線に列点文を併用しているやや異質の土器である。25は口縁部に矢羽根

状の沈線文、26は体部に「∩」形の区画をつくりその中にS字を縦につなげたような沈線を施してい

る。

b群(27～33)張り付けられた隆帯をもつもの。いずれも隆帯の上または基部に刺突文をもつ。

32と33は隆帯の下に沈線による文様が施されている。

1群土器は沈線を主体とする点や文様のあり方から中期後葉から末葉の土器群と思われる。

2群縄文時代後期の土器群。出土数は少ない。次の3類に分けられる。

a類(34～36)沈線と縄文帯をもつもの。34は口縁の下に8字状の貼り付けをもつ。36は注口

土器か。

b群(37～39)口縁が「く」の字に屈曲し、屈曲部のすぐ上に沈線を施しているもの。39は洗

練の下に縄文を施している。

C群(40～44)口縁または体部に瘤をもつものおよび土器の把手。

2群土器のうち、a類は後期の堀之内式あるいはそれに近い時期、b類は三斗目遺跡で多く出土した

もので、後期後葉の元住吉山Ⅰ式、C類は後期の後葉に属する土器と思われる。

3群口縁部周辺に凹線をもつ土器群。破片数で160点以上が出土した。次の2類に分類される。

a類(1・3・6・45～86)口縁に沿って凹線が施されるもの。土器の外面は条痕で調整され、

全体的に凹線は粗雑である。平縁が多いが、波状口縁もみられる。45～72は地文をもたず、73～86は

縄文または擬縄文を地文にしている。59・60は凹縁の下に平行に刺突列点文が施されている。口縁部

は直立またはゆるやかに内湾するものが多いが、61～64や81は「く」の字に屈曲しており、凹線も口

縁部近くに集中している。69～72は凹線と小巻貝の圧痕を併用している。76は器高25cm以上になる

波状口縁の探鉢で、擬縄文の上から凹線を施す。78は細かな刺突を集中させて縄文地文と同じ効果を

だし、浅く粗雑な凹線を施す。



b類(87～112)凹線によって文様を描くもの。地文に縄文をもつものは少なく、多くは無地文

である。小破片が多く文様を復元することは困難であるが、87～90(同一個体の可能性大)は上下の

平行する凹線の間に2本の上向き連弧文、93・94は波状口縁の波項部から垂線を下ろし、その両側に

凹線を施したもの。98は波項部に三角形の区画を描き、中心に刺突を加えたもの。96は上下両方を向

いた連弧文とその接続部に上下をつなぐ凹線を施したもの。104・105は口縁部近くに波文を施し、そ

の下に平行する複数の凹線を施している。110・111は凹線はないが、縄文(擬縄文)の上から凹線と

同じ原体と思われるもので刺突文を施している。112も凹線はなく、波項部に巻貝の圧痕をつけたもの

である。

3群土器のほとんどは増子康眞氏によって提唱された後期末の寺津下層式(増子1975)に比定され

るものである。「く」の字状に内折する口縁部に間隔の狭い凹線を施すものは後続する型式に含まれる

ものかもしれない。

4群口縁部周辺に半截竹管あるいはそれに類似したもので施文した土器群。破片数で130点以上

が出土した。次の3種類に分けられる。

a類(2・5・113～163)半截竹管で文様を描くもの。ヘラのようなもので半截竹管と同じ効

果を出している土器も含む。地文に縄文をもつものと無地のものがある。2は細いヘラ状の、5は細

い棒状のもので文様を描いており、やや様相を異にする。113～128は下向きあるいは上下向きの連弧

文。129・130は3群の96と、132・133は3群の94と同じモチーフを半截竹管で描いたもので、やや

古い様相を示すものか。135～142は波文。141は半截竹管の代わりにへラ状のもので文様を施してい

る。156～158は楕円形の文様と思われる。159は鋸歯文か。160～162は横走する平行線の間を縦線で

結んだもので、160はさらに口縁に沿って列点文を施す。163は胴部に半截竹管で平行線をひいたもの

で、後期後葉の土器の雰囲気を残している。

b類(164～168)口縁付近に半截竹管による刺突を施したもの。刺突文は次の5群に相当する

が、口縁が「く」の字に内折する器形から4群に含めた。4群土器から5群土器への過渡的なものか。

C類(169～174)口縁付近に縄文(擬縄文)のみを施したもの。地文のみで文様が省略された

ものか。

4群土器は、多くが晩期初頭の寺津式に比定されるものである。ただ寺津式の典型といわれる「く」

の字状に内折した口縁部と、地文としての縄文をもつものは意外と少ない。

5群肥厚した口縁部に主に半截竹管による文様をもつ土器群。破片数で70点ほど出土した。次の

2類に分類される。

a類(175～192)半截竹管による刺突または押引きを横走させるもの。文様は2列が多いが3

列のものもみられる。191・192は沈線と押引きを併用している。

b類(193～202)半截竹管による沈線または沈線化した押引きをもつもの。199は縦に区画する

沈線をもつ。362は波状口縁の波項から垂線をおろすもので、3群土器以来のモチーフを継承したもの

といえる。



5群土器は4群土器に後続する元刈谷式土器に比定される。口唇部に文様が集中する184や185など

は元刈谷式に続き矢作川流域に分布するといわれる桜井式土器に比定されるかもしれない。

6群(203～206)口縁部に凸帯をもつ土器群。10点ほどが出土した。

203・204は凸帯の上にヘラ状器具で刻目を施す。205は低い無文の凸帯を口縁部内外にもち、肩が張

る探鉢。206は、凸帯はないものの205と同様の器形と思われる。

6群土器は西之山式から五貫森式の時期のものと思われる。

7群(207～245)その他の有文土器群。

207～219は細い平行沈線とその沈線間に刻目をもつもの。210のように平行沈線のみのものや218の

ように平行線を分断する縦の沈線を有するものも同じグループか。219は三角形の割込みをもつ。これ

らはいわゆる橿原式土器に類似する(末永他1961)。220～222は口縁に沿って紐状の隆帯を貼りつけ

て刻目をつけたもので、後期末から晩期初頭にみられるもの。223は波状口縁に∩字状の沈線を施し、

沈線内にヘラ状器具で刻目をつけたもの。224は波項部から垂線を降ろした口縁部で、4群に類似。225

は半截竹管で横線を引きその下に波文を施す。施文の状況は4群と同じだが、肥厚させて面取りした

口唇部は4群には見られない。226は斜行する半截竹管文。227は大きく開いた口縁の下にヘラ描きで

波文を一条施す。228は薄い器壁で内傾する口縁近くに細い沈線で楕円形の区画を描く。229は口縁部

付近に刻目をもつ隆帯を用いてやはり楕円形の区画をつくる。236は口縁を隆帯で肥厚させてその上

に押圧をくわえたもので、伊川津貝塚に類例が見られる(久永他1972)。231は「く」の字状に内折

する口縁部に隆帯で鋸歯状の文様を描く。232は屈曲する体部に隆帯を施し、隆帯上に押圧を加える。

233は刺突列点文の下に条痕を施す。234はヘラ描きと思われる沈線を口縁の下に斜行させている。235

・236は器表を研磨し肥厚させた口縁の外面に沈線を1～2本施す。237は体部を横走するへラ描きの

沈線帯を縦の沈線で区切っている。238・239は文様はないが緩やかなS字状の口縁をもつ。240は口

縁から櫛状の沈線を斜めに垂下させている。241は穿孔をもち口縁内部に細い沈線をもつ。242は沈線

の間にヘラ先のようなもので刺突を施す。243は器壁が薄く注口土器か。244は三本松遺跡で唯一確認

された注口。245は体部に曲線状になる浮線文を施したものである。

8群条痕文または無文の土器群で最も多い。特色のあるもののみを図示した。

a類(246～259)条痕を施す土器。口縁部がやや外反するもの(246)、直立するもの(247～253

・257～259)、やや内湾するもの(254～256)に分けられる。

b類(260～283)無文土器。260～262は口唇部に刻目を、263～267は口唇部に刺突あるいは押

引きをもつ。268は外反する口縁部でやはり口唇部に刺突をもつ。269は器体が研磨され緩やかな波状

口縁をもつ浅鉢か。270は椀状の土器。273～275は外面に輪積み痕が残る。



8群土器はほとんどが晩期に属する粗製土器と思われる。

9群(284～321)土器の底部。

284は台付土器で、高台部分に縦の隆帯と透かし状の穿孔をもつ。中期後葉の1群土器とほぼ同時期の

ものか。285・286は台付土器で、285は体部と高台の継ぎ目に刻目を施した隆帯をもつ。晩期に属す

るものである。287は唯一の丸底。288・289は上げ底状になっている。底部外面に網代痕をもつもの

ははっきり確認できない。293～301は木葉痕がみられるものである。

図示した土器のうち時期がほぼ推定できる1～6群土器の遺構別・層位別の出土点数は、下の表の

通りである。遺構では比較的多くの遺物を出土したSB01とSK07を例に挙げた。

S B 01 S K 07 その他の遺構 黒褐色 シル ト 黄褐色粘質 シル ト その他 ・不明

1 群 1 1 19 1 4

2 群 3 1 3 4

3 群 10 2 4 34 10 9

4 群 6 5 34 6 9

5 群 2 2 7 10 5 6

6 群 2 1 1

第 2 表 遺構 ・層位別土器出土地点

SB01からは2群土器から5群土器までが、SK07からは1群土器から6群土器までが出土し

た。これらの遺構内の埋土は層位的な区分ができず、遺物の出土状況もばらばらであった。また黒褐

色シルト層とその上位層である黄褐色粘質シルト層からの土器の出土点数からみて、三本松遺跡にお

いては遺物の2次的な移動が行われたと考えられる。土層の堆積状況から判断すると、仁王川の氾濫

が原因である可能性が高い。このため遺構や層位ごとの一括遺物としての扱いは不可能と考えた。個

々の遺物の出土遺構や層位については付表に示した。

文中では基本的に3群土器を後期末の寺津下層式に、4群土器を晩期初頭の寺津式に比定した。近年、

寺津下層式に後続し寺津式に先行する下別所式が提唱されている(山下1982、増子1988)。下別所

式土器は凹線文土器や半截竹管文土器の組成率を中心に分類がなされており、ここでは3群土器およ

び4群土器がさらに細別される可能性があることを指摘するにとどめたい。

参考文献
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久永春男他1972「伊川津貝塚調査の歴史」『伊川津貝塚』愛知県渥美郡渥美町教育委員会

増子康眞1975「東海地方縄文文化研究の現状」『東海先史文化の諸段階』

1988「刈谷市本刈谷貝塚報告の縄文式土器の分析‐下別所式土器の検討‐」『古代人49』名古屋考古

学会

山下勝年1982「下別所遺跡採集の縄文式土器」『古代人39』名古屋考古学会



(2)石器・石製品(図版54～60)

包含層の遺存があまり良くなかった割には石器・石製品の出土量が多い印象をうける。原位置にあっ

たと考えられる石器・石製品は皆無である。SB01からは比較的まとまって出土しているが、それ

らが本遺構に伴うのかどうかわからない。時期は一部を除きほぼ縄文時代晩期前半に属するものとし

てよいだろう。

a.石鏃(1～146)

ほとんどが無茎で、有茎はわずかに3点あるのみである。107・108は身部が側縁の内湾する五角形

を呈し、飛行機鏃といわれるものである。

無茎は、基部形態に円基はなく、弱凸基、平基、弱凹基、凹基それぞれに区分できる。しかし、典

型例の間は特徴も漸移的で確固とした区分は難しい。

身の形態は、基本形として三角形と五角形にいちおう集約される。そして、さらに側縁が直線的な

もの、外にふくらむもの、内湾するものという変異があり、それに加えて非対称形のものがある。

特に非対称のものは、一方の側縁には肩が作りだされているが、もう一方にはそれが無いために三

角形と五角形の折衷のように見えるものや、7のように中軸線の通りが不安定になるものがある。

凹基の場合に特徴的なのは、基部両端の先がシャープに尖るものは、形態も安定して基部のえぐり

も深いのに対し、丸く鈍い印象をうけるものは、形態に非対称のものがあったりして不安定である。

前者の石材はチャート・黒曜石が主であることから、材質に関係するのかもしれない。

未製品については129～146をあてた。129～137は平面形がいびつなだけで完成品として良いのか

もしれないが、断面形を見ると130・135は身が厚いし、131・136・137は凸レンズ状にはほど遠い形

態で、完成品が薄く凸レンズ状をしているのとは大きく異なる。138以下は、当初加工のあるフレイク

としていたものである。

b.磨製石斧(147～150)

147は偏平両刃である。主面はやや膨らみ、側面は平坦である。石材は軟質である。149は偏平の石

斧である。側面は敲打または剥離されたままで面はもたない。150では刃部の片減りと使用に伴う線条

痕の付きかたから、左図を左主面、中図を全面、右図を右主面とした。

C.石棒(151～155)

151は石棒片をクサビ打ちしているために両端が鋭くなっている。大きく剥離している方には研磨

が加えられている。152は石剣であろう。153は乳棒状石斧の基部である可能性もある。基部を除く上

部には摩耗痕が観察できる。154・155は同一個体の石棒片である。ともにSB01から出土した。
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d.石匙・掻器(156～158)

156の右両刃部は大きな剥離を残すままで、左面に連続した剥離が認められる。157・158では下辺

に調整剥離が加えられている。

e.石錐(159～168)

159～163は剥片の一端に剥離を加えて軸を作り出すもの、165～168は剥片の一端を鋭く尖らせるだ

けのものである。166は軸の部分が欠損して再生されたもののようである。

f.掻券・削器(169～175)

169・170・172・173・175は石材が安山岩で表面は白く風化している。そのために先行する時期の石

器と見まがうものである。169は先土器時代のエンドスクレイパーのようであり、実際古いものかもし

れない。

173・175は円礫から打ち刺した剥片の縁辺を刃部としている。

g.凹石・すり石(176～180)

擦面と敲打による凹部をもつものである。177は両極打撃が加えられ、一方には敵打痕が認められ

る。176・177は上下平坦面に擦面をもつだけだが、179は側面にも擦面がある。

180はすり石としたが、石棒の可能性もある。

h.使用痕のある剥片

縁辺に微小剥離の認められる剥片が出土している。剥離された状態のままで、整形用の調整剥離は

加えられていない。形態は一定ではないが、親指と中指で摘んで人差し指で押さえるにちょうど都合

の艮いかたちのものがある点は注意される。

i.剥片・石核

剥片は下呂石が最も多く、次にチャート・黒曜石である。石核は、下呂石に円礫と角礫の2種類が

認められる。益田川(飛騨川)の河原の転石と湯ケ峰麓の転石の2種類があったと考えられるが、お

そらくは両地点採取物の素材としての流れが西三河山間部で交錯しているためであろう。



B.弥生時代以降(図版62)

(1)弥生土器(322～324)

縄文土器の包含層である第3層(黒褐色シルト)から弥生土器が3点(同一個体であろう)出土し

た。壷の肩の部分と思われ、櫛によるゆるやかな波状文が横走している。323は波状文の上に接して下

向きの連弧文がみられるようである。弥生時代中期後半の土器と思われる。

(2)灰釉陶器(1)(351・352)

灰釉陶器が破片数で5点ほど出土した。351は高い高台をもち、外面は高台まで灰釉が刷毛塗りされ

ている。10世紀前半の黒笹90号窯式と思われる。352は高台の内側が軽くふくらみ外側が直立する高

台をもち、11世紀後半の百代寺式に比定される。その他、小さくて図示はできないが壷や広口瓶の破

片もみられる。

(3)中世陶器(2)(353～392)

中世の山茶椀(灰釉系陶器)が破片数で280点ほど出土した。多くは第1層(青灰色粘質シルト)

からの出土であるが、第2層(黄灰色粘質シルト)や第3層(黒褐色シルト)からも出土している。

全形を図示できるものはほとんどない。353～380は椀である。353～364は比較的高い高台をもち、体

部は曲線的である。12世紀前葉から中葉に比定される。365～373は高台が低くて粗雑である。12世紀

末から13世紀初頭のものである。374～377は高台がさらに低くて粗雑で、高台径も小さい。体部は直

線的で体部内面と底部内面に稜がみられる。13世紀前葉から中葉のものである。378は高台を完全に

失っており、13世紀後葉に比定される。379は椀の口縁部で、小さな輪花がみられる。380は緻密な胎

土をもついわゆる北部系(均質手)山茶椀の口縁部である。北部系山茶椀はこの1点のみである。381

～392は小皿である。381～385は高台をもつ小椀形態のもので、353～364の椀に伴う。386～387は高

台を失った小皿で、365～373の椀に伴う。388～392は偏平な器形をもつ皿で、375～377の椀に伴う。

(4)その他の土器

第1層(青灰色粘質シルト)からは土師器の破片、緑釉陶器の小破片、青磁、常滑の鉢または甕の

底部、天目茶椀の口縁部がそれぞれ1片ずつ出土した。また耕作土中より近世以降の陶器・磁器が20

点余り出土している。

註

(1)灰釉陶器の年代観は楢崎彰一他「猿投窯の編年について」『愛知県古窯跡群分布調査報告(Ⅲ)』愛知県教育委

員会1983に拠った。

(2)山茶椀(灰釉系陶器)の年代観は藤澤良祐「瀬戸古窯址群」『瀬戸市歴史民俗資料館研究紀要Ⅰ』瀬戸市歴

史民俗資料館1982に拠った。
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1.三斗目遺跡調査結果の分析

A.縄文土器について

縄文土器は、I群からⅦ群まで分類した。群別の前提は従来の編年観に求め、Ⅰ群が堀之内1・2

式、Ⅱ群からⅤ群が加曽利Bl式からB3式、一乗寺K式、元住吉山Ⅰ式、Ⅵ群が元住吉山Ⅱ式、Ⅶ群

が宮滝式に対応すると推定した。

実際の出土状況では、Ⅰ群はNR01の包含層から集中して出土し、まとまりのあることが認めら

れた。しかし、Ⅱ群からⅤ群にかけてのグループについては、各型式との対応関係が充分に整理でき

ていないために、記載上も少なからず混乱をきたした。Ⅲ群は口縁部外面の加飾方法に差異はあるも

のの、特に波状口縁の波項部文様には差異を含めての高い共通性が認められるので、E・Fを除いて

SB01上部に集中して出土した一群を中心にして、一定のまとまりを有するものであると考えた。

Ⅶ群については層位的なまとまりではなくいわゆる宮滝式に類似するものを集成したものであること

や、Ⅵ群との弁別に関して困難が少なからず存在した。Ⅵ群については、典型的な元住吉山Ⅱ式が1

点(375)抽出できたのみであり、他はⅦ群との比較において凹線文の原体が異なる点、条数の少ない

点、羽状沈線文をもつ点などというように、グループ化そのものの基準も決して明確なものではない。

実際、凹線文土器の弁別は難しいようであり、良好な一括資料の獲得が期待されるところである。

ところで、従来当地方では、もっぱら大参義一・増子康眞両氏の先導によって縄文時代後期の編年

作業が進められてきたが、資料的な脆弱さという現実については否定できないものがある。その点で、

知多半島における貝塚・貝層の調査から、層位的なまとまりを基準にしての定点の整備を目指してい

る山下勝年氏の成果には、資料的な裏付けという点で安定したものがあるように思われる。今回、三

斗目遺跡の縄文土器から編年作業に接近するだけの十分な検討をすることはできなかったが、今後の

課題としたい。

B.三斗目遺跡の変遷

三斗目遺跡では、縄文早期、同後期、同晩期、弥生時代前期、中世の遺物が出土している。そのう

ち所属時期の明らかな遺構は縄文時代後期の各種遺構で、それ以外は遺物のみの検出にとどまってい

る。しかし、縄文時代後期についても、前半期のⅠ群土器の多くはNR01からの出土がほとんどで

あり、人為的な遺構に伴うものではなかった。

ここでは、特に縄文時代後期の遺構の変遷を問題とするが、包含層中における集石・配石群および

SB01の形成をそれぞれ区切りとして、以下のように区分する。

●第1段階SB01以前

Ⅰ群土器の分布は、NR01を除けばSB01からSF04の間の調査区南辺である。しかし、そ

れらの遺物は本来の包含層の存在を示しているというよりは、斜面地に遺跡が立地していることから



推定されるように、二次的な堆積である可能性が高い。おそらく、Ⅰ群本来の包含層(および遺構が

存在するとして)は調査区南方の斜面高位部分に存在するのであろう。

●第2段階

SB01の所属時期を直接示す資料は得られていないが、覆土上部にⅢ群土器が多量に廃棄されて

いたことからみて、Ⅲ群により近い時期のものとして位置づけられると考える。そして、SB01に

伴うSF01の他に、さらに石囲炉が2基(SF02・SF03)存在することからみて、SB01

が複数炉の竪穴住居でなければ、今回の調査では残念ながら検出できなかったけれども、重複する住

居の存在が想定できる。

SB01と集石・配石群との関係では、SB01に重複して集石が形成されているので、SB01

以後に集石・配石群が形成されたと考える。

●第3段階

集石や配石の時期については、土器を伴う事例に乏しく、また仮に土器が出土しても細片であるた

めに、直接時期を決定することは困難である。層位的な観点から、集石・配石が形成された時点の地

表面を復元し、包含層出土の土器をもって時期を決定することもまたきわめて難しい。集石・配石は

検出時にはその上端が水田床土に突き出し、下部は包含層中に埋没して検出されたのであり、形成時

の地表面については明確ではない。

集石・配石群がすべて同時期というわけではないだろうが、SB01に重複するSX01付近では

Ⅲ群土器が同レベルからやや上位レベルで多量に出土しており、この点を重視するならば、Ⅲ群土器

と近い関係にあることが窺える。その他、土器分布との関係では、Ⅱ群・Ⅲ群・Ⅳ群土器は集石・配

石と同レベルか下位レベルでの出土で、分布も重複する傾向にある。Ⅴ群・Ⅵ群・Ⅶ群は同レベルか

上位にあり、分布にも特に相関が認められるわけではない。集石・配石の時期は、おそらくⅢ群およ

びⅤ群以降との関係が考えられる。
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第20図Ⅲ ・ⅠⅤ群土器の分布状況

第21図Ⅴ・ⅤⅠ・ⅤⅡ群土器の分布状況
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2.坂上の古代・中世

今回調査した三斗目遺跡・三本松遺跡が所在する豊田市坂上町の古代・中世の姿は、現在のところ

文献史料からはうかがい知ることはできない。しかし当時の状況をしめすものとして、町内の六所山

(標高611m)の項上近くに散乱している土器群がある(1)。今回この山項に散乱する土器を実見する

ことはできなかったが、実測図(第22図)によれば12世紀から13世紀のいわゆる山茶椀(2)が中心

になるものと思われる。図には示されていないが、少数の灰釉陶器や段皿も見られるという。六所山

上には六所神社の上宮があるが、六所神社は伝説によれば永和三(1377)年または永享三(1431)年

に松平氏の祖先である親氏(徳阿弥)によってこの地に勧進されたとされている。このため、山項付

近の土器はその前身の神社(名称は不明なのでここでは仮に原「六所神社」と呼ぶ)(3)で祭祀等に使

用した土器群を廃棄したものであるという見方が有力である。この仮定が正しければ、遅くとも12世

紀には原「六所神社」が六所山上に置かれ祭祀が行われていたことになる。さらに原「六所神社」は、本来

は山岳信仰の一例として成立したものであり、当初の社地は山上ではなく六所山を遙拝できる地点に

置かれたとされ、現在の県道坂上・大内線沿いに立つ「一の鳥居」(坂上町字金姓第23図)がその場

所ではないかと指摘されている。また現在の坂上町のうち、三斗目遺跡のある地点はかつては東加茂

郡正作(しょうさく)村であった。「正作」は荘園代官の直接耕作田を示す言葉であり、またその近くに



に上屋敷、中屋敷などの旧地名がみられ、さらに従来から仁王川流域で山茶椀の破片等が採集されて

いることから、この地では中世には集落が成立していたのではないかとされている。

以上のような従来からの説(4)に、今回の調査結果を重ね合わせてみる。今回の三斗目遺跡・三本松

遺跡の調査では、古代末から中世にかけての土器が破片数で700点ほど出土している。そのうち30点

ほどが灰釉陶器で、三斗目遺跡から多く出土し三本松遺跡では数点みられるのみである。灰釉陶器は

10世紀後半から11世紀前半に比定されるものがほとんどである。灰釉陶器以外はほとんどが山茶椀

である。三斗目遺跡では12世紀代に比定されるものが多く、三本松遺跡では12世紀から13世紀にか

けてのものがみられる。山茶椀以外の中世土器はごく少数である。15世紀以降に明確に比定される中

世土器は確認されていない。

三斗目・三本松遺跡での当該期の土器の出土状況をみると、三斗目遺跡では古代・中世の土器のみ

を含む遺物包含層は形成されず、縄文土器や石器と同一の層位から出土し、遺構の存在も確認できな

かった。この状況は仁王川の氾濫や水田の床上げの際の削平によって生じたものなのか、あるいは元

から三斗目遺跡の地点には古代・中世の生活面が存在しなかったのかは不明である。三本松遺跡では

この時期の土器は表土である耕作土の直下の青灰色粘質シルト層から多く出土し、さらにその下の黄



灰色粘質シルト層や黒褐色シルト層からも縄文土器や石器に混じって出土している。青灰色粘質シル

ト層は水田を開く際に削平されたためか調査区の東側にしか残存していない。青灰色粘質シルト層か

らは縄文土器も少なからず出土しており、またこの層の堅い粘質の土は古代・中世の生活面とは考え

にくい。しかし調査で最終的に検出したピットの中には小破片ながら山茶椀を埋土に含むものもあっ

て、この地点での中世の遺構の存在の可能性を示している。

以上のような調査結果は、縄文時代に続いて10世紀後半には人々が仁王川流域での生活を再開した

ことを示すものである。さらに12世紀に入ると遺物量が増加しており生活の安定を物語っている。こ

の状況は六所山上に散乱する土器群の状況とほぼ一致する。古代末から中世にかけて六所山上の原「六

所神社」で祭祀が行われ、それに対応するかのように麓に集落が存在した可能性を補強する資料とな

ろう。ただ三斗目遺跡・三本松遺跡ともこの時期のみの遺物包含層が検出されず、また遺構も明確で

はなかったため、集落の規模や性格等については遺構の面からは明らかにできなかった。

三斗目遺跡・三本松遺跡で出土した中世土器のほとんどは山茶椀である。両遺跡のうち三本松遺跡

での中世土器の出土破片数(接合後)は下表の通りである。

山茶椀 常滑産甕 土師器※ 青磁 合計

破片総数 575 3 37 2 617

% 93 .2 0 .5 6 .0 0 .3 100 .0

※時期の異なるものを含む可能性がある

第 3 表 三本松遺跡出土の中世土器

山茶椀が圧倒的に多く90%以上をしめている。山茶椀以外の土器類は破片ばかりで器形の分かるも

のはほとんどない。愛知県西春日井郡清洲町の土田遺跡では山茶椀に対してそれ以外の土器類(土師

器・施釉陶器・常滑・中国陶磁器)が口縁部計測法による数量計算で7.1%、破片総数で19.7%をし

め(城ヶ谷1991)、豊川市の郷中遺跡のSD06・07では底部計測法で山茶椀(報告書では中世陶

器)以外の土器が約20%をしめている(前田1989)。三本松遺跡では土田遺跡や郷中遺跡との比較で

も山茶椀の多さが目を引く。もちろん三本松遺跡が中世の集落跡である確証はなく、また出土遺物は

一括遺物ではない。さらに平野部に展開する土田遺跡や郷中遺跡と三本松遺跡とは立地条件が違うた

めに単純に比較することはできない。しかし三本松遺跡における中世土器は、矢作川流域の山間部に

おける中世の遺物のあり方をしめす資料のひとつになると思われる。

その他、今回の調査では本来は麓にあったといわれる原「六所神社」の初現の時期や形態、中世後

期に現れた松平氏と仁王川流域との関わりなどについての知見が期待されたが、新たな資料を得るこ

とはできなかった。また、いわゆる中世後期以降の土器も少ない。これは今回の調査区の中世後期以

降の土地利用のあり方と関わるものかもしれない。三河山間部での中世集落の今後の調査例の増加を

待ちたい。



註

(1)『愛知県遺跡分布地図(Ⅱ)知多・西三河』愛知県教育委員会1988による遺跡番号は63359。ただし種別

は古窯跡となっている。

(2)ここでは「山茶椀」をひろく瓷器系陶器第Ⅱ類全般をさす用語として使用した。

(3)六所神社上官の奥に存在する蜂ケ峰神社がそれに相当するという説もある。

(4)坂上町や六所山に関する記述は主に次の文献によった。

『豊田市史1』豊田市教育委員会1976

『豊田市史6』豊田市教育委員会1978

『坂上町誌』豊田市坂上町1991

『松平町誌』豊田市教育委員会1976

参考文献

城ヶ谷和広1991「土田遺跡における中世土器の様相」『土田遺跡Ⅱ』愛知県埋蔵文化財センター

前田清彦1989「Ⅴ期の遺物」『郷中・雨谷』豊川市教育委員会



3.自然科学的分析

A.堆積層と14C年代

(1)はじめに

三斗目遺跡および三本松遺跡の発掘調査の際に、それぞれの遺跡において地層の堆積状況を観察し、

あわせて、14C年代測定および植物珪酸体分析用の試料を採取した。豊田市周辺の三河山地の沖積層に

ついての報告は今まで行われていなかったので、ここで年代測定値とあわせて報告する。

(2)堆積層についての記載

a.三斗目遺跡の堆積層

三斗目遺跡については、調査区の北壁において堆積層の観察をおこなった。ここでみられる堆積層

は、仁王川旧流路の堆積環境の変化を表している。

隣接する仁王川の現河床には、基盤岩である伊奈川花こう岩が露出しており、その上位に、三斗目

遺跡周辺の沖積層基底礫層に相当する1m前後の層厚の巨礫層(Ⅰ層)が直接堆積している。この礫層

はおもに花こう岩礫で構成されており、仁王川旧流路の河床礫であると考えられる。Ⅰ層の上位には、

層厚60cm程度に達するおもに中粒から粗粒の砂層で構成されるⅡ層が発達する。Ⅱ層は、その粒度・

色調などからさらに3層に細分できる。Ⅱ1層は、Ⅰ層直上の淡灰色細粒砂層で、層厚20cmに達する。

Ⅱ2層は、暗褐色から暗黄褐色の粗粒砂層で、層厚は30cmに達する。Ⅲ3層は、黄灰色から黄褐色の

中粒砂層で、層厚は20cm程度である。

Ⅲ層は、この周辺の鍵層となりうる暗灰色から黒灰色の一部砂質なシルト層で、層厚15cm程度であ

るが、比較的連続性がよい。Ⅲ層形成時には、何らかの原因で仁王川がせきとめられ、遺跡周辺に湿



地状の環境が展開したものと思われる。Ⅳ層は、再び砂層で、層厚60～70cm程度の灰色から暗灰色の

中粒砂層の堆積が認められる。

b.三本松遺跡の堆積層

三本松遺跡については、調査区東端に広がる湿地状部分を観察した。この部分では、三斗目遺跡に

おけるⅢ層が厚く(50cm程度)堆積しており、この下底に近い部分より1枚の火山灰層を発見した。

確認できた最下層は、三斗目遺跡のⅡ層の黄褐色粗粒砂層で、30cm程度の層厚であった。Ⅱ層の上

位には、Ⅲ層が層厚50cm程度発達し、その色調からさらにⅢ1層とⅢ2層に細分できた。Ⅲ1層は暗灰

色砂質シルト層で層厚約35cm、Ⅲ2層は暗褐色砂質シルト層で層厚約12cmであった。Ⅲ1層の下底

から3cm付近の層準に桃褐色細粒ガラス質火山灰層が挟まれる。この火山灰層は、後述するように、

縄文時代後・晩期境界付近に位置する松河戸火山灰層に対比可能である。この火山灰層層準付近から

は縄文時代後期から晩期にかけての遺物が出土しており、その絶対年代を考えるうえで重要な発見と

なる。

Ⅳ層は、灰褐色の粗粒砂層で、一部に細礫を含む。層厚は20cm程度である。

(3)14C年代測定値

第24図に示した4試料の14C年代測定法による絶対年代の測定を、学習院大学理学部に依頼し実施

した。その結果を以下に列記するが、ここでの年代値はすべて1950年より起算したものである。

<絶対年代><分析試料>

C‐43,100±160y.B.P.<GaK‐16364>腐植質シルト

C‐34,690±160y.B.P.<GaK‐16363>腐植質シルト

C‐24,370±100y.B.P.<GaK‐16362>砂質シルト

C‐13,740±90y.B.P.<GaK‐16361>砂質シルト

B.三本松遺跡より発見された縄文時代後期・晩期の火山灰層について

(1)はじめに

三本松遺跡の発掘調査において、縄文時代後期～晩期の遺物を含む暗黒灰色砂質シルト層中(標高

+214m付近)より桃褐色細粒ガラス質火山灰層が発見された。この火山灰層は、考古遺物および14C

年代測定値との関係から1990年4月に春日井市の松河戸・町田両遺跡で発見された松河戸火山灰層

(MT)(森ほか1990)との対比が考えられる。ここでは、三本松遺跡の火山灰層の岩石記載的性質

を詳しく記載し、関連する県内の火山灰層、さらに他地域の火山灰との対比を検討する。

(2)記載方法

火山灰層の岩相は、肉眼観察によって層厚・色調・粒度・構成物の種類などを記載する。なお、火

山灰の粒度については、砕屑物の粒度とは区別して、それぞれ粗粒が中粒～粗粒砂程度、中粒が細粒

～極細粒砂程度、細粒がシルト程度、極細粒が粘土程度の粒子から構成されているものとする。

岩石記載的性質は、吉川(1976)、YOSHIKAWA(1984)の火山灰の記載にならって鉱物組成、重

鉱物組成、火山ガラスの色・形状・屈折率、各種鉱物の特徴などについて記載する。なお、火山ガラ

スの屈折率の測定には大阪市立大学の機材を使用させていただいた。



(3)火山灰の記載

a.三本松遺跡の火山灰層

三本松遺跡の縄文時代後期～晩期にかけての遺物を含む黒色砂質シルト層中より発見された。レン

ズ状に挟まれ、厚さは平均で約8mm程度の薄い桃褐色の細粒ガラス質火山灰層である。火山ガラスは

主に中間型で、特にCa型のものが多い。屈折率は、n=1.500-1.502(1.500)である。重鉱物は角

閃石・斜方輝石・単斜輝石・黒雲母からなる。

b.松河戸火山灰層(MT)(森ほか1990)

春日井市松河戸・町田両遺跡において発見された縄文時代後・晩期の境界付近に位置する広域火山

灰層で、厚さ約4mm、薄い赤褐色ないしは桃白色の細粒～中粒ガラス質火山灰層である。ガラスは主

に中間型で、屈折率は、n=1.499-1.504(1.501-1.502)である。重鉱物は角閃石・黒雲母・単斜

輝石からなる。

C.山中遺跡の火山灰層

一宮市萩原町の山中遺跡の標高+1.07m付近の暗褐色腐植質シルト層中より発見された。レンズ状

に挟まれ、厚さ最大で約1cm、桃色がかった灰白色の細粒ガラス質火山灰層である。火山ガラスは主

に中間型で、特にCa型のものが多い。屈折率は、n=1.500-1.502(1.501)である。重鉱物は角閃

石・斜方輝石・単斜輝石・黒雲母からなる。

(4)火山灰の対比と14C年代測定値

三本松遺跡で発見された火山灰層は、縄文時代後期～晩期にかけての層準に挟まれること、火山ガ

ラスの屈折率・形状、重鉱物組成の類似性などから松河戸火山灰層(MT)に対比可能である。

県内において、模式地である春日井市付近以外でMTが発見された例は、濃尾平野における一宮市

の山中遺跡と西上免遺跡、そして三本松遺跡だけである(いずれも平成3年度調査による発見)。特に、

縄文時代の遺跡中から発見されたことは、火山灰層による一つの時間軸を、この地方の縄文土器の偏

年に組み込むことにつながり、今後の考古学に果たす役割も大きい。

松河戸火山灰層の14C年代測定値は、森ほか(1990)により春口井市町田・松河戸両遺跡について報

告されており、その年代は、3,120±120y.B.P.とされている。今回、三本松遺跡においても、火山灰

層を挟む暗黒灰色砂質シルト層の14C年代測定をおこない、火山灰層直下において4,690±160y.B.

P.、最上部において3,100±160y.B.P.の測定値を得た(第24図)。これらの年代値、特に火山灰層

直下の年代値は、森ほか(1990)により報告されている年代値よりも若干古いのが、火山灰層を挟む

地層が砂質であることから、測定に使用された試料そのものが2次堆積のものであり、その結果古い

年代を示した可能性が高い。そこでここでは、この火山灰層の年代は、比較的信頼性の高い森ほか

(1990)の3,120±120y.B.P.を支持する。

その他、MTに対比可能な火山灰層としては大垣市荒川遺跡の火山灰層、大阪市港区天保山のボー

リング試料中より発見された難破累層最上部火山灰層(吉川ほか,1986)、滋賀県琵琶湖底200mボー

リング試料中のBB7火山灰層(YOSHIKAWA,1982)、琵琶湖高島沖ボーリングのBTl火山灰層

(吉川・井内,1991)があり、近畿～東海地方にかけての分布が確実なものになろうとしている。

このことは、近畿～東海地方の縄文時代後・晩期の遺跡の同時性を考えるうえで重要な鍵層となりう



ることを示している。

M in e r a l c。mp O S it io n G la ss H e av y m i ne ra l c om p os i t i。n

Vo Ica n ic as h G l . F l. Qz . Hm . Sh a p e R e fr a ct iv e Ⅰnd e x B i. A m . O p . Cp . Z r. A p . O q.

(% ) H . C . T . 0 . (% ) (mo d e) (% )

S an bo n m at s u 8 5 1 0 3 2 16 7 1 1 2 1 1. 50 0- 1. 50 2 (1 .5 00 ) 8 3 6 31 6 2 1 7

Y am an a k a 8 5 7 3 5 4 67 2 7 2 1. 50 0- 1. 50 2 (1 .5 0 1) 9 38 27 10 1 6

M a ts uk.a wa do 6 2A 90 4 2 4 11 56 3 3 0 1. 4 99‐1. 50 4 (1 . 50ト1. 5 0 2) 10 38 26 9 1 1 6

M a ts uk a wa do 6 2E 89 7 2 2 13 64 2 3 0 1. 4 9.ト1. 50 5 (1 . 50卜1. 5 0 3) 3 4 5 33 9 1 9

M a ts uk a Ya do 6 3H 85 1 2 1 2 5 74 21 0 1. 4 99 - 1. 50 4 ( 1. 50 2) 6 3 9 35 10 1 9

C ho u da 6 2B 82 1 3 1 4 16 71 13 0 1. 4 98 - 1. 50 4 ( 1. 50ト1 .5 0 2) 4 3 9 39 8 1 0

B T 1 93 5 1 1 2 39 50 9 1. 4 97 - 1. 50 3 (1. 49 9- 1 .5 0 2) 8 2 9 32 4 3 2 4

MineralcompositionGl:GiassFl:FeldsparQz:QuartzHm:Heavyminerals

ShapeofglassH:H‐typeShardsC:C‐typeShardsT:T‐typeShards

HeavymineralcompositionBi:BiotiteAm:AmphiboleOp:OrthopyrOXeneCp:ClinopyroxeneZr:Zircon

Ap:ApatiteOq:Opaqueninerals

*分析値は松河戸・町田については森ほか(1990)、BTlについては吉川はか(1991)による。

第4表三本松遺跡関連の火山灰の岩石記載的性質
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C.三斗目遺跡等の植物珪酸体分析

(1)はじめに

植物珪酸体は、植物体内で形成されたガラス質の細胞であり、植物が枯れた後も微化石(プラント

・オパール)となって土壌中に半永久的に残っている。植物珪酸体(プラント・オパール)分析は、

この微化石を遺跡土壌などから検出する方法であり、イネをはじめとするイネ科栽培植物の同定、お

よび古植生・古環境の推定などに応用されている(杉山1987)。

本調査は、同分析を用いて三斗目遺跡等における古植生・古環境の推定を試みたものである。

(2)試料

試料は、西三河山間部に位置する三斗目遺跡、三本松遺跡において、縄文時代の土層を対象に採取

された。試料数は計16点である。

(3)分析法

植物珪酸体の抽出と定量は、「プラント・オパール定量分析法(藤原1976)」をもとに、次の手順

で行った。

(1)試料の絶乾(105℃・24時間)

(2)試料約1gを秤量、ガラスビーズ添加(直径約40μm,約0.02g)

※電子分析天秤により1万分の1gの精度で秤量

(3)電気炉灰化法による脱有機物処理

(4)超音波による分散(300W・42KHz・10分間)

(5)沈底法による微粒子(20μm以下)除去,乾燥

(6)封入剤(オイキット)中に分散,プレパラート作成

(7)検鏡・計数

同定は、機動細胞珪酸体に由来する植物珪酸体をおもな対象とし、400倍の偏光顕微鏡下で行った。

計数は、ガラスビーズ個数が400以上になるまで行った。これはほぼプレパラート1枚分の精査に相

当する。試料1gあたりのガラスビーズ個数に、計数された植物珪酸体とガラスビーズ個数の比率をか

けて、試料1g中の植物珪酸体個数を求めた。

また、この値に試料の仮比重(1.0と仮定)と各植物の換算係数(機動細胞珪酸体1個あたりの植物

体乾重,単位:10-5g)をかけて、単位面積で層厚1cmあたりの植物体生産量を算出した。換算係数は、

イネは赤米、ヨシ属はヨシ、ウシクサ族はススキの値を用いた。その値はそれぞれ2.94(種実重は1.

03)、6.31、1.24である(杉山・藤原1987)。タケ亜科については数種の平均値を用いて葉身重を算

出した。ネザサ節の値は0.24、クマザサ属は0.22である(杉山1987)。

(4)結果および考察

(1)三斗目遺跡

縄文時代後・晩期とされる土層(試料1～5)について分析を行った。その結果、すべての試料か



らタケ亜科Alaタイプ(ネザサ節など)およびその他のタケ亜科が多量に検出された(第26図)。

その他の分類群では、不明Bタイプ(ウシクサ族類似)や棒状珪酸体などが見られたが、いずれ

も少量である。

これらの結果から、同層準の堆積当時はネザサ節などのタケ亜科植物が多く生育するイネ科植生

であったものと推定される。

(2)三本松遺跡

縄文時代後・晩期とされる土層(試料6～16)について分析を行った。その結果、すべての試料

からタケ亜科Alaタイプ(ネザサ節など)およびその他のタケ亜科が多量に検出された(第27図)。

その他の分類群では、タケ亜科Blタイプ(クマザサ属など)不明Bタイプ(ウシクサ族類似)、

棒状珪酸体などが見られたが、いずれも少量である。

これらの結果から、同層準の堆積当時はネザサ節などのタケ亜科植物が多く生育するイネ科植生

であったものと推定される。

(5)遺跡周辺の古環境

以上のように、三斗目遺跡と三本松遺跡の縄文時代後・晩期とされる土層では、ネザサ節などのタ

ケ亜科植物が多く生育するイネ科植生が継続されたものと考えられ、それ以外のイネ科植物の生育に

はあまり適さない環境であったと推定される。

ネザサ節などのタケ亜科植物は比較的乾いた土壌条件を好むことから、当時は比較的乾いた土壌条

件で推移したものと推定される。また、ネザサ節は森林の林床では生育しにくいことから、当時の遺

跡周辺は森林で覆われたような状況ではなく、比較的開かれた環境であったものと推定される。

なお、ネザサ節などのタケ亜科植物はその有用性から燃料や道具、住居の屋根材や建築材などとし

て盛んに利用されていたものと考えられ、また鹿などの草食動物の食料としても重要であったものと

考えられる。
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第5章考察

(単位: ×100個るg)

分 類 群

三本松遺跡 三斗 目遺跡

16 15 14 13 12 11 10 5 4 3 2 1

イネ科

イネ

サヤヌカグサ属

ヨシ属

ウシクサ族(エスキ属など)

不明A タイプ(キビ族類似) 7 7

22 25 6 15不明Bタイプ(ウシクサ族類似)

タケ亜科

A laタイプ(ネザサ節など)

14 39 29

160 174 234 202 256 274 300 162 253 186 18 7 130 188 182 123 104

195 188 297 181 134

B 1タイプ(クマザサ属など)

B 2 タイプ(メダケ節など)

A 2 タイプ(マダケ属など)

その他

14 14 7 24 14 20 21

208 200 125 137 342 295 281 296 164 158 194

表皮毛起源 7 14 12 7

棒状珪酸体 21 39 44 26 100 2 1 37 49 82 89 49 7 81 47 58 45

その他

樹木起源 (広葉樹)

植物珪酸体総数

187 207 220 208 285 197 177 183 246 302 264 80 244 181 202

604 665 667 592 1010 80 7 838 711 772 756 708 434 725 620 550 507

第5表植物珪酸体分析結果

(単位:kg/派 cm)

分 類 群

三本松遺跡 三斗目遺跡

16 15 14 13 12 11 10 5 4 3 2 1

イネ科

イネ

ヨシ属

ウシクサ族(エスキ属など)

タケ亜科

Alaタイプ(ネザサ節など) 0・38 0.42 0・56 0・48 0・61 0.66 0.72 0.39 0.61 0.45 0.45 0・31 0.45 0.44 0・30 0.25

B 1タイプ(クマザサ属など) 0.03 0.02 ・03 0・02 0.05 0.03 0・05 0・05 0.02

第6表主な分類群の推定生産量
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D.三斗目・三本松遺跡出土石器の使用石材について

今回の調査で出土した石器について、表面観察によって使用石材の岩石名を決定した。この結果を

検討するにあたり、最初に三斗目・三本松遺跡周辺に分布する岩石について簡単に述べておく。三斗

目・三本松遺跡周辺は、領家帯と呼ばれる地質構造区に属し、おもに中生代白亜紀から新生代古第三

紀にかけての火成岩より構成される基盤岩類が広く露出している。遺跡周辺には伊奈川花こう岩と呼

ばれる花こう閃緑岩や黒雲母花こう岩が分布する。谷を隔てた南の地域には、おもに細～中粒の複雲

母花こう岩からなる武節花こう岩や神原石英閃緑岩が分布している。さらに、局地的ではあるが珪質

片麻岩などからなる領家変成岩類も分布している。

つぎに、分析結果から各石材の産地について検討する。

まず、花こう岩は分布規模に違いはあるが、遺跡周辺で産出するため比較的容易に入手できる石材

である。アプライトや石英も花こう岩に伴って形成されることから、遺跡周辺で入手可能である。ま

た、安山岩・ハンレイ岩も小岩体として遺跡周辺に産出するため、産地の特定はできないが遺跡周辺

で入手可能である。さらに、接触変成岩・片岩・砂岩は領家変成岩類の一部であると思われるためや

はり遺跡周辺で入手可能である。これらの遺跡周辺で入手可能な石材は、たたき石や凹石、石棒など

比較的大型の石器に使用される傾向がみられることから、遺跡周辺での入手の可能性が高い。なお、

安山岩については、表面が風化作用によって灰白色を呈しているもの・新鮮なもの・斜長石の斑晶の

見られるものと、少なくとも3種類が検出されたが、このうち、黒色で緻密な組織の安山岩はサヌカ

イトの可能性がある。しかし、顕微鏡下での観察を行っておらず、古銅輝石の存在を確認できていな

いので、サヌカイトであるとは断定できなかった。

チャート・ガラス質黒雲母石英安山岩(以下、下呂石とする)・玄武岩・黒曜石・流紋岩・凝灰岩

はいずれも、遺跡周辺には分布しない岩石である。これらの岩石について、それぞれ遺跡から最も近

い産地を求めるならば次のようになる。チャートは木曽川中流域の愛知県犬山市周辺、下呂石は飛騨

川上流の岐阜県下呂町揚ケ峰周辺、黒曜石は天竜川上流域の和田峠周辺、流紋岩および凝灰岩は愛知

県東部の鳳来町付近、玄武岩は木曽川流域や豊川流域などの小岩体である。また、遺跡周辺で入手し

にくい石材は、おもに石鏃やスクレーパーなど小型の石器に使用される傾向がみられた。このことは、

ここであげた石材が搬入材である可能性を示唆している。さらに、三斗目・三本松遺跡の小型の石器

における石材の比較を行った。その結果、下呂石については、三斗目遺跡26%、三本松遺跡60.2%、

風化した安山岩については、三斗目遺跡53.3%、三本松遺跡4.2%となり、わずか数100mしか離れて

いない両遺跡間で、使用石材の割合にかなりの差がみられた。

今回、石器の使用石材の検討を行った2つの遺跡は、ともに石材入手の比較的容易な山間地に立地

しているにもかかわらず、搬入材も多くみられた。このことは、当時の人々が、石器の利用目的に応

じた石材を選択し収集していたことを意味するのではないであろうか。今後、広範囲の遺跡の石器と

石材の関係を検討し、使用石材の産地と流通経路を解明することが1つの課題になろう。



第6章まとめ

(1)三斗目遺跡の調査から

今回の調査で出土した縄文土器は、三斗目遺跡では後期の前葉から末葉の、三本松遺跡では後期の

終末から晩期前半にかけてのものが主体である。従来この地方の縄文時代後期から晩期にかけての時

期の遺跡は、沖積平野に展開する貝塚、例えば刈谷市の天子神社貝塚(加藤1968)や本刈谷貝塚(加

藤1972)、西尾市の八王子貝塚や枯木宮貝塚(牧他1973)などが著名であり、土器や縄文文化のあ

りかたの研究もこれらの貝塚を中心に行われてきた。

増子康眞氏は、縄文時代後期前半は沿海部を中心に地域色の強い文化が成立するが、その後の海退

によってこの文化は大打撃を受け、後期後半には地域性は消えて近畿圏文化に同調するとしている(増

子1981)。三斗目遺跡では、後期前半から末葉にかけての土器が、数の多少はあるものの継続して出

土している。それぞれの時期の土器の様相は沿海部の貝塚と大きな相違はないと思われることから、

海退現象の影響を直接受けない山間部においても、後期後半には近畿圏文化は抵抗なく受け入れられ

たということになるのであろうか。

三斗目遺跡で検出された配石・集石遺構の性格については明らかではない。東加茂郡足助町の今朝

平遺跡(天野他1979)や馬場遺跡(天野他1981)で縄文時代後期に属すると考えられる環状配石

遺構が検出されているが、三斗目遺跡の配石・集石遺構と様相の異なる点もあり関連は不明である。

(2)三本松遺跡の調査から

縄文時代晩期になると、西三河地方から尾張地方にかけて再び海岸部を中心に地域性をもつ土器型

式が成立する。三本松遺跡の土器の様相も、半截竹管による施文が中心になるなど沿岸部と同一の文

化圏にあったことがわかる。また、三本松遺跡の土器の中には矢作川流域にのみ分布する桜井式と思

われるものが含まれ、矢作川の小支流に沿ったこの土地にも桜井式土器を使用する人々の勢力が広

がっていたことがしられる。ただ、三本松遺跡では同時期の遺跡、例えば枯木宮貝塚や本刈谷貝塚、

あるいは豊田市の丸根遺跡(田端他1975)などで出土している大洞系の精製土器が全く出土してい

ない。これが山間部でのこの時期の特色なのか、あるいは三本松遺跡のみの例外なのかは、今後の矢

作川流域の縄文晩期前半の調査例の増加によって明らかになろう。

なお、調査では三斗目遺跡と三本松遺跡の直接の関わりは明らかにならなかった。しかし、両遺跡

にみられる縄文土器の型式は連続し、またわずかに500mほどの距離で近接して存在していることか

ら、両者が全く無関係であるとは考えにくい。もし両遺跡が何らかの関連をもっているならば、仁王

川流域のこの土地は、縄文時代後期から晩期前半にかけて人々が長期にわたって足跡を残した場所で

あり、本書で別個に述べた遺構や遺物のありかたは、大きなまとまりとして一括して考察を加える必

要があろう。

(3)坂上町の中世土器

三斗目・三本松遺跡では、少なからぬ量の中世土器が出土した。土器は小破片が多く、またこの時



期の明確な遺構を捉えることができなかったために、当時の生活の状況を復元するにはいたらなかっ

たが、中世前半にはこの地域で人々が再び生活を始めたことは確実である。この人々が、後の松平氏

とどのように関わるかは不明である。しかし両遺跡が所在する坂上町は徳川氏発祥の地である松平郷

に近く、この地域に住んだ人々が松平(徳川)氏と何らかの関連をもち、後に松平氏をして平野部へ

大発展させる基盤となった可能性もある。近年は豊田市が松平郷を史跡整備するなど徳川氏発祥に関

する関心が高まっているが、今後は文献や伝承のみならず考古学の面からも、アプローチが行われる

ことが期待される。
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付表(1)

三斗目遺跡遺構一覧表

追 捕 番 号 日遺 構 番 号 底 レ ベ ル 遺 構 番 号 日遺 構 番 号 底 レ ベ ル 遺 構 番 号 日遺 構 番 号 底 レ ベ ル

N R 0 1 N R 0 1 2 1 6 . 2 2 9 P 0 6 1 P 0 4 6 2 1 7 . 8 2 0 S K 0 3 S K 0 4 i

N R 0 2 P 0 6 2 P 0 4 7 2 1 7 . 9 3 0 S K 0 4 S K 0 8 看

N R 0 3 S X 0 2 P 0 6 3 P 0 6 4 S K 0 5 ー

P 0 0 1 P 0 0 3 2 1 8 . 1 1 0 P 0 6 4 P 0 6 5 S K 0 6 S K 2 0 2 1 7 ・9 9 3

P 0 0 2 P 0 0 1 2 1 7 . 8 5 0 P 0 6 5 S K 0 9 2 1 7 ・6 9 0 S K 0 7 S K 1 6 A 2 1 7 ・4 4 1

P 0 0 3 P 0 0 2 2 1 8 ・1 1 0 P 0 6 6 P 0 7 9 S K 0 8 S K 1 5 2 1 7 . 8 2 0

P 0 0 4 P 0 0 4 2 1 8 . 1 0 5 P 0 6 7 P 0 8 0 2 1 7 .5 1 0 S K 0 9 S K 1 4 2 1 7 ・7 5 8

P 0 0 5 P 0 0 5 2 1 7 . 8 9 0 P 0 6 8 P 0 8 1 S K 1 0 S K 1 7 2 1 7 .6 7 2

P 0 0 6 P 0 1 3 2 1 7 ・6 7 0 P 0 6 9 P 0 8 2 2 1 7 ・7 4 0 S K l l ー

P 0 0 7 P 0 1 2 2 1 7 ・6 3 0 P 0 7 0 P 0 6 8 S K 1 2 i

P 0 0 8 P O l l 2 1 7 ・6 2 0 P 0 7 1 P 0 6 9 S K 1 3 ー

P 0 0 9 P 0 1 5 2 1 7 ・4 0 0 P 0 7 2 P 0 7 0 S K 1 4 S K 1 9 2 1 7 .8 5 3

P 0 1 0 P 0 1 4 P 0 7 3 P 0 7 1 2 1 7 ・7 3 0 S K 1 5 S K 2 1 2 1 7 ・8 8 0

P 0 1 1 P 0 1 6 P 0 7 4 P 0 7 4 S K 1 6 S K 2 2 2 1 7 .9 7 2

P 0 1 2 P 0 2 2 P 0 7 5 P 0 7 2 2 1 7 ・8 4 0 S K I S K 2 5 A 2 1 8 ・0 2 5

P 0 1 3 P 0 1 7 2 1 7 .6 7 0 P 0 7 6 P 0 7 3 2 1 7 ・8 8 0 S K 1 8 看

P 0 1 4 P 0 1 0 P 0 7 7 P 0 7 8 2 1 7 ・7 3 0 S K I S K 2 8 2 1 7 . 9 2 2

P 0 1 5 P 0 0 9 2 1 7 ・9 0 0 P 0 7 8 P 0 7 5 2 1 7 . 8 2 0 S K 2 0

P 0 1 6 P 0 0 6 2 1 7 ・9 9 0 P 0 7 9 P 0 7 7 S K 2 1 S K 3 0 C 2 1 7 . 6 9 7

P 0 1 7 P 0 0 7 2 1 8 ・0 1 0 P 0 8 0 P 0 7 6 2 1 7 ・6 3 0 S K 2 2 S K 3 0 A 2 1 7 ・8 3 0

P 0 1 8 P 0 0 8 2 1 7 ・9 0 0 P 0 8 1 P 0 5 9 S K 2 3 S K 3 1

P 0 1 9 P 0 2 3 2 1 7 ・6 0 0 P 0 8 2 P 0 5 8 S K 2 4 S K 3 2 2 1 7 .6 0 6

P 0 2 0 P 0 2 1 P 0 8 3 P 0 5 7 S K 2 5 S K 3 3 2 1十・十5 6

P 0 2 1 P 0 1 8 2 1 7 . 7 8 0 P 0 8 4 S K 1 0 2 1 7 ・8 2 0 S K 2 6

P 0 2 2 P 0 1 9 P 0 8 5 P 0 5 6 S K 2 7 S K 3 4 2 1 7 .3 6 1

P 0 2 3 P 0 2 0 P 0 8 P 0 5 5 2 1 7 .8 3 0 S K 2 8 S K 3 5

P 0 2 4 P 0 2 4 2 1 7 .9 7 0 P 0 8 7 S K l l S K 2 9 S K 3 6 2 1 7 ・4 4 1

P 0 2 5 P 0 2 5 P 0 8 8 S K 1 2 S K 3 0

P 0 2 6 S K 0 3 P 0 8 9 P 0 8 5 S K 3 1 S K 4 1 2 1 7 ・4 0 7

P 0 2 7 S K 0 2 P 0 9 0 P 0 9 1 S K 3 2 S K 3 8 2 1 7 .4 1 4

P 0 2 8 P 0 2 6 P 0 9 1 P 0 9 0 S K 3 3 S K 3 7 2 1 7 .4 3 5

P 0 2 9 P 0 6 2 2 1 7 ・7 0 0 P 0 9 2 P 0 8 9 S K 3 4

P 0 3 0 P 0 6 3 P 0 9 3 P 0 8 8 S K 3 5 S K 3 9

P 0 3 1 P 0 6 1 2 1 7 ・7 4 0 P 0 9 4 P 0 8 7 S K 3 6 S K 4 D 2 1 7 ・3 8 1

P 0 3 2 P 0 6 0 2 1 7 ・6 3 0 P 0 9 5 S K 4 5 S K 3 7 S K 0 5

P 0 3 3 P 0 6 6 P 0 9 6 P 0 8 6 S K 3 8 S K 0 6

P 0 3 4 P 0 6 7 2 1 7 . 7 3 0 P 0 9 7 S K 4 4 S K 3 9 S K 0 7

P 0 3 5 P 0 2 7 2 1 7 . 9 4 0 P 0 9 8 P 0 8 3 S X 0 1 S X 2 8

P 0 3 6 P 0 3 1 P 0 9 9 P 0 8 4 S X 0 2 S X 3 1

P 0 3 7 P 0 2 8 P 1 0 0 P 0 9 2 S X 0 3 S X 3 0

P 0 3 8 P 0 2 9 2 1 7 .8 9 0 P 1 0 1 P 0 9 3 S X 0 4 S X 2 5 2 1 7 ・4 8 0

P 0 3 9 P 0 3 0 P 1 0 2 P 0 9 4 S X 0 5 S X 2 4

P 0 4 0 P 0 3 2 2 1 7 .9 0 0 P 1 0 3 S X 0 6 S X 2 4

P 0 4 1 P 0 5 2 P 1 0 4 S K 1 8 S X 0 7 S X 2 6

P 0 4 2 P 0 5 1 2 1 7 ・9 2 0 P 1 0 5 S X 0 8 S X 2 7 2 1 7 . 8 0 0

P 0 4 3 P 0 5 3 2 1 7 . 8 5 0 P 1 0 6 S X 0 9 S X 1 5 2 1 7 ・6 8 0

P 0 4 4 P 0 5 4 P 1 0 7 S X 1 0 S X 0 7

P 0 4 5 P 0 5 0 P 1 0 8 S K 2 3 2 1 8 ・0 4 5 S X l l S X 1 6 2 1 7 ・8 7 0

P 0 4 6 P 0 4 9 2 1 7 ・7 3 0 P 1 0 9 S X 1 2 S X 0 5 2 1 7 ・6 4 0

P 0 4 7 P 0 3 5 P 1 1 0 S K 2 5 B 2 1 7 ・8 8 2 S X 1 3 S X 0 3

P 0 4 8 P 0 3 4 2 1 7 .6 4 5 P i l l S X 1 4 S X 0 6 2 1 7 ・5 0 0

P 0 4 9 P 0 3 6 2 1 7 ・7 1 0 P 1 1 2 S K 3 0 B 2 1 7 ・7 5 0 S X 1 5 S X 2 2

P 0 5 0 P 0 3 3 2 1 7 .8 8 0 P 1 1 3 S K I 6 B 2 1 7 .5 0 5 S X 1 6 S X 0 8

P 0 5 1 P 0 3 7 2 1 7 .9 1 0 P 1 1 4 S X 1 7 S X 1 8

P 0 5 2 P 0 3 8 2 1 7 ・9 8 0 P 1 1 5 S K 2 9 S X 1 8 S X 1 4

P 0 5 3 P 0 3 9 S B 0 1 S B 0 1 S X 1 9 S X 1 9

P 0 5 4 P 0 4 3 S F 0 1 S F 0 1 S X 2 0 S X 1 0

P 0 5 5 P 0 4 2 S F 0 2 S F 0 2 S X 2 1 S X 0 9

P 0 5 6 P 0 4 0 2 1 7 .7 2 0 S F 0 3 S F 0 3 S X 2 2 S X 2 1 2 1 7 ・7 3 0

P 0 5 7 P 0 4 1 2 1 7 ・6 4 0 S F 0 4 S X 0 K S K 6 5 S X 2 3 S X 2 0

P 0 5 8 P 0 4 4 S F 0 5 S X 1 7 S X 2 4 S X l l

P 0 5 9 P 0 4 8 2 1 7 ・6 6 0 S K 0 1 S X 2 5 S X 1 2

P 0 6 0 P 0 4 5 2 1 7 .5 9 0 S K 0 2 S K 0 1 S X 2 6 S X 1 3 2 1 8 ・0 4 0

-52-



付表(2)

三斗目遺跡土製品(1)

番号 登 録 番 号 出 土 地 点 日遺 構 番号

0 0 1 6 9 6 VII H 1 4 i j 包 含層

0 0 2 0 0 8 N R 0 1

0 0 3 0 0 3 N R 0 1

0 0 4 0 0 4 N R 0 1

0 0 5 1 3 7 N R 0 1 包 含 層 Ⅱ N R 0 1

0 0 6 0 3 8 N R 0 1 包 含 層 Ⅱ N R 0 1

0 0 7 1 3 4 N R 0 1 包 含 層 Ⅱ N R 0 1

0 0 8 4 9 3
0 0 9 2 2 5 N R 0 1

0 1 0 1 3 5 N R 0 1 包 含 層 Ⅲ N R 0 1

0 1 1 2 6 1 VII H 1 4 k 包 含 層

0 1 2 2 1 6 N R 0 1
0 1 3 1 0 4 N R 0 1 N R 0 1

0 1 4 0 6 5 N R 0 1 N R 0 1
0 1 5 0 8 2 N R 0 1 N R 0 1

0 1 6 2 3 7 N R 0 1

0 1 7 1 1 7 N R 0 1 包 含 層 Ⅱ N R 0 1

0 1 8 1 2 2 N R 0 1 包 含 層 X -1 03 68 4. 1 72 Y 97 45 .0 66 N R 0 1

0 1 9 0 9 0 N R 0 1 包 含 層 Ⅲ N R 0 1

0 2 0 4 7 4

0 2 1 1 5 6

1 7 3

N R 0 1 包 含 層 Ⅲ N R 0 1

0 2 2 1 0 3 N R 0 1 N R 0 1

0 2 3 0 2 6 N R O l N R 0 1
0 2 4 5 4 6

0 2 5 2 5 5 S X 0 2

0 2 6 0 6 0 N R 0 1 包 含 屑 Ⅱ N R 0 1

0 2 7 0 4 1

0 4 2

N R 0 1 包 含 層 Ⅱ N R 0 1

0 2 8 0 1 9 N R 0 1

0 2 9 1 3 6 N R 0 1 包 含 層 Ⅱ N R 0 1

0 3 0 1 3 3 N R 0 1 N R 0 1

0 3 1 1 3 2 N R O 1 包 含 層 Ⅱ N R 0 1

0 3 2 4 9 1

0 3 3 1 8 0 N R 0 1 包 含 屑 Ⅱ N R 0 1

0 3 4 0 7 3 N R 0 1 包 含 層 ― N R 0 1

0 3 5 5 5 5

0 3 6 0 2 3 N R 0 1 包 含 層 Ⅱ N R 0 1

0 3 7 1 8 5 N R 0 1 包 含 層 Ⅲ N R 0 1

0 3 8 0 1 2 N R 0 1 包 含 層 N R 0 1

0 3 9 0 3 2 N R 0 1

0 4 0 1 9 2 N R 0 1

0 4 1 1 5 4 N R 0 1 包 含 層 Ⅱ N R 0 1

0 4 2 1 4 9 N R O 1 包 含 層 Ⅲ N R 0 1

0 4 3 1 8 1 N R 0 1 包 含 層 Ⅱ N R 0 1

0 4 4 0 9 5 N R O 1 包 含 層 Ⅱ N R 0 1

0 4 5 5 0 1

0 4 6 0 6 2 N R 0 1 包 含 層 l N R 0 1

0 4 7 1 7 8 N R O 1 包 含 層 Ⅰ N R 0 1

0 4 8 1 5 2 N R 0 1 包 含 層 Ⅱ N R 0 1

0 4 9 5 5 1

0 5 0 3 1 3 VU H 1 8 e 包 含層

0 5 1 0 1 6 N R 0 1 N R 0 1

0 5 2 0 1 4 N R 0 1 N R 0 1

0 5 3 1 8 8 N R 0 1 包 含 層 Ⅱ N R 0 1

番 号 登 録 番 号 出 土 地 点 日追 捕 番 号

0 5 4 1 6 9 N R 0 1 包 含 層 I N R 0 1
0 5 5 0 2 2 N R 0 1 包 含層 I N R 0 1
0 5 6 1 8 7 N R 0 1 包 含層 Ⅱ N R 0 1

0 5 7 1 0 5 N R 0 1 N R 0 1
0 5 8 0 3 7 N R 0 1 包 含層 - N R 0 1
0 5 9 2 1 3 N R 0 1 X―10 36 8 1.0 33 Y 9 70 8・82 1 N R O l

0 6 0 1 3 0 N R 0 1
0 6 1 1 9 3 N R 0 1

0 6 2 - 4 1 N R 0 1 包 含 層 Ⅲ N R 0 1

0 6 3 1 9 0 N R 0 1 包 含 層 Ⅱ N R 0 1
0 6 4 0 3 3 N R 0 1 包 含 層 X- 10 3 67 6. 07 5 Y9 7 16. 6 4C N R 0 1
0 6 5 0 2 4 N R 0 1 N R 0 1

0 6 6 1 3 1 N R 0 1
0 6 7 1 2 7 N R 0 1 N R 0 1
0 6 8 1 9 8 N R 0 1 包 含層 Ⅱ N R 0 1
0 6 9 1 9 7 N R 0 1 N R 0 1

0 7 0 2 9 2 V D H 1 8 b

0 7 1 1 8 9 N R 0 1 包 含層 Ⅱ N R 0 1

0 7 2 5 3 7

0 7 3 4 8 9
0 7 4 2 0 9

Y 97 08 .2 9 6

N R 0 1

0 7 5 6 6 6

0 7 6 2 0 7 N R O l

0 7 7 0 8 3 N R 0 1 N R 0 1
0 7 8 0 5 8 N R 0 1 包 含層 Ⅱ N R O l

0 7 9 0 7 2 N R 0 1 N R 0 1

0 8 0 1 4 5 N R 0 1 包 含層 Ⅱ N R 0 1
0 8 1 1 4 0 N R 0 1 包 含層 Ⅱ N R 0 1

0 8 2 0 9 8 N R 0 1 包 含層 Ⅲ N R 0 1

0 8 3 4 9 2

0 8 4 0 4 8
0 5 0

N R O 1 包 含 層 u N R 0 1

0 8 5 2 5 9 S X 0 2

0 8 6 2 7 1 W H 1 8 b 包 含 層

0 8 7 0 3 4 N R 0 1 N R 0 1

0 8 8 0 0 1 N R 0 1 N R 0 1

0 8 9 0 2 0 N R 0 1 N R 0 1

0 9 0 2 2 1 N R 0 1

0 9 1 0 1 3 N R 0 1 N R D 1

0 9 2 0 7 5 N R 0 1 包 含 層 Ⅰ N R 0 1

0 9 3 1 6 6 N R 0 1 包 含 層 Ⅲ N R 0 1

0 9 4 2 0 1 N R 0 1

0 9 5 1 6 4 N R 0 1 包 含 層 Ⅱ N R 0 1

0 9 6 1 4 4 N 、R 0 1 包 含 層 Ⅱ N R 0 1

0 9 7 0 9 4 N R O 1 包 含 層 Ⅱ N R 0 1

0 9 8 4 6 8

0 9 9 0 5 4 N R 0 1 N R 0 1

1 0 0 1 6 5 N R 0 1 包 含 層 Ⅱ N R 0 1

1 0 1 1 6 2 N R 0 1 包 含 層 l N R 0 1

1 0 2 2 0 6 N R 0 1

1 0 3 0 7 1

1 0 4 0 2 1 N R 0 1 N R O l

1 0 5 3 4 6 S B O 1 孜 土 S B O

薪 号 登 録 番 号 出土 地 点 日追 捕 番 号

1 0 6 3 1 1

3 3 6

ⅥH H 1 8 b

1 0 7 0 2 9 N R 0 1 N R 0 1

1 0 8 2 2 6 N R 0 1

1 0 9 0 3 6 N R 0 1 包 含 眉 Ⅱ N R O l

1 1 0 0 3 0

5 8 5

N R 0 1 包 含 層 X- 10 3 67 7. 09 9 Y9 7 15. 4 24 N R O l

1 1 1 1 5 9 N R 0 1 包 含 ra il N R 0 1

1 1 2 1 0 7 N R 0 1 N R 0 1

1 1 3 0 4 6 N R 0 1 包 含 層 Ⅱ N R 0 1

1 1 4 1 9 4 N R 0 1 包 含 層 u N R 0 1

1 1 5 2 2 2 N R 0 1

1 1 6 2 5 8 N R O 3 X- 10 S X 0 2

1 1 7 1 7 2 N R 0 1 包 含 Ⅱ N R 0 1

1 1 8 0 5 6 N R 0 1 包 含 Ⅱ N R 0 1

1 1 9 2 5 7 N R 0 3 X- 10 S X 0 2

1 2 0 1 7 0 N R 0 1 包 含 I N R 0 1

- 2 1 1 1 8 N R 0 1 包 含 Ⅱ N R 0 1

1 2 2 1 9 9 N R O I X- 10 3 7 8・59 6 Y9 7 12. 80 5 N R 0 1

1 2 3 1 5 8 N R 0 1 包 含 u N R 0 1

- 2 4 1 8 6 N R 0 1 包 含 川 N R 0 1

1 2 5 1 1 9 N R 0 1 包 含 n N R 0 1

1 2 6 1 7 5 N R 0 1 N R 0 1

1 2 7 3 3 9 VU H 1 8 h 包 -

1 2 8 0 4 9 N R 0 1 包 含 N R 0 1

1 2 9 0 4 7 N R 0 1 包 含 Ⅱ N R O l

1 3 0 1 1 4 N ―I 0 1 X- 1 03 N R 0 1

1 3 1 2 3 8 N R 0 3 X- 10 8 S X 0 2

1 3 2 3 3 7

3 3 8

VD H 1 8 h 包 含 儲

1 3 3 1 4 7 N R 0 1 包 含 m ii N R 0 1

1 3 4 5 2 9

1 3 5 0 0 6 N R 0 1

1 3 6 0 8 5 N R 0 1 包 含 層 u N R 0 1

1 3 7 0 5 9 N R 0 1 N R 0 1

1 3 8 3 6 1

1 3 9 4 4 4 X- 10 3 67 8. 84 2 Y 97 43 .3 62

1 4 0 2 6 2 VU 1I 1 9 ―包 含僧

1 4 1 0 5 5 N R 0 1 包 含層 Ⅰ N R 0 1

1 4 2 0 0 2 N R O I X - 10 36 77 .0 06 Y 9 71 6. 14 8 N R 0 1

1 4 3 5 0 7 32 .8 9 4

1 4 4 2 2 3 N R O I X - 10 3G N R 0 1

1 4 5 6 9 1 X- 1 O3 68 3 .9 21 Y 9 O S. 39 8

1 4 6 0 1 7 N R 0 1 N R 0 1

1 4 7 2 3 9 N R 0 1 包 含 屑 Ⅱ N R 0 1

1 4 8 0 3 1 N R O 1 包 含 屑 Ⅱ N R 0 1

1 4 9 4 3 0 0 6. 47 7

1 5 0 3 - 6 vn n i 4 k 包 含

1 5 1 5 6 2 3 2. 44 8

1 5 2 2 4 1 N R 0 1 包 含 層 Ⅲ N R 0 1

1 5 3 6 0 8 X - 10 36 90 .5 24 Y 9 73 1. 39 1

1 5 4 6 0 4

- 5 5 2 7 8 VIIH 1 8 b 包 含 層

1 5 6 3 2 9 VIIH I 7 h S X 2 6 付 近

1 5 7 2 3 6 N R 0 1 包 含 屑 Ⅱ N R 0 1

番 号 登 録 番 号 出 土 地 点 日ift 横 筋 号

1 5 8 2 4 6 S K 3 8 S K 0 6
1 5 9 6 9 7

1 6 0 3 6 4

1 6 1 1 9 1 N R 0 1

1 6 2 0 4 3 N R 0 1 包 含 層 Ⅱ N R 0 1
1 6 3 3 5 2

1 6 4 1 2 3 N R 0 1 N R 0 1

1 6 5 1 5 5 N R 0 1 包 含 層 Ⅱ N R 0 1

1 6 6 3 5 5
1 6 7 4 2 5

1 6 8 3 5 7
1 6 9 0 5 7 N R 0 1 N R 0 1

1 7 0 1 2 4 N R 0 1 包 含 屈 N R O l
1 7 1 6 8 8

1 7 2 1 4 6 N R 0 1 包 含 層 Ⅲ N R 0 1

1 7 3 1 6 7 N R 0 1 包 含 屈 Ⅱ N R 0 1

1 7 4 0 5 1 N R 0 1 包 含 層 Ⅱ N R 0 1

1 7 5 2 6 7 包 含層

1 7 6 1 0 2 N R 0 1 包 含 層 Ⅲ N R 0 1

1 7 7 2 9 7 V E H 1 7 i j

1 7 8 3 4 4 VH H 1 7 h 包 含 層

1 7 9 2 7 5 VU H 1 3 1 m 包 含 層

1 8 0 6 5 2

1 8 1 2 5 3 S B 0 1 E i土 S B O l

1 8 2 4 3 6
1 8 3 2 7 9 S B 0 1 現 土 S B 0 1

1 8 4 2 6 4 V E H 1 8 ―包 含 層

1 8 5 5 7 1
1 8 6 3 4 1 S F 0 3 S F 0 3

1 8 7 5 8 8

1 8 8 5 1 2

1 8 9 5 8 9

1 9 0 6 9 2

1 9 1 3 0 0 i H 1 6 h 包 含 屈

1 9 2 6 5 8

1 9 3 3 4 3 W H 1 7 h 包 含 層

1 9 4 1 2 1 N R 0 1 N R 0 1

1 9 5 5 8 2

1 9 6 6 7 5
1 9 7 3 1 8 Vfl H 1 8 g 包 含層

1 9 8 3 9 9

1 9 9 1 5 7 N R 0 1 包 含層 Ⅲ N R O l

2 0 0 2 5 4 VII H 1 9 ―包 含 層

2 0 1 4 9 5

2 0 2 3 9 6

2 0 3 2 9 8 I H 1 6 g h 包 含 屑

2 0 4 4 7 8

2 0 5 0 1 1 N R 0 1 包 含 屈 N R O l

2 0 6 2 4 0 N R O 1 包 含 層 Ⅱ N R O l

2 0 7 2 8 3 S B 0 1 覆 土 S B 0 1

2 0 8 0 0 5 X - 103 68 4 ・7 62 Y 9 74 1. 37 6 X- 10 3 68 4. 8 14 Y 97 4 1. 38 6 X- 10 3 68 4. 83 9 Y 97 41 .4 3 1

2 0 9 2 0 4 N R 0 1 X- 10 36 7 6. 32 4 Y 97 16 .2 99 N R 0 1

2 1 0 4 8 6 X - 10 368 5 .7 6 1 Y 9 70 4. 84 9

2 1 1 3 2 6 W H 1 7 e 包 含 層

2 1 2 5 3 0
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付表(3)

三斗目遺跡土製品(2)
番号 登 綿 番 号 出 土 地 点 日遣 梢 番 号

2 1 3 3 8 0
2 1 4 6 6 3

2 1 5 3 0 7 VH H 1 7 1 8 jr h 包 含 屑

2 1 6 2 6 3 S K 0 6 S K 2 0
2 1 7 2 5 1 S B 0 1 孜 土 S B 0 1

2 1 8 6 7 6

2 1 9 2 0 8 N R 0 1

2 2 0 4 2 7

2 2 1 3 6 3
2 2 2 0 5 3 N R 0 1 N R 0 1

2 2 3 1 0 8 N R 0 1 N R 0 1

2 2 4 2 4 9 N R O 3 S X 0 2

2 2 5 4 4 5
2 2 6 1 3 9 N R 0 1 包 含 層 Ⅱ N R 0 1

2 2 7 5 2 2
2 2 8 0 2 8 N R 0 1 包 含 層 N R 0 1

2 2 9 5 7 8

2 3 0 5 9 9
2 3 1 4 2 3

2 3 2 6 1 1

2 3 3 4 8 8

2 3 4 3 2 2 V U H 1 8 ―包 含 層

2 3 5 1 7 7 N ―1 0 1 包 含 層 Jl N R 0 1

2 3 6 6 6 2

2 3 7 3 3 4 VII H 1 7 1 8 K h

2 3 8 2 8 4 Ⅶ 日 1 8 1 9 ―包 含 屑

2 3 9 3 5 3

2 4 0 5 5 4
5 6 6

2 4 1 0 8 1 N R 0 1 包 含 層 I N R 0 1

2 4 2 1 0 1 N R 0 1 包 含 層 ― N R O l

2 4 3 6 8 3

2 4 4 6 1 6
2 4 5 6 6 1

2 4 6 6 0 7

2 4 7 2 8 0 S B 0 1 を 土 S B 0 1

2 4 8 6 8 7

2 4 9 N R 0 1

2 5 0 2 3 4 N R 0 1 包 含 層 Ⅲ N R 0 1

2 5 1 3 7 5

2 5 2 6 8 1

2 5 3 2 5 0 S B 0 1 下 部 S B 0 1

2 5 4 2 3 3 N R 0 1 包 含 層 Ⅱ N R 0 1

2 5 5 6 1 4

2 5 6 5 3 6
2 5 7 3 8 4

2 5 8 3 9 7

2 5 9 1 0 6 N R 0 1 N R 0 1

2 6 0 6 2 0
2 6 1 3 4 8

2 6 2 6 8 4

2 6 3 2 2 8 N R 0 1 包 含 層 Ⅱ N R 0 1

2 6 4 6 5 9

2 6 5 2 3 2 N R 0 1 包 含 層 Ⅱ N R 0 1

2 6 6 5 5 0 X- 1 03 67 7. 3 44 Y 97 3 6. 43 9

治 号 登 掠 番 号 出 土 地 点 日通 横 芥 号

2 6 7 6 6 5

2 6 8 4 7 3
2 6 9 6 8 6

2 7 0 5 2 7

2 7 1 4 1 7

2 7 2 5 0 4

2 7 3 2 9 9 VH H 1 6 g h 包 含 層

2 7 4 3 8 5

2 7 5 4 3 1

2 7 6 3 7 4
2 7 7 3 9 5

2 7 8 5 1 3
2 7 9 4 7 7

2 8 0 1 2 6 N R 0 1 包 含 層 N R 0 1
2 8 1 6 5 7

2 8 2 5 6 4
2 8 3 5 0 5

2 8 4 3 2 0 VU H 1 8 s 包 含 層

2 8 5 4 7 9

4 8 0
2 8 6 2 8 2 S B 0 1 理 土 S B 0 1

2 8 7 2 9 4 VU H 1 7 i j

2 8 8 2 5 2 S B 0 1 下 部 S B 0 1

2 8 9 6 1 2

2 9 0 5 6 1

2 9 1 5 8 3
2 9 2 2 8 1 S B 0 1 徭!土 S ―々 0 1

2 9 3 6 2 8

2 9 4 5 4 2

2 9 5 3 5 6 X- 10 3 67 6. 80 6 Y 97 42 ・8 64 X- 10 36 7 6・64 9 Y9 74 2 .7 34

2 9 6 6 2 1

2 9 7 3 6 5
2 9 8 2 4 8 S K 0 7 S K I 6

2 9 9 2 4 5 S F 0 4 S X 0 1

3 0 0 3 4 5 W H 1 7 h 包 含 層

3 0 1 2 2 4

3 0 2 2 9 6 VH H 1 7 i j

3 0 3 5 3 2

3 0 4 4 3 2

3 0 5 6 7 7

3 0 6 4 7 1

3 0 7 4 7 5

3 0 8 5 0 9

3 0 9 6 6 4

3 1 0 3 4 7 S B 0 1 辺 土 S B 0 1

3 1 1 2 7 7 包 含 層

3 1 2 4 7 6

3 1 3 5 1 0 X - 10 36 84 .5 5 1 Y9 73 6. 6 47

3 1 4 0 6 4 N R 0 1 包 含 層 ― N R 0 1

3 1 5 4 2 4 X - 10 36 82 ・6 9 0 Y9 73 6 .1 42

3 1 6 6 5 1

3 1 7 3 0 5 I H 1 8 e 包 含 層

3 1 8 2 7 4

4 3 4

包 含 層 X- 10 3 68 3. 22 3 Y 97 40 . 61 3

3 1 9 0 6 8 N R 0 1 包 含 層 - N R 0 1

番 号 登 録 番 号 出 土 地 点 日遺 構 番 号

3 2 0 4 9 7

3 2 1 0 6 7 N R 0 1 包 含 屑 ― N R 0 1

3 2 2 4 4 0
3 2 3 4 3 7

3 2 4 6 3 6

3 2 5 3 2 7 VU H 1 7 a 包 含 層

3 2 6 3 0 1 VU H 1 7 i j 包 含 ffi

3 2 7 4 6 4
3 2 8 2 9 1 VU H 1 8 b

3 2 9 2 3 0 N R 0 1 N R 0 1

3 3 0 0 1 0 N R 0 1 包 含 層 N R 0 1

3 3 1 3 2 5 W H 1 7 e 包 含 層

3 3 2 0 1 8 N R 0 1 N R 0 1

3 3 3 6 4 4

3 3 4 2 8 5 Ⅶ ―I 1 5 1 6 R h 包 含 1g

3 3 5 6 9 3

3 3 6 6 3 9

3 3 7 3 1 5 VH H 1 4 k 包 含 屑

3 3 8 5 7 7

3 3 9 3 0 2 V I1 H 1 7 i j 包 含 層

3 4 0 0 0 9 N R 0 1 N R 0 1

3 4 1 3 4 2 S F 0 3 S F 0 3

3 4 2 6 3 8

3 4 3 4 4 1

3 4 4 0 2 5 N R 0 1 N R 0 1

3 4 5 0 8 7 N R 0 1 包 含 屑 1 N R 0 1

3 4 6 2 1 5 N R 0 1

3 4 7 4 5 0
3 4 8 5 7 6

3 4 9 3 6 6 X 一10 36 93 ・5 9 3 Y 9 72 6. 37 7 X- 10 3 69 3. 54 6 Y 97 26 .3 29

3 5 0 5 8 1

3 5 1 3 6 2 X - 10 36 92 .5 04 Y 9 72 5. 034 X- 10 3 69 2. 7 10 Y 97 25 .0 04

3 5 2 1 0 0 N R 0 1 N R 0 1

3 5 3 6 9 0 X - 10 36 85 .9 8 7 Y 9 70 2. 66 2

3 5 4 5 3 1 X- 10 36 85 .8 8 5 Y 9 74 2. 33 5

3 5 5 3 2 1 VH H 1 8 R 包 含 層

3 5 6 5 5 8 X- 10 36 8 2.8 6 5 Y9 70 7. 24 5

3 5 7 4 2 1 X- 10 36 8 3・66 4 Y9 70 6. 0 63

3 5 8 1 2 5 N R 0 1 包 含 層 N R O l

3 5 9 2 2 7 N R O 1 包 含 層 Ⅱ N R 0 1

3 6 0 4 9 4

3 6 1 6 7 3

3 6 2 2 3 5 N R 0 1 包 含 層 Ⅱ N R 0 1

3 6 3 5 2 6

3 6 4 6 3 0
3 6 5 4 6 7 X- 10 3 68 7. 3 11 Y 97 39 .8 58

3 6 6 4 8 7

3 6 7 6 7 1

3 6 8 5 2 4 X- 10 3 68 7・10 5 Y 97 39 .8 2 5

3 6 9 5 3 9 X- 10 3 69 2. 48 6 Y 97 27 .4 2 1

3 7 0 4 9 0

3 7 1 2 6 6 Ⅶ 川 1 7 g h 包 含 層

3 7 2 2 8 6 VU H 1 4 k 1 包 含 層

3 7 3 2 4 7 Ⅶ |1 1 4 k 1 包 含 層

3 7 4 6 2 6

番 号 登 録 番 号 出 土 地 点 日遺 構 番 号

3 7 5 5 0 3
3 7 6 6 4 0

3 7 7 - 6 6 0

3 7 8 4 0 0

3 7 9 5 5 7
3 8 0 ・4 9 9

3 8 1 3 0 8 VH H 1 7 1 8 g h 包 含 層

3 8 2 6 1 0

3 8 3 4 0 2
3 8 4 4 6 5

3 8 5 6 4 6
3 8 6 5 8 0

3 8 7 3 0 3 VU H 1 8 g 包 含 層
3 8 8 4 4 8
3 8 9 1 9 6 N R 0 1 N R 0 1

3 9 0 6 1 7
3 9 1 4 1 8

3 9 2 6 1 8
3 9 3 4 8 3

3 9 4 6 7 4

3 9 5 3 3 3 VE H 1 7 1 8 R h
3 9 6 4 6 6

3 9 7 3 3 0 Ⅵ| H I 5 6 k I

3 9 8 6 3 4
3 9 9 5 9 8

4 0 0 6 2 2

4 0 1 3 6 0

4 0 2 3 7 8
4 0 3 6 0 0

4 0 4 3 9 0

4 0 5 6 3 3
4 0 6 3 9 1

4 0 7 2 3 1 N R 0 1 包 含 層 Ⅲ N R 0 1
4 0 8 0 0 7 N R 0 1

4 0 9 4 9 6

4 1 0 4 8 1
4 1 1 3 1 7 I H 1 8 g 包 含 層

4 1 2 3 7 7

4 1 3 3 4 0 VH H 1 8 h 包 含 層

4 1 4 2 9 3

6 7 8

VE H 1 5 1 6 i j 包 含 層

4 1 5 4 3 5

4 1 6 5 4 0
4 1 7 3 1 4 VH H 1 7 1〝8 g h 包 含 層

4 1 8 5 2 8

4 1 9 4 3 9

4 2 0 3 9 4

4 2 1 5 6 7

4 2 2 3 5 1
4 2 3 2 7 0 VH H 1 7 i i 包 含 層

4 2 4 5 9 1

4 2 5 6 4 5
4 2 6 2 6 8 包 含 層

4 2 7 6 3 1

4 2 8 6 0 9
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付表(4)

三斗目遺跡土製品(3)

番号 登 録 番 号 出 土 地 点 日遺 構 番 号
4 2 9 4 8 5
4 3 0 4 2 0

4 3 1 3 2 3 VU H 1 8 ―包 含 層

4 3 2 6 9 8
1 0 0 1 N R 0 1 N R 0 1
1 0 0 2

1 0 0 3

1 0 0 4
1 0 0 5 N R 0 1 包 含 層 Ⅱ

1 0 0 6 Ⅵ―H 1 8 c 包 含 屑 11

三斗目遺跡石器(1)

番 号 登 録 番 号 重 虫 長 軸 短 軸 先 端 角 分 規 石 Tgf 出 土 地 点 u 追 捕 治 与3-

0 0 1 0 3 9 1・3 2 . 0 1 . 5 4 8 石 鎌 下 -呂 石 S B 0 1 撹 土 S l々 0 1

0 0 2 1 0 8 1 . 2 2 ・0 1 . 3 石 鎌 下 呂 石 W H 1 4 k ・1 包 含 層

0 0 3 1 0 2 0 . 9 2 - 0 1 . 3 5 3 石 板 チ ャ ー ト V H H 1 8 e 包 含 層

0 0 4 2 4 0 1 . 5 2 . 3 1 . 4 5 2 石 銭 ( 安 山 岩 )

0 0 5 2 4 2 1・3 2 . 5 1 . 7 7 0 石 鎌 ( 安 山 岩 )

0 0 6 1 2 3 1 . 4 2 . 2 1・9 7 9 石 銭 ( 安 山 岩 ) V fl H 1 9 ―包 含 層

0 0 7 0 5 8 2 . 0 2 〝7 2 . 1 石 鎌 ( 安 山 岩 ) V U H 1 6 ・1 7 b ・

0 0 8 2 0 7 1 . 2 1 . 9 1 . 4 7 0 石 錬 安 山 岩

0 0 9 1 4 9 1 . 7 2 . 3 1 ・7 6 2 石 鍍 (安 山 岩 )

0 1 0 0 6 1 0 . 9 2 ・0 1 . 7 6 6 石 鍍 (安 山 岩 ) v n H i 4 g ・h 包 含 層

0 1 1 0 4 6 0 . 8 1 - 8 l l 3 5 0 石 織 (安 山 岩 ) S B 0 1 埋 土 S B 0 1

0 1 2 0 1 1 2 . 0 2 . 2 1 . 5 6 9 石 錬 安 山 岩 S B 0 1 覆 土 S B O 1

0 1 3 0 9 1 0 . 4 1・7 1 ( 2 6 0 石 鋪 安 山 岩 包 含 層

0 1 4 0 0 5 1 . 0 2 ・6 引 5 7 3 石 鍍 下 呂 石 V fl H 1 4 k S K 3 3 両 S K 3 7

0 1 5 2 6 2 1 . 3 2 . 4 1 . 5 5 8 石 下 呂 石

0 1 6 0 6 5 0 ・5 1 . 6 1 . 1 6 8 石 £柾 下 呂 石 V D H 1 7 ・1 8 g ・h

0 1 7 0 3 8 0 . 5 1 . 4 1 . 5 6 0 石 餓 下 呂 石 V U H 1 8 h 包 含 層

0 1 8 0 9 9 0 . 5 1 . 5 1 . 3 5 0 石 鎌 下 呂 石 V fl H 1 4 k 包 含 層

0 1 9 0 5 7 0 . 5 1 . 4 1 . 2 6 1 石 鋲 下 呂 石 S B 0 1 覆 土 S B 0 1

0 2 0 1 6 6 1 . 6 引 9 1 . 6 6 2 石 £族 チ ャ ー ト

0 2 1 1 8 3 0 . 4 1 . 7 1 〝4 8 1 石 銭 ( 安 山 岩 )

0 2 2 1 0 7 1 . 3 l l 9 1 " 7 7 5 石 銭 下 呂 石 V fl H 1 4 k ・1 包 含 層

0 2 3 2 6 4 1・9 2 . 1 1 - 8 5 7 石 鎌 下 呂 石

0 2 4 0 2 0 0 ( 3 1 . 4 1 〝0 8 5 石 鎌 下 呂 石 V U H 1 7 ・1 8 e ・h 包 含 層

0 2 5 1 9 9 0 . 7 1・6 1 . 3 6 3 石 鎌 下 呂 石

0 2 6 1 2 1 0 . 9 2 . 0 1 ・6 5 7 石 鉄 (安 山 岩 )

0 2 7 1 4 6 0 . 7 1 . 8 1 . 3 5 0 石 鍍 安 山 岩

0 2 8 1 8 0 1 . 4 2 . 5 1 . 6 7 3 石 鍍 下 呂 石

0 2 9 1 7 2 1 . 0 1 . 8 1 . 5 6 4 石 鎌 下 呂 石

0 3 0 0 6 6 1 . 7 2 . 4 1 ・5 石 鉄 安 山 岩 N R 0 1 包 含 層 N R O l

0 3 1 0 2 4 0 . 2 1〝3 1 . 3 5 7 石 錬 (安 山 岩 ) N R 0 1 N R 0 1

0 3 2 2 1 9 0 . 5 1 . 3 1 . 3 5 9 石 下 呂 石

0 3 3 1 5 6 0 . 4 1 . 3 1・4 4 8 石 鍍 安 山 岩

0 3 4 1 0 4 0 . 4 1 . 7 1・5 5 0 石 錬 下 呂 石 V D H 1 8 e 包 含 層

0 3 5 0 1 4 0 . 5 1 . 7 1 . 3 5 3 石 鎌 下 呂 石 V D H 1 5 k 包 含 層

0 3 6 1 3 9 0 . 5 1 - 6 引 2 6 3 石 織 下 呂 石

0 3 7 2 1 2 0 ・4 1 . 6 2 . 0 4 7 石 銭 流 紋 岩

0 3 8 2 2 7 0 . 7 1 . 8 L S 6 9 石 ( 流 紋 岩 貿

凝 灰 岩 )

0 3 9 1 7 4 0 ・7 2 、3 1 " 3 3 6 石 抜 下 呂 石

0 4 0 1 8 2 0 . 8 2 ・0 1 . 4 4 5 石 践 下 呂 石 X - 1 0 3 6 7 8 . 7 9 0 Y 9 7 3 7 . 7 5 9

0 4 1 0 9 0 0 . i 1 . 7 1・0 4 8 石 鍍 下 呂 石 包 含 層

0 4 2 0 8 7 0 ・8 2 . 0 L l 7 0 石 鎌 下 呂 石 包 含 層

0 4 3 1 4 0 1 . 8 2 . 6 1 . 9 4 5 石 銭 下 呂 石 1

0 4 4 2 2 2 1 . 6 2 ・3 1 . 8 4 2 石 鍍 ( 安 山 岩 )

0 4 5 1 3 1 1・1 1 . 8 2 . 0 5 3 石 鎌 下 呂 石 X - 1 0 3 6 8 5・8 1 3 Y 9 7 3 8 . 9 5 1

0 4 6 2 1 1 0 . 5 1 ・5 1・8 5 0 石 抜 下 呂 石

0 4 7 1 4 4 0 1 5 2 . 2 1 ・4 3 3 石 鉄 (安 山 岩 )

0 4 8 1 5 3 0 ・4 2 ( 0 1 . 4 4 2 右 舷 (安 山 岩 )

0 4 9 1 3 5 0 . 6 1 . 5 1 . 7 6 5 石 頗 (安 山 岩 )

0 5 0 1 8 4 0 . 3 1 . 7 0 . 8 3 7 石 黒 曜 石 N R 0 1 N R O l

0 5 1 2 8 1 0 . 3 1・1 1 " 1 4 0 石 鍍 下 呂 石 V H H 1 9 ― 包 含 層

0 5 2 0 3 6 0 . 4 1・7 1 - 2 5 1 石 銑 (安 山 岩 ) S B O 1 泣 土 S B 0 1

0 5 3 0 8 4 0 . 6 1〝6 1 . 2 5 8 石 践 下 呂 石 V H H 1 7 h 包 含 層

0 5 4 1 5 0 1 - 0 1 . 9 1 . 6 6 0 石 織 下 呂 石

治 号 登 録 箭 号 亜 琉 長 軸 短 軸 先 端 的 分 焔
. A

出 土 地 点 目 遺 構 芥 弓

0 5 5 0 9 4 0 . 3 1 . 2 1 . 3 7 g 石 織 下 呂 石

0 5 6 0 9 3 0 〝4 1 . 4 引 2 6 0 石 銭 下 呂 石 包 含 層

0 5 7 2 5 4 0 ( 3 引 5 1 . 1 6 0 石 鎌 安 山 岩

0 5 8 2 7 0 0 . 2 1 . 5 1 ( 1 5 0 石 鎌 下 呂 石 X - 1 0 3 6 9

0 5 9 1 2 9 0 . 2 1 ・3 1 . 0 4 8 石 轍 安 山 岩 X - 1 0 3 6 7 7 .

0 6 0 2 3 9 0 . 3 1 . 6 1・2 5 2 石 鎌 下 呂 石 X - 1 0 3 6 9 7 Y 9 7 Z 7 . 0 7 6

0 6 1 1 7 0 0 . 3 1 . 6 L l 4 9 右 舷 流 紋 岩 X - 1 0 3 6 8

0 6 2 1 4 1 0 . 4 1 . 4 1 - 3 4 3 石 抜 安 山 岩 X - 1 0 3 6 9 9 Y 9 7 3 4 . 1 3 2

0 6 3 1 2 4 0 . 6 1 . 7 1 . 5 4 3 石 紡 下 呂 石 X - 1 0 3 6 7 2 . 0 Y 9 7 5 6 . 9 2 1

0 6 4 1 1 7 0 : 3 1 . 5 1・5 3 8 石 餓 下 呂 石 W H 1 9 c 包 含 層

0 6 5 1 0 9 0 . 7 1 - 7 L g 8 6 石 鎌 下 呂 石 W H 1 4 1 包 含 層

0 6 6 0 5 2 0 ・5 1 . 5 1・7 4 8 石 鎌 ( 安 山 岩 ) V U H 1 4 k ・ 1 包 含 層

0 6 7 1 6 7 0 ・5 1 . 5 L T 4 7 石 践 下 呂 石

0 6 8 2 6 7 0 . 6 2 . 2 1 . 4 3 "5 石 抜 ( 安 山 岩 )

0 6 9 0 0 7 1 . 0 2 - 7 1 . 6 5 2 石 践 下 呂 石 S K 0 7 上 部 S K 1 6

0 7 0 2 6 6 1 . 3 3 . 0 1 ( 4 4 2 石 鎌 ( 安 山 岩 ) X - 1 0 3 6 8 8 .

0 7 1 0 9 5 1 . 1 1 . 8 1 ( 5 石 鍍 下 呂 石 Ⅵ【H 1 7 . j

0 7 2 2 2 3 1 2 2 . 2 1 . 6 8 0 石 餓 石 英 X - 1 0 3 6 9 2 Y 9 7 2 8 . 1 5 9

0 7 3 2 3 0 0 8 2 . 0 1 . 5 5 8 石 錬 (安 山 岩 ) X - 1 0 3 6 9

0 7 4 2 6 5 0 7 2 . 0 1 . 4 6 4 石 鎌 下 呂 石 X - 1 0 3 6 8 9 .

0 7 5 0 7 3 0 9 2・3 1 . 5 4 6 石 践 下 呂 石 V U H 1 8 b 包 含 層

0 7 6 2 6 0 0 7 2・1 1 . 4 5 3 石 践 下 呂 石

0 7 7 2 6 1 0 5 1 . 8 1 . 4 5 5 石 銭 安 山 岩 X - 1 0 3 6 9

0 7 8 1 3 6 0 5 2・0 1・3 5 0 石 鎌 下 呂 石 X - 1 0 3 6 7 5 .

0 7 9 - 1 6 0 6 2 . 2 1 . 2 4 5 石 鎌 下 呂 石 V D H 1 6 i 包 含 層

0 8 0 1 7 9 0 9 2 . 4 引 5 5 5 石 餓 下 呂 石

0 8 1 0 6 0 0 4 1 . 5 1 . 2 4 2 石 鎌 安 山 岩 V D H 1 9 2 0 e ・ f

0 8 2 0 6 9 0 7 1 . 5 引 4 4 7 石 鎌 下 呂 石 V D H 1 5 ・ 6 k ・ 1

0 8 3 1 7 7 0 4 1 . 8 1 . 2 4 2 石 抜 下 呂 石 Xー1 0 3 6 9 0 . 9 8 6 Y 9 7 3 1 . 1 5 2

0 8 4 0 7 4 0 5 1 . 7 1 " 3 5 7 石 鍍 下 呂 石 Ⅵ―H 1 7 包 含 層

0 8 5 1 4 3 0 5 1 . 7 - . 3 5 0 石 下 呂 石 X - 1 0 3 6 9

0 8 6 0 8 9 0 5 1 . 7 1 . 4 石 銭 下 呂 石 包 含 層

0 8 7 2 1 6 1 1 2 ・1 1 . 9 5 7 石 鋳 下 呂 石

0 8 8 0 4 - 1 0 1 . 9 1 . 9 石 鎌 未 成 品 チ ャ ー ト N R 0 1 包 含 層 N R 0 1

0 8 9 2 6 9 3 . 0 2 . 2 2 . 2 石 鎌 末 成 品 下 呂 石

0 9 0 0 1 2 5 ・3 3 . 3 1 - 8 石 抜 未 成 品 下 呂 石 S B 0 1 援!土 S L3 0 1

0 9 1 3 4 7 5 . 6 3 . 9 2 . 1 石 鉄 未 成 品 ( 安 山 岩 )

0 9 2 3 6 3 4 . 3 3 ・7 2 . 2 石 鎌 末 成 品 下 呂 石 V U H 1 7 ・1 8 g ・h 包 含 層

0 9 3 1 1 9 1 . 4 1・9 1・9 石 鍍 東 成 品 下 呂 石 V U H 1 6 g - h 包 含 層

0 9 4 0 7 6 . 9 2 . 0 l l 9 石 鎌 未 成 品 チ ヤ ― ト v n h i 8 g 包 含 層

0 9 5 1 9 0 . 2 1 . 8 1 . 4 石 鎌 未 成 品 下 呂 石

0 9 6 1 2 2 . 9 2 . 2 1 . 8 石 践 未 成 品 (安 山 岩 )

0 9 7 1 0 1 2 9 2 . 3 L g 石 鎌 未 成 品 下 呂 石 N R 0 1 包 含 層 N R 0 1

0 9 8 0 1 0 1・5 2 . 0 1 . 5 石 銭 未 成 品 下 呂 石 V U H 1 9 e ・― 2 0 e - e 包

含 層

0 9 9 0 8 1 2 ( 3 2 . 8 1 . 6 石 織 未 成 品 下 呂 石 Ⅶ ―〝I 1 7 ・1 8 g ・h 包 含 屑

1 0 0 2 5 5 〝1 2 . 5 1 . 7 石 錬 末 成 品 (安 山 岩 )

1 0 1 0 0 8 4 . 6 3・9 2 - 1 石 抜 未 成 品 (安 山 岩 ) S B 0 1 礎 土 S B 0 1

1 0 2 2 5 3 . 5 3 . 0 2 . 0 石 鎌 未 成 品 下 呂 石 X - 1 0 3 6 9 1 . 2 2 9 Y 9 7 3 1 . 2 9 7

1 0 3 0 7 0 . 8 2 . 7 1 . 5 石 鎌 未 成 品 安 山 岩 V II H 1 7 ・1 8 e ・f 包 含 層

1 0 4 1 1 3 - 7 2・8 1 . 6 石 鉱 夫 成 品 (安 山 岩 )

1 0 5 2 4 9 . 4 4 . 7 1 . 9 石 鎌 末 成 品 (安 山 岩 ) X - 1 0 3 6 8

1 0 6 0 1 8 ・6 2 . 3 1 ・9 石 鎌 未 成 品 (安 山 岩 ) Ⅶ H 1 7 . 8 e . ― 包 含 層

1 0 7 0 2 8 . 1 2 1 6 2 . 0 石 維 チ ャ ー ト 包 含 層

1 0 8 2 2 6 5 2 . 4 1 ( 9 石 維 下 呂 石

-55―



付表(5)

三斗目遺跡石器(2)

番 号 登 録 番 号 m m 長 軸 短 軸 先 端 角 分 類 石 質 出 土 地 点 口 述 捕 番 号

1 0 9 1 6 8 1・1 2 ・4 1・3 石 錐 下 呂 石

1 1 0 0 6 3 2 . 8 2 . 7 1 . 3 石 維 下 呂 石 W H 1 5 1 6 i ・j

1 1 1 0 4 9 0 . 7 2 . 5 1・0 石 維 下 呂 石 V U H 1 7 ・1 8 R ・h 包 含 層

1 1 2 1 0 6 1 . 1 2 . 8 0 . 9 石 錐 下 呂 石 V U H 1 5 k 包 含 層

1 1 3 0 2 9 2 . 7 2 . 0 1 . 3 石 維 チ ヤ 〝 ト V B H 1 3 ・1 4 k ・ 1 包 含 層

1 1 4 2 8 3 1 . 7 3 . 9 1 . 5 石 維 下 呂 石

1 1 5 0 8 5 2 . 9 3 . 1 2 . 0 石 錐 下 呂 石 包 含 層 .

1 1 6 0 2 6 7・3 6 ・0 2 . 5 石 匙 流 紋 岩 質 溶

結 凝 灰 岩

包 含 層

1 1 7 2 1 8 5 . 6 4 . 7 1 . 2 スク十 八・l 下 呂 石

1 1 8 0 2 1 8 . 0 3 . 2 3 . 0 スクレ ハ・l 安 山 岩 包 含 層

1 1 9 3 4 0 5 . 8 3 . 2 2 . 5 スクレ 八. ・ 下 呂 石 V fl H 1 5 ・ 1 6 k ・ 1 包 含 層

1 2 0 3 4 1 1 2 . 0 3 〝6 3 ( 0 スクレ 八・一 下 呂 石

1 2 1 1 1 2 1 4 . 0 4 . 8 3 . 1 スクレ ∩. - 下 呂 石 V H H 1 8 ― 包 含 層

1 2 2 2 4 5 2 2 . 0 5 . 0 4 . 2 スル ∩. . 下 呂 石

1 2 3 0 2 5 3 2 . 0 4・7 4 ・1 スクレ 八. - 下 呂 石 包 含 層

1 2 4 0 1 6 2 6 . 0 5 . 5 3 ・6 スクレ 八. - 下 呂 石 V H H 1 7 i ・ j 包 含 層

1 2 5 0 4 7 9 1 . & 8 . 7 5 . 4 刃 岩 (安 山 岩 ) N R 0 1 包 含 層 N R 0 1

1 2 6 1 2 6 1 6 9 . 7 1 1・0 7 . 6 刀 砂 岩 X - 1 0 3 6 8 1 . 2 3 0 Y 9 7 4 6 ・4 5 7

1 2 7 0 9 8 1 8 . 2 4・1 3 . 6 刃 器 (安 山 岩 ) V D H 1 5 i 1 6 i ・j 包 含

局

1 2 8 1 8 9 4 5 . 2 8 . 8 4・0 刃 岩 (安 山 岩 ) . X - 1 0 3 6 8 4 . 0 7 7 Y 9 7 3 9 . 4 5 1

1 2 9 1 9 3 7 0 . 6 8・0 5 . 3 刀 (安 山 岩 ) N R 0 1 N R 0 1

1 3 0 1 9 2 3 0 . 5 5・0 4 . 5 刀 (安 山 岩 ) N R 0 1 N R 0 1

1 3 1 1 2 7 5 6 . 7 5・9 5 . 9 刃 岩 (安 山 岩 ) X - 1 0 3 6 8 2 . 7 1 4 Y 9 7 4 4 . 5 7 3

1 3 2 1 8 8 2 8 9 . 1 1 3 . 6 1 2・5 刀 . (安 山 岩 )

1 3 3 1 3 7 2 3 ・0 5・1 3 . 8 刀 ( 安 山 岩 ) X - 1 0 3 6 7 3 . 5 4 2 Y 9 7 4 7 . 8 1 9

1 3 4 1 7 6 5 4 ・4 7〝5 4・3 刃 岩 (安 山 岩 )

1 3 5 2 0 1 1 0 3 . 5 7 . 0 6 . 1 刃 岩 ( 安 山 岩 ) N R 0 1 N R 0 1

1 3 6 2 2 5 6 9 . 0 6・8 4 . 3 刀 ( 安 山 岩 ) X - 1 0 3 6 9 4 . 0 9 8 Y 9 7 2 7 . 1 9 6

1 3 7 0 4 8 6 4 . 1 7・0 4 . 7 刃 岩 ( 安 山 岩 ) V fl H 1 7 ・1 8 g ・h 包 含 層

1 3 8 0 5 1 1 3 1 . 5・ 6 . 5 6 ( 0 刃 暑 ( 安 山 岩 ) N R 0 1 包 含 層 N K O l

1 3 9 1 8 1 1 0 3 . 2 1 0 . 5 7 . 0 刃 岩 砂 岩 X - 1 0 3 6 7 5 . 4 3 7 Y 9 7 4 1 . 5 8 7

1 4 0 0 3 5 4 1 . 1 5 . 7 5・9 刀 ( 安 山 岩 ) 包 含 層

1 4 1 0 0 2 1 1 1 . 6 1 4 . 5 4 . 8 打 石 斧 ( 安 山 岩 ) S K 2 2 南 S K 3 0

1 4 2 2 5 7 1 4 2 . 7 1 2 . 4 i . 2 打 石 斧 ( 安 山 岩 )

1 4 3 1 3 2 8 4 . 5 1 2 . 5 4 . 2 打 製 石 斧 細 粒 花 コ ウ

・.・一石

X →1 0 3 6 8 5 . 6 0 0 Y 9 7 3 8 . 6 6 4

1 4 4 2 4 6 9 7 . 1 1 0 ・5 4 . 3 打 . 石 斧 (安 山 岩 ) X - 1 0 3 6 8 3 . 9 0 4 Y 9 7 3 7・2 0 5

1 4 5 0 0 1 2 2 5 . 8 1 6 . 9 7 . 2 打 石 斧 (安 山 岩 ) S K 2 4 S K 3 2

1 4 6 2 5 0 4 1 . 9 7 ・7 4 . 6 打 石 斧 (安 山 岩 )

1 4 7 1 4 8 6 9 . 0 7 . 9 3 . 9 打 製 石 斧 泥 質 接 触 変

成 岩

X - 1 0 3 6 8 4 ・1 5 3 Y 9 7 3 6・7 5 2

1 4 8 3 4 2 2 7 . 0 5 〝0 4 " 5 製-石 斧 (安 山 岩 )

1 4 9 0 1 5 2 2 9 . 0 6 . 7 5 . 4 擦 石 ア プ ラ イ ト 包 含 屑

1 5 0 2 7 8 2 9 0 . 2 7 5 5 . 0 擦 石 l E コ ウ 岩 X - 1 0 3 6 9 0 . 2 9 9 Y 9 7 3 3 . 5 5 S

1 5 1 0 4 0 5 2 6 . 0 8 . 5 7 . 2 擦 石 花 コ ウ 岩 包 含 層

1 5 2 1 8 6 5 6 3 . 7 9 1 8 . 2 凹 石 花 コ ウ 岩 X - 1 0 3 6 9 6・1 0 8 Y 9 7 4 1 . 2 4 8

1 5 3 3 9 9 3 4 2 . 9 l l . 6 4 . 8 擦 石 花 コ ウ 若 N R 0 1 包 含 層 N R 0 1

1 5 4 2 7 6 6 7 7 . 9 l l . 1 8 ・2 搾 石 ア プ ラ イ ト X - 1 0 3 6 8 9 . 9 4 9 Y 9 7 3 3 . 7 9 5

1 5 5 2 0 4 1 2 0 7 . 8 1 4 2 1 0 . 2 凹 石 ア ブ ラ イ ト X - 1 0 3 6 8 5・3 1 8 Y 9 7 3 1 . 9 4 7

1 5 6 2 7 7 9 6 5 . 0 1 5 . 2 8 . 9 凹 石 ア プ ラ イ ト X - 1 0 3 6 8 9 . 8 9 6 Y 9 7 3 3 ・5 8 1

1 5 7 2 0 5 1 6 0 6 . 2 1 2 . 2 1 4 〝5 石 皿 ア ブ ラ イ ト X - 1 0 3 6 9 1 . 1 0 2 Y 9 7 3 4 . 1 2 6

1 5 8 4 0 8 1 0 0 0 0 . 0 3 6 . 1 2 4 . 8 石 皿 花 コ ウ &

1 5 9 1 6 2 1 9 0 . 6 7 . 0 6 ・3 凹 石 T E コ ウ 若 X - 1 0 3 7 0 0 2 5 7 Y 9 7 1 5 . 2 5 1

番 号 登 録 番 号 盛 篁-l圭 長 軸 短 軸 先 端 角 分 頬 石 質 出 土 地 点 日遺 構 番 号

1 6 0 2 1 4 6 6 1 . 2 5 . 0 9 . 5 凹 石 花 コ ウ 岩 X - 1 0 3 6 6 8 . 2 4 6 Y 9 7 5 7 . 8 1 8

1 6 1 0 7 5 1 8 1 . 0 6 . 8 5・4 タ タ チ 石 花 コ ウ 岩 N R 0 1 包 含 層 N R 0 1

1 6 2 2 3 1 9 8 1 . 5 1 3 . 7 9・5 凹 石 花 コ ウ 岩

1 6 3 2 3 2 9 2 0 . 2 1 1・7 7 . 4 凹 石 花 コ ウ 岩

1 6 4 0 2 2 4 0 6 . 5 7 . 6 7 . 5 凹 石 花 コ ウ 岩 包 含 層

1 6 5 2 0 3 8 8 0 . 8 1 2 . 3 8 . 2 凹 石 花 コ ウ 若 X - 1 0 3 6 8 4 . 8 1 5 Y 9 7 3 2 . 6 3 5

1 6 6 0 4 5 3 3 9 . 1 1 3 . 0 6 . 2 凹 石 ア ブ ラ イ ト V H H 1 6 i 包 含 層

1 6 7 1 2 8 9 1 0 . 9 1 3 . 1 9 〝5 凹 石 花 コ ウ 岩

1 6 8 4 1 1 1 5 4 5 . 0 1 5 . 0 9 . 1 凹 石 花 コ ウ 岩 S X 2 4 S X l l

1 6 9 2 8 0 1 9 9 6 . 3 2 引 6 8 . 2 凹 石 花 コ ウ 若

1 7 0 4 0 3 3 0 6 3 . 4 1 9 . 2 1 0 . 6 砥 石 ア プ ラ イ ト

1 7 1 4 0 7 1 1 5 0 0 ・0 3 5 . 3 2 4 . 9 石 皿 花 コ ウ 岩 S F 0 2 S F 0 2

1 7 2 4 1 3 1 9 0 0 0 . 0 4 7 . 0 3 0 . 7 石 皿 花 コ ウ 岩 Ⅵ| H 1 8 b

1 7 3 4 0 5 1 0 0 0 0 . 0 3 2 . 6 2 3 . 3 石 山1 花 コ ウ 岩 S X 1 9 S X 1 9

1 7 4 4 0 6 9 5 0 0 . 0 2 6 . 1 2 4 . 2 石 皿 花 コ ウ 岩 S X 1 9 S X 1 9

1 7 5 4 1 0 4 0 0 0 . 0 1 7 . 4 1 7 . 0 石 山山 花 コ ウ 岩 S X 1 9 S X 1 9

1 7 6

1 6 8

4 1 2 1 2 5 0 0 . 0 3 1 . 8 2 5 . 6 石 皿 花 コ ウ 岩 S X 1 9 S X 1 9

1 7 7 4 1 7 9 0 0 0 ・0 2 9 . 7 2 5〝7 石 山 花 コ ウ 岩 S X 0 4 S X 2 5

1 7 8 4 1 5 4 0 0 0・0 2 2 . 3 1 9 . 6 石 皿 花 コ ウ 岩 S X 0 9 S X 1 5

1 7 9 4 1 6 6 5 0 0 . 0 2 7 . 5 2 3 . 1 石 皿 花 コ ウ 岩 S X 2 4 S X l l

1 8 0 4 0 4 1 4 0 0 0 . 0 3 3 . 9 2 4 . 1 石 皿 花 コ ウ 岩 S X 0 6 S X 2 4

1 8 1 4 0 9 1 3 0 0 0・0 2 7 . 9 2 6 . 9 石 皿 花 コ ウ 若 S X 0 4 S X 2 5

1 8 2 1 6 0 1 6 6 . 0 9 . 3 5・4 磨 製 石 斧 溶 結 凝 灰 岩

1 8 3 1 6 1 1 0 4 . 0 7 . 0 4 ・9 磨 製 石 斧 溶 結 凝 灰 岩

1 8 4 2 7 9 2 8 2 . 0 9 . 5 6 . 2 磨 製 石 斧 安 山 岩 N R 0 3 S X 0 2

1 8 5 1 7 8 1 . 9 2 . 6 0 ( 9 垂 肺 流 紋 岩 貿 溶

結 凝 灰 岩

1 8 6 1 9 5 5 4 . 3 6 . 0 3 . 2 有 沸 石 錘 粗 位 玄 武 岩

1 8 7 4 1 9 9・8 7 . 0 石 棒

1 8 8 4 0 0 3 5 5 4 ・3 1 6 . 7 1 3 . 1 石 棒 凝 灰 岩 。r

(安 山 岩 )

S X 1 0 S X 0 7

1 8 9 1 9 1 1 2 3 5 . 8 1 0 . 6 1 2 . 4 石 樺 凝 灰 岩

1 9 0 4 1 8 5 5 0 0 . 0 2 9 . 4 1 2 . 6 石 綿 凝 灰 岩 S X 0 3 S X 3 0

1 9 1 1 4 7 1 4 0 . 8 1 4 . 8 2 . 7 石 搾 結 晶 片 岩

1 9 2 2 1 3 7 1 6 . 3 1 4 . 4 6 . 8 石 樺 凝 灰 岩

1 9 3 4 0 1 6 6 9 . 4 1 6 . 8 5 . 3 石 棒 変 塩 基 性 岩 X - 1 0 3 6 6 5 . 2 6 3 Y 9 7 4 9 ・2 3 7

1 9 4 4 0 2 2 1 4 8 . 8 2 8 . 7 8 . 9 石 樺 結 晶 片 岩

番 号 登 録 番 号 重 量 長 軸 短 軸 先 端 角 分 類 石 質 出 土 地 点 日遺 構 番 号

① 1 1 1 0 ・9 1 .6 1. 3 4 5 石 銭 チ ャー ト VD H 1 7 h 包 含 層
② 0 1 3 1. 4 2 .1 1. 9 5 5 石 銭 チ ャー ト S B O 1 覆 土 S B 0 1
③ 0 4 6 0 ・8 1 ・8 1 .3 50 石 銭 ( 安 山 岩 ) S B 0 1 覆 土 S B 0 1
㊨ 2 2 4 0 ・5 1 .7 1 .1 57 石 銭 下 呂 石

⑤ 1 5 2 0 . 4 1.9 1 ・2 4 9 石 銭 ( 安 山 岩 )

⑥ 1 8 5 1・0 2 . 2 1 .5 63 石 銭 下 呂石

ョ 3 3 8 3 3・7 7 .0 5 .2 刃 器 (安 山 岩 ) N R O 1 包 含 層 N R 0 1
ョ 2 5 2 7 8. 2 7. 9 5 .6 刃 器 (安 山 岩 ) X - 10 36 76 .8 0 9 Y 97 44 .8 8 8
⑨ 2 6 8 22 9. 5 7. 2 7 . 2 石 核 (安 山 岩 )

⑩ 3 2 8 2 3. 2 3. 6 3 . 3 石 核 下 呂石 包 含 層

① 3 1 6 2 4・0 4・3 4 .0 石 核 下 呂石 VH H 1 5 k 包 含 層

⑫ 1 9 6 5 9・7 6. 4 4 ・1 石 核 下 呂石

⑬ 0 4 3 23. 4 4. 2 3・8 石 核 流 紋 岩 質 溶 結 凝 灰 岩 N R O 1 包 含 層 N R 0 1

⑩ 1 8 7 4 32 .1 1 4. 9 9. 9 石 核 (安 山 岩 )

⑬ 1 6 3 47 7. 5 1 2. 0 9. 5 石 核 安 山 岩

⑩ 3 1 9 2 77 .8 8. 1 8. 1 石 核 (安 山 岩 )

三斗目遺跡古代・中世遺物
番 号 登 録 番 号 器 種 口 径 器 高 底 径

4 5 1 E - 7 1 6 1 4 ・5

4 5 2 E - 7 2 2 6 . 9

4 5 3 E - 7 2 1 6 . 1

4 5 4 E ― 7 3 0 7 ・6

4 5 5 E - 7 0 9 7 ・5

4 5 6 E - 7 1 4 8 ・5

4 5 7 E - 6 9 7 7 ・2

4 5 8 E - 7 1 0 7 .4

4 5 9 E - 7 0 7 8 ・2

4 6 0 E - 7 3 2 7 .2

4 6 1 E - 7 0 8 8 ・0

4 6 2 E - 7 2 3 7 .0

4 6 3 E - 7 1 2 l l . 8 2 ・0 7 ・4

4 6 4 E - 7 1 1 7 .0

4 6 5 E - 7 2 6 棉 7 ・8

4 6 6 E - 7 2 8 皿 8 . 0 2 . 8 3 ・5

4 6 7 E - 7 2 9 皿 7 ・5 2 . 1 4 .3

4 6 8 E - 7 2 7 皿 7 ・8 1 . 7 4 .6

4 6 9 E - 7 1 3 椀 8 ・0

4 7 0 E - 7 0 3 椀 1 6 ・7 5 . 9 7 .8

4 7 1 E - 7 0 1 1 7 . 6

4 7 2 E - 7 2 4 椀 6 .9

4 7 3 E ー 7 0 4 椀 1 7 . 0 4 . 4 l l .3

4 7 4 E - 6 9 9 椀 9 .7

4 7 5 E - 7 3 1 皿 4 ・4

4 7 6 E - 7 0 2 皿 9 ・1 2 ・7 4 ・6

4 7 7 E - 7 0 0 皿 9 ・6 2 ・6 4 . 9

4 7 8 E - 7 2 0 皿 7 .8 2 . 5 4 . 1

4 7 9 E - 7 3 3 土 鍾 長 さ 4 ・ 最 大 径 1 . 8

-56l



付表(6)

三本松遺跡土器

諏 号 登 録 番 号 分 頬 出 土 地 点 番 号 登 録 帯 号 分 析 出 土 地 点

1 E - 1 3 群 a 頬 S B 0 1 5 7 E ― 1 0 3 群 a 類 S B 0 1
2 E - 5 4 群 a 頬 S K 1 5 5 8 R - 3 3 9 3 群 a 頬 第 2 層

3 E - 6 3 群 a 根 S K 1 5 .5 9 E - 1 2 6 3 群 a 析 S K 0 7
4 E - 4 8 群 b 類 S K 0 8 6 0 E - G 3 3 群 a 頬 第 3 層

5 E - 2 2 8 4 群 a 頬 S X 0 3 6 1 E - 6 7 3 那 a 頬 第 3 層

6 E ― 3 3 群 a 頬 S X 0 3 6 2 E - 1 9 3 群 a 頬 S B 0 1

7 E - 2 8 群 b 類 S X 0 3 6 3 E - 6 5 3 群 a 柄 第 3 層

8 E - 8 4 1 群 a 頬 第 3 層 6 4 E - 4 2 2 3 群 a 柄 そ の 他

9 E - 2 6 2 1 群 a 頬 第 3 眉 6 5 E - 3 6 4 3 群 a 頬 第 2 屑

1 0 E - 3 8 1 1 群 a 頬 そ の・他 6 6 E - 3 9 9 3 群 a 柄 そ の 他

l l E 一 1 7 3 1 群 a 頬 第 3 層 6 7 E - 3 5 4 3 群 a 放 第 2 屑

1.2 E ― 3 8 0 1 群 a 類 そ の 他 6 8 E - 3 4 7 3 群 a 獅 第 2 層

1 3 E - 4 1 1 l 群 a 頬 そ の 他 6 9 a - 8 3 群 a 頬 S B 0 1

1 4 E - 1 6 9 1 群 a 頬 第 3 層 7 0 E - 3 0 9 3 群 a 柄 第 3 層

1 5 E ― 1 7 5 1 群 a 頬 第 3 層 7 1 E - 4 2 8 3 群 a 頬 そ の 他

1 6 E - 9 2 1 群 a 類 第 3 層 7 2 E - 2 0 7 3 群 a 類 第 3 層

1 7 E - 9 1 1 群 a 類 第 3 層 7 3 E - 2 3 8 3 群 a 頬 第 3 層

・1 8 E - 9 3 1 群 a 頬 第 3 眉 7 4 E - 6 6 3 群 a 頬 第 3 層

1 9 E - 3 5 1 1 群 a 頬 第 2 層 7 5 E - 6 0 3 群 a 頬 第 3 層

2 0 E - 6 1 1 群 a 頬 第 3 層 7 6 E l 7 3 群 a 析 S K 1 5

2 1 E - 4 3 4 1 群 a 頬 そ の 他 7 7 E - 2 1 1 3 群 a 頬 第 3 層

2 2 E - 2 9 4 1 群 a 頬 第 3 層 7 8 E - 2 7 2 3 群 a 柄 第 3 層

2 3 E - 3 3 3 l 群 a 頬 第 3 層 7 9 E - l l 3 群 a 頬 S B 0 1

2 4 E - 2 2 7 1 群 a 類 S K l l 8 0 E - 3 5 9 3 群 a 柄 第 2 層

2 5 E - 3 2 9 1 群 a 頬 第 3 層 8 1 E - 1 7 3 群 a 頬 S B 0 1
2 6 E - 1 0 9 1 群 a 頬 第 3 層 8 2 E - 2 4 8 3 群 a 柄 第 3 層

2 7 E - 9 9 1 群 b 頬 第 3 層 8 3 E - 1 7 0 3 群 a 柄 第 3 層

2 8 E ― 1 7 4 1 群 b 頬 第 3 層 8 4 E - 2 3 9 3 群 a 頬 第 3 層

2 9 E - 1 1 0 1 群 b 頬 第 3 層 8 5 E - G 4 3 群 a 頬 第 3 層

3 0 E - 2 8 9 1 群 b 頬 第 3 層 8 6 E - 4 2 3 3 群 a 柄 そ の 他

3 1 E - 1 3 8 1 群 b 類 S K 0 7 8 7 E - 5 6 3 群 b 頬 第 3 層

3 2 E ― 2 6 6 1 群 b 頬 第 3 層 8 8 E - 2 0 4 3 群 b 規 第 3 層

3 3 E ― 2 9 7 1 群 b 頬 第 3 層 8 9 E - 2 0 6 3 群 b 析 第 3 層

3 4 E - 3 9 2 2 群 a 頬 そ の 他 9 0 E - 2 0 5 3 群 b 頬 第 3 層

3 5 E - 1 8 8 2 & a S S K 1 9 9 1 E 、- 1 6 2 3 群 b 頬 S K 1 8
3 6 E - 4 3 1 2 群 a 頬 そ の 他 9 2 E ー 2 1 2 3 群 b 輯 第 3 層

3 7 E - 4 4 0 2 群 b 頬 そ の 他 9 3 E - 4 3 7 3 群 b 類 そ の 他

3 8 E - 4 3 9 2 群 b 類 そ の 他 9 4 E - 3 4 4 3 群 b 放 第 2 層

3 9 E - 2 9 0 2 群 b 類 第 3 層 9 5 E - 1 2 8 3 群 b 蛾 S K 0 7
4 0 E - 5 2 2 群 c 頬 S B 0 1 9 6 E - 2 1 4 3 群 b 類 第 3 層

4 1 E - 3 6 2 群 C 頬 S B 0 1 9 7 E - 7 1 3 群 b 頬 第 3 層
4 2 E - 4 8 2 群 c 類 S B 0 1 9 8 E - 9 3 群 b 類 S B 0 1
4 3 E - 1 0 6 2 群 c 頬 第 3 層 9 9 E - 3 3 8 3 群 b 頬 第 2 層
4 4 E - 1 0 8 2 群 C 頬 第 3 層 1 0 0 E - 2 7 0 3 & b m 第 3 層

4 5 E - 1 6 3 8 a a S B 0 1 1 0 1 E - 3 3 4 3 群 b 頬 第 2 層
4 6 E - 2 0 8 3 群 a 頬 第 3 層 1 0 2 E - 1 6 5 3 群 b 頬 S K 1 8

4 7 E - 1 8 2 3 群 a 頬 S K 4 6 1 0 3 E - 2 1 3 群 b 頬 S B 0 1
4 8 E - 2 2 4 3 群 a 頬 第 3 層 1 0 4 E - 2 3 1 3 & b S 第 3 層

4 9 E - 3 8 6 3 群 a 頬 そ の 他 1 0 5 E - 9 4 3 群 b 頬 第 3 層
5 0 E - 5 7 3 m a S 第 3 層 1 0 6 E - 2 2 2 3 群 b 頬 第 3 層

5 1 E - 3 4 5 3 群 a 頬 第 2 層 1 0 7 E - 3 9 0 3 群 b 頬 そ の 他

5 2 E - 4 0 6 3 群 8 頬 そ の 他 1 0 8 E - 4 2 9 3 群 b 類 そ の 他

5 3 E - 1 2 3 群 8 頬 S B 0 1 1 0 9 E - 2 4 9 3 群 b 頬 第 3 層

5 4 E - 2 0 9 3 群 a 頬 第 3 層 1 1 0 E - 3 2 3 群 b 頬 S B 0 1
5 5 E - 3 3 6 3 群 a 頬 第 2 層 1 1 1 E - 1 6 4 3 群 b 類 S K 1 8
5 6 E - 5 8 3 群 a 頬 第 3 屑 1 1 2 E - 5 9 3 群 b 頬 第 3 層

書.i 号 登 録 薪 号 分 規 出 土 地 点 番 号 登 録 番 号 分 類 出 土 地 点

1 1 3 E - 2 0 3 4 群 a 頬 P 0 8 1 6 9 E - 9 0 4 群 C 頬 第 3 層

1 1 4 E ー 3 8 7 4 群 a 頬 そ の 他 1 7 0 E - 9 8 4 群 C 輯 第 3 層

1 1 5 E - 3 8 2 4 群 a 頬 そ の 他 1 7 1 -E - 2 5 5 4 群 C 頬 第 3 層

1 1 6 R - 2 3 6 4 群 a 析 第 3 個 1 7 2 E - 2 9 4 群 C 頬 S B 0 1

1 1 7 E - 3 7 3 4 群 a 規 第 2 個 1 7 3 E - 2 9 9 4 群 C 類 第 3 層

1 1 8 E - 2 4 1 4 群 a 蛾 第 3 層 1 7 4 E - 3 1 0 4 群 C 類 第 3 層

i 1 9 K - 3 7 8 4 群 a 規 そ の 他 1 7 5 E - 4 2 6 5 群 a 琉 そ の 他

1 2 0 E 〝 2 5 4 4 群 a 析 第 3 個 1 7 6 E - 3 8 9 5 群 a 塀 そ の 他

1 2 1 E - 3 7 7 4 群 a 頬 そ の 他 1 7 7 E - 8 2 5 群 a 類 第 3 層

1 2 2 E - 2 9 5 4 那 a 頬 第 3 層 1 7 8 E - 3 4 0 5 群 a 頬 第 2 層

1 2 3 E - 2 9 8 4 那 a 頬 第 3・屑 1 7 9 E - 7 8 5 群 a 頬 第 3 層

1 2 4 E - 1 8 5 4 群 a 頬 S K 3 1 1 8 0 E 〝 1 3 1 5 群 a 頼 S K 0 7

1 2 5 E - 2 4 4 群 a 頬 S B 0 1 1 8 1 E - 3 4 3 5 群 a 頬 第 2 層

1 2 6 E - 7 3 4 群 a 規 第 3 層 1 8 2 E - 2 6 4 5 fit a ffi 第 3 層

1 2 7 E - 7 2 4 那 a 柄 第 3 個 1 8 3 E - 4 3 2 5 群 a 規 そ の 他

一、2 8 E 〝 2 3 4 群 a 頬 S B 0 1 1 8 4 E - 8 3 5 群 a 類 第 3 層
1う 9 E - 4 3 5 4 群 a 頬 そ の 他 1 8 5 E ― 4 4 3 5 群 a 頬 そ の 他

1 3 0 E - 7 0 4 群 a 頬 第 3 層 1 8 6 E - 2 0 2 5 群 a 頬 S K 1 0

1 3 1 E - 3 2 5 4 群 a 頬 第 3 屑 1 8 7 E - 8 8 5 群 a 頬 第 3 層

1 3 2 R - M O 2 4 群 a 頬 第 3 層 1 8 8 E - 3 3 1 5 群 a 頬 第 3 層

1 3 3 E - 6 9 4 群 a 頬 第 3 層 1 8 9 E - 3 6 3 5 群 a 頬 第 2 層

1 3 4 K - 3 0 6 4 群 a 頬 第 3 層 1 9 0 E - 7 7 5 群 a 頬 第 3 層

1 3 5 E - 2 4 2 4 群 a 頼 第 3 層 1 9 1 E - 3 7 6 5 群 a 頬 そ の 他

1 3 6 E - 2 9 6 4 群 a 頬 第 3 層 1 9 2 E - 1 6 3 5 群 a 柄 S K 1 8

1 3 7 E - 8 5 4 群 a 類 第 3 層 1 9 3 E - 8 0 5 & b S 第 3 層

1 3 8 E - 3 1 2 4 群 a 頬 第 3 層 1 9 4 E - 1 8 1 5 群 b 頬 S K 4 6
11 9 E - 2 5 3 4 群 a 規 第 3 層 1 9 5 E - 1 5 5 5 群 b 頬 S K 1 4

1 4 0 E - 2 8 3 4 群 a 類 第 3 層 1 9 6 E - 7 9 5 群 b 頬 第 3 層

r盲l E ― 2 4 5 4 群 a 頬 第 3 .局 1 9 7 E - 2 0 1 5 群 b 頬 P 3 8
1 4 2 E - 7 4 4 群 a 類 第 3 層 1 9 8 E - 1 9 9 5 群 b 類 S K 1 2

1 4 3 E - 3 G 5 4 群 a 類 第 2 層 1 9 9 E - 2 5 5 群 b 頬 S B 0 1
1 4 4 E - 2 6 4 群 a 類 S B 0 1 2 0 0 E - 2 6 3 5 群 b 類 第 3 層

1 4 5 E - 4 2 7 4 群 a 頬 そ の 他 2 0 1 E 〝 3 8 3 5 群 b 類 そ の 他

1 4 6 E - 7 5 4 群 a 類 第 3 層 2 0 2 E - 3 6 2 5 群 b 頬 第 2 層

1 4 7 E - 2 7 7 4 群 a 頬 第 3 層 2 0 3 E - 1 4 5 6 群 S K 0 8

1 4 8 E - 3 6 0 4 I? a S 第 2 層 2 0 4 E - 1 3 7 6 群 S K 0 7
1 4 9 E - 2 0 4 群 a 頬 S B 0 1 2 0 5 E - 9 7 6 群 第 3 層

1 5 0 E - 1 9 5 4 群 a 頬 S K 3 6 2 0 6 E ー 1 4 2 6 群 S K 0 7
1 5 1 E - 1 9 7 4 群 8 頬 S X 0 2 2 0 7 E - 3 4 7 群 S B 0 1

1 5 2 E - 4 0 3 4 群 a 頬 そ の 他 2 0 8 E - 1 8 3 7 群 S K 3 1
1 5 3 E - 3 0 5 4 群 a 頬 第 3 層 2 0 9 E - 2 3 7 7 群 第 3 層

1 5 4 E - 3 5 3 4 群 a 頬 第 2 層 2 1 0 E - 1 5 6 7 群 S K 1 4
1 5 5 E - 3 2 8 4 群 a 頬 第 3 層 2 1 1 E - 2 3 3 7 群 第 3 層

1 5 6 E - 3 9 4 4 群 a 頬 そ の 他 2 1 2 E - 3 5 2 7 群 第 2 層

1 5 7 E - 1 7 6 4 El a fg 第 3 層 2 1 3 E - 1 8 4 7 群 S K 3 1

1 5 8 E - 2 2 4 群 a 頓 S B 0 1 2 1 4 E - 1 9 0 7 群 S K 2 9
1 5 9 E - 3 7 4 4 群 a 類 第 2 層 2 1 5 E - 3 4 9 7 群 第 2 層

1 6 0 E - 7 6 4 群 a 類 第 3 層 2 1 6 E - 8 7 7 群 第 3 層
1 6 1 E - 1 9 1 4 群 a 類 S K 0 1 2 1 7 E - 8 6 7 群 第 3 層

1 6 2 E - 3 8 4 4 群 a 頼 そ の 他 2 1 8 E - 8 9 7 群 第 3 層

1 6 3 E - 2 9 2 4 群 a 頬 第 3 層 2 1 9 E - 4 3 8 7 群 そ の 他

1 6 4 E - 8 1 4 群 b 頬 第 3 層 2 2 0 E - 1 0 7 7 群 第 3 層

1 6 5 E - 2 4 0 4 群 b 頬 第 3 層 2 2 1 E - 2 2 0 7 群 第 3 層

1 6 6 E - 3 5 0 4 群 b 頬 第 2 層 2 2 2 E - 3 1 3 7 群 第 3 層

1 6 7 E - 2 4 3 4 群 b 類 第 3 層 2 2 3 E - 9 6 7 群 第 3 層

1 6 8 E - 2 4 4 4 群 b 頬 第 3 層 2 2 4 E - 1 0 0 7 群 第 3 層

箭 号 登 録 番 号 分 類 出 土 地 点 番 号 登 録 番 号 分 根 Mi 土 地

2 2 5 E - 4 1 5 7 群 そ の 他 2 8 1 E ― 2 2 6 8 群 b 根 第 3 居
2 2 6 E - 4 2 5 7 群 そ の 他 2 8 2 E - 4 2 8 群 b 獅 S B 0 1
2 2 7 E - 3 6 7 7 群 第 2 層 2 8 3 E - 2 5 9 8 群 b F I 第 3 層

2 2 8 E - 5 1 7 群 S B 0 1 2 8 4 E - 1 2 5 9 群 第 3 層

2 2 9 E - 9 5 7 群 第 3 層 2 8 5 E - 1 1 8 9 群 第 3 層

2 3 0 E ― 3 5 7 7 群 第 2 層 2 8 6 E - 1 1 3 9 群 第 3 層

2 3 1 E - 3 9 7 7 群 そ の 他 2 8 7 E - 1 2 2 9 群 第 3 層

2 3 2 E - 3 3 5 7 群 第 2 層 2 8 8 E - 3 9 3 9 群 そ の 他
2 3 3 E - 2 1 8 7 群 第 3 層 2 8 9 E - 1 1 4 9 11? 第 3 層

2 3 4 E - 3 5 7 群 S B 0 1 2 9 0 E - 1 1 6 9 群 第 3 層

2 3 5 E - 2 4 7 7 群 第 3 層 2 9 1 E - 4 1 3 9 8f そ の 他

2 3 6 E - 4 2 1 7 群 そ の 他 2 9 2 E - 4 1 9 9 耶 そ の 他

2 3 7 E ― 5 0 7 群 S B 0 1 2 9 3 E 一 1 6 0 9 群 S K 1 4
2 3 8 E - 2 5 8 7 群 第 3 層 2 9 4 E - 2 1 7 9 群 第 3 層

2 3 9 E ― 1 5 1 7 群 S K 0 8 2 9 5 E - 2 6 5 9 群 第 3 層

2 4 0 E - 2 9 1 7 群 第 3 層 2 9 6 E - 1 1 2 9 群 第 3 層

2 4 1 E ― 1 4 6 7 Zlf S K 0 8 2 9 7 E - 2 7 6 9 群 第 3 層

2 4 2 E - 3 0 7 群 S B 0 1 2 9 8 E - 4 0 4 9 群 そ の 他

2 4 3 E - 2 8 6 7 群 第 3 層 2 9 9 E - 4 4 1 9 群 そ の 他

2 4 4 E - 4 7 7 群 S B 0 1 3 0 0 E - 1 1 1 9 群 第 3 層

2 4 5 E - 3 8 5 7 群 そ の 他 3 0 1 E - 3 2 3 9 群 第 3 層

2 4 6 E - 1 0 1 8 群 a 頬 第 3 層 3 0 2 E - 2 1 6 9 群 第 3 層
2 4 7 E - 1 4 8 8 群 a 類 S K 0 8 3 0 3 E - 2 8 1 9 群 第 3 層

2 4 8 E - 3 7 2 8 群 a 頬 第 2 屑 3 0 4 E ー 1 9 4 9 群 S K 4 2
2 4 9 E - 2 7 1 8 群 a 頬 第 3 層 0 5 E - 1 2 3 9 群 第 3 層

2 5 0 E - 3 8 8 群 a 頬 S B 0 1 3 0 6 E - 1 1 9 9 群 第 3 層
2 5 1 E ー 2 5 1 8 群 a 頬 第 3 層 3 0 7 E - 4 4 4 9 群 そ の 他

2 5 2 E - 1 3 6 8 群 a 類 S K 0 7 3 0 8 E - 3 2 7 9 群 第 3 層
2 5 3 E - 1 4 9 8 群 a 頬 S K 0 8 0 9 E - 2 5 0 9 群 第 3 層

2 5 4 E - 2 5 6 8 群 a 頬 第 3 層 3 1 0 E - 1 5 2 9 群 S K 0 8
2 5 5 E ー 1 3 2 8 群 a 頬 S K 0 7 3 1 1 E - 3 6 1 9 群 第 2 層

2 5 6 E - 4 1 8 8 群 a 頬 そ の 他 3 1 2 E - 1 1 5 9 群 第 3 層

2 5 7 E - 2 6 0 8 群 a 頬 第 3 層 3 1 3 E ー 1 2 0 9 群 第 3 層

2 5 8 E - 3 5 5 8 群 a 頬 第 2 層 3 1 4 E - 3 9 6 9 群 そ の 他

2 5 9 E - 3 2 4 8 群 a 頬 第 3 層 3 1 5 E - 2 1 5 9 群 第 3 層
2 6 0 E - 2 8 8 8 群 b 頬 第 3 層 1 6 E - 5 3 9 群 S B 0 1
2 6 1 E ▼三 3 7 1 8 群 b 頬 第 2 層 1 7 E - 3 6 8 9 群 第 2 層
2 6 2 E - 3 3 8 群 b 頬 S B 0 1 1 8 E - 2 2 9 9 耶 第 3 層

2 6 3 E - 3 2 1 8 群 b 頬 第 3 層 1 9 E - 5 4 9 群 S B 0 ト
2 6 4 E - 1 4 7 8 群 b 類 S K 0 8 3 2 0 E - 1 5 3 9 群 S K 0 8

2 6 5 E - 1 3 3 8 群 b 頬 S K 0 7 2 1 E - 2 7 5 9 群 第 3 層
2 6 6 E - 3 1 7 8 群 b 頬 第 3 層 3 2 2 E ― 3 1 8 弥 生 土 器 第 3 層

2 6 7 E - 2 8 0 8 群 b 頬 第 3 層 3 2 3 E - 3 1 9 弥 生 土 器 第 3 層

2 6 8 E - 3 2 2 8 群 b 頬 第 3 層 3 2 4 E - 3 2 0 弥 生 土 器 第 3 層

2 6 9 E - 4 1 8 群 b 頬 S B 0 1
2 7 0 E - 1 2 4 8 群 b 頬 第 3 層

2 7 1 E - 4 0 8 8 群 b 頬 そ の 他

2 7 2 E - 3 7 9 8 群 b 類 そ の 他

2 7 3 E ― 2 5 7 8 S b S 第 3 層

2 7 4 E - 3 8 8 8 群 b 頬 そ の 他

2 7 5 E - 3 2 6 8 8f b l 第 3 層

2 7 6 E - 3 9 5 8 群 b 類 そ の 他

2 7 7 E ― 2 7 8 8 8 ? b m 第 3 層

2 7 8 E - 1 4 1 8 群 b 頬 S K 0 7
2 7 9 E - 1 5 9 8 群 b 柄 S K 1 4

2 8 0 E - 1 9 8 8 群 b 頬 S K 1 2
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付表(7)

三本松遺跡石器(1)
恭 号 登 録 芥 号 亜 鮒 長 軸 短 軸

刑 盃角
分 類 石 質 出 土 地 点

0 0 1 0 5 0 0 ・8 1〝7 1 . 5 9 0 石 銭 下 呂 石 S K 0 7

0 0 2 3 2 7 0 ・8 1 ( 7 1・4 7 8 石 鎌 チ ヤ l ト

0 0 3 1 9 4 1 . 6 2・1 1 . 8 5 1 石 抜 下 呂 石 v h e 1 o c

0 0 4 2 9 6 1 ・8 1 . 7 1 . 9 石 錐 下 呂 石

0 0 5 2 8 9 1 . 5 2 . 3 1 . 7 5 7 石 鎌 下 呂 石

0 0 6 1 7 7 0 ・3 1 ( 3 1 . 0 8 6 石 鍍 下 呂 石 V H E 1 2 b

0 0 7 2 8 0 - . 0 1 . 8 1・3 6 2 石 轍 チ ャ ー ト V B D 1 2 s

0 0 8 1 4 4 0 . 6 1 . 7 1 . 3 4 9 石 錬 下 呂 石 V IB D 1 2 t

0 0 9 3 0 7 1 . 3 1 . 9 1 . 7 5 5 石 銭 下 呂 石

0 1 0 1 7 5 1 ・1 1・8 1 . 5 6 1 石 鍍 .垢 昭 石 V I E 1 2 b

0 1 1 0 3 6 1 . 7 2 . 0 1 . 6 6 7 石 鎌 下 呂 石 S B 0 1

0 1 2 2 4 3 0 . 6 1・5 1 . 4 7 1 石 保 下 呂 石 V I E 1 0 c ・d

0 1 3 0 6 2 0 . 4 1 . 3 1 . 2 8 0 石 銭 下 呂 石 S K 0 fi

0 1 4 2 1 9 0 . 7 1 . 7 1 . 6 8 5 石 抜 安 山 岩 V I E l l b

0 1 5 0 5 8 0 . 4 1・3 1・2 5 8 石 錬 下 呂 石 S K 0 8

0 1 6 3 2 0 0 . 4 1・4 1 . 2 6 0 石 銭 下 呂 石 V I E 1 1 ・1 2 3 ・b

0 1 7 1 0 4 0 . 7 1 . 5 1・T 5 9 石 銭 下 呂 石 Ⅷ D 9 ・1 0 q 喋 層

0 1 8 0 4 6 0 ・5 1・6 1・5 4 9 石 銭 下 呂 石 S K 0 7

0 1 9 3 1 1 0 ・9 1・8 1・T 5 8 石 錬 蝣f + - h

0 2 0 1 4 6 0 . 9 2 . 1 1 . 9 5 9 石 鎌 安 山 岩 V 1 D 1 0 p 喋 層

0 2 1 1 3 8 0 . 5 1 . 2 1 . 4 7 1 石 抜 下 呂 石 V B D 1 2 t

0 2 2 0 4 4 0 ・6 1 . 5 1 . 4 5 0 石 銭 下 呂 石 S K 0 2

0 2 3 0 5 4 1 . 1 1・9 1・丁 4 9 石 銭 下 呂 石 S K 0 7

0 2 4 2 8 5 0 . 8 1 . 5 1・5 5 7 石 鎌 下 呂 石

0 2 5 0 7 6 0 . 8 1 . 3 l・8 5 7 石 抜 下 呂 石 P 1 3

0 2 6 0 5 1 0 . 5 1 . 9 1 . 3 5 2 石 鎌 下 呂 石 S K 0 7

0 2 7 0 9 7 1 . 2 2 . 3 1 . 7 4 4 石 鍍 下 呂 石 V I D 1 3 t

0 2 8 2 1 7 1 . 2 1 ・9 1 . 7 7 8 石 鎌 安 山 岩 V B D 1 3 t

0 2 9 2 9 7 O l d 0 . 8 1 . 7 4 5 石 抜 溶 結 凝 灰 岩

0 3 0 3 2 8 0 . 7 引 4 1 . 6 3 3 石 銭 下 呂 石

0 3 1 0 2 8 1 . 1 1 . 6 2 . 0 4 6 石 抜 下 呂 石 S B 0 1

0 3 2 2 4 2 1 . 0 1 . 8 1 . 5 6 5 石 践 下 呂 石 V 1 D 1 3 a

0 3 3 1 9 0 1 . 2 1 . 8 2 . 2 6 7 石 践 下 呂 石 V I E 1 1 ・1 2 a ・h

0 3 4 0 8 1 0 . 9 1 . 9 1・4 6 0 石 抜 下 呂 石 V B E 1 2 a

0 3 5 0 1 1 0 . 5 1 . 5 1・3 7 9 石 抜 下 呂 石 v m d 1 2 s

0 3 6 0 8 3 1 . 2 1 ・7 1・4 6 9 石 鎌 チ ャ ー ト V I E 1 2 b

0 3 7 2 8 1 1 . 2 1 . 6 1 . 7 7 0 石 抜 黒 曜 石 V I E 1 2 a

0 3 8 2 4 8 0、3 1 ・4 1 . 1 5 0 石 鍍 チ ャ ー ト V I E 1 2 b

0 3 9 3 0 0 0 . 3 1 . 4 1 . 0 3 2 石 銭 下 呂 石

0 4 0 1 3 9 1 . 3 1 . 8 1 . 9 7 2 石 銭 チ ヤ ― ト V I E 1 2 a

0 4 1 3 1 9 0 . 5 1 ・8 1 . 5 4 9 石 銭 下 呂 石

0 4 2 2 1 8 0 . 7 1 ・8 1・5 5 6 石 抜 安 山 岩 V I D 9 - 1 0 。 ・P

0 4 3 0 5 2 0・5 1 . 0 1・7 5 6 石 鎌 下 呂 石 S K 0 7

0 4 4 0 1 9 0 . 5 1 . 7 1 . 5 6 2 石 抜 安 山 岩 S B 0 1

0 4 5 1 8 6 0 . 8 1 " 9 1 . 4 5 2 石 鎌 下 呂 石 V I D 1 1 ・1 2 a ・r

0 4 6 2 9 3 1・0 1 . 9 1 . 6 6 2 石 銭 下 呂 石

0 4 7 0 1 2 0 . 5 1 ・7 1 . 4 6 0 石 鉄 下 呂 石 S B 0 1

0 4 8 1 0 3 0 . 6 1 . 7 1 . 4 6 0 石 鉄 下 呂 石 V I E 1 0 a ・h

0 4 9 0 0 9 0・6 1 . 7 1・5 5 2 石 鎌 安 山 岩 S B 0 1

0 5 0 0 4 9 0 ・6 1 . 8 1・5 6 0 石 銀 安 山 岩 S K 0 7

0 5 1 2 5 9 0 . 8 1 ・9 1 . 7 5 9 石 銭 安 山 岩 V H D 1 3 ―

0 5 2 1 1 5 1〝5 2 . 6 2 . 0 6 1 石 織 白 色 流 紋 岩 V I D 1 1 ・ 1 2 q

0 5 3 1 0 7 0 . 7 1 . 8 1 ・5 5 3 石 鎌 下 呂 石 V ffl D 1 0 p 蝶 層

0 5 4 0 0 7 1 . 2 2 ( 5 大 ・7 6 4 石 鎌 下 呂 石 S B 0 1

0 5 5 3 2 6 0 ・2 1 . 0 1 ・0 5 9 石 鎌 黒 曜 石

番 号 登 録 番号 亜 苛f 長 軸 短 軸 先 端 角 分 類 石 質 出 土 地 点

0 5 6 0 1 3 0 2 1・3 1. 2 5 9 石 践 安 山 岩 S B O 1
0 5 7 1 6 2 0 4 1・6 1. 4 so 石 鎌 黒 曜 石 VI E l l d
0 5 8 3 0 6 0 5 1.6 1. 5 8 6 石 抜 安 山 岩

0 5 9 0 7 2 0 9 2 .0 1. 5 7 6 石 鎌 安 山 岩 S K 3 1

0 6 0 0 0 8 0 4 1 ・3 1. 4 8 2 石 抜 下 呂石 S B 0 1
0 6 1 1 8 0 0 5 1 ・6 1・5 43 石 錬 黒 曜 石 VI E l l d
0 6 2 2 9 5 0 3 1 .3 1・5 7 9 石 鎌 黒 曜 石

0 6 3 1 7 6 0 3 1 .9 1. 2 6 2 石 錬 黒 曜 石 VI E 1 2 b

0 6 4 3 1 5 0 6 1 .8 1. 2 5 4 石 錬 下 呂石

0 6 5 1 0 2 0 8 2 ・0 1. 5 6 2 石 銭 下 呂 石 VI D 1 3 t
0 6 6 3 2 9 1 2 2 . 1 1. 7 6 1 石 抜 下 呂 石

0 6 7 1 6 1 0 8 2 ・0 1. 7 5 5 石 鎌 下 呂 石 VI D 1 3 ・1 4 s ・t
0 6 8 2 4 9 1 2 2 ・2 1. 5 3 8 石 鎌 下 呂 石 VI E 1 2 b
0 6 9 3 0 4 1 2 2 . 1 2. 0 4 9 石 銭 安 山 岩
0 7 0 1 0 5 0 6 2 .0 1・4 4 4 石 樵 チ ャ ー ト VI D 9 - 1 0 q 咩 層
0 7 1 1 9 5 0 3 2 ・1 1. 2 4 5 石 鍍 黒 曜 石 VI E 1 0 c
0 7 2 3 1 8 0 6 1. 9 1. 3 4 4 石 銭 チ ャ ー ト

0 7 3 1 5 4 0 6 1.9 1. 4 4 3 石 銭 流 紋 岩 VI E l l c
0 7 4 0 7 7 0 7 2 . 1 1. 6 4 1 石 鍍 流 紋 岩 VI D 1 3 - 1 4 s ・t
0 7 5 2 5 1 0 2 2 .0 1. 1 4 2 石 抜 黒 曜 石 VI E 1 2 a
0 7 6 2 9 1 0 4 1 〝2 1. 6 3 0 石 鍍 黒 曜 石
0 7 7 1 1 1 0 2 1 ・0 0. 8 10 7 石 鍍 下 呂石 VI E 1 2 a
0 7 8 1 4 0 0 2 1 ・3 0 ・9 7 0 石 銭 下 呂石 VI E 1 0 c
0 7 9 2 8 7 0 7 1 ・8 1・3 3 8 石 銭 下 呂石

0 8 0 2 6 8 0 7 2 -0 1・4 T T 石 錬 下 呂石 Vt D l l s
0 8 1 1 3 5 0 7 2 ・0 1・4 7 1 石 銭 下 呂石 VI D 9 ・1 0 。・P
0 8 2 1 3 0 0 7 2 .0 1. 4 7 1 石 銭 下 呂石 VI E l l - 1 2 a ・b
0 8 3 3 2 2 0 9 2 .1 1. 5 6 9 石 銭 下 呂石

0 8 4 1 3 1 1 1 2 .0 1. 6 519 石 鍍 安 山 岩 VI E 1 1 ・1 2 a ・h
0 8 5 0 9 5 1 0 2 .3 1. 6 8 9 石 銀 下 呂石 V1 D 9 ・1 0 a
0 8 6 1 8 8 1 4 1 ・T 2・0 石 抜 下 呂石 VI D 9 ・1 0 0 ・p
0 8 7 2 9 2 1 0 2 .4 1. 8 100 石 銭 下 呂石
0 8 8 1 0 6 0 3 1 .5 1. 1 6 6 石 銭 下 呂石 VI D 1 0 p 礫 層
0 8 9 0 2 2 0 6 1 .6 1. 3 80 石 鍍 黒 曜 石 S B 0 1
0 9 0 1 2 3 0 9 1 .8 1. 5 10 6 石 抜 下 呂石 VI D 1 3 r
0 9 1 0 1 4 1 0 1 ・7 1. 4 50 石 銀 安 山 岩 S B 0 1
0 9 2 1 1 9 0 7 2 .0 1. 3 4 3 石 銭 安 山 岩 VI E l l b
0 9 3 2 8 6 0 6 2 .0 1. 3 4 7 石 銭 下 呂石

0 9 4 3 2 3 0 T 1.7 1. 3 4 3 石 抜 安 山 岩
0 9 5 2 0 3 0 8 2 .2 1・4 5 7 石 鋪 安 山 岩 VI D 1 3 s
0 9 6 2 6 3 1 3 2 .2 1・4 5 1 石 銭 下 呂石 VI E 1 2 a
0 9 7 1 4 9 1 1 1・9 1. 7 3 4 石 鎌 白色 流 紋 岩 VI D 1 2 t
0 9 8 2 1 2 1 4 2 ・5 1. 7 50 石 鍍 安 山 岩 VI E l l b
0 9 9 2 1 3 1 5 2 .7 1・7 6 2 石 鍍 下 呂石 VI E l l b
1 0 0 2 2 3 1 7 2 .9 1〝5 4 4 石 鍍 下 呂石 VI E 1 2 b
1 0 1 2 7 4 1 3 3 . 1 1・6 3 1 石 鎌 下 呂石 VI D 1 2 s
1 0 2 2 5 7 0 5 1 .5 1・0 4 4 石 鍍 下 呂石 VI D 1 2 ―
1 0 3 1 8 3 0 7 2 .8 1. 0 30 石 抜 下 呂 石 VI E l l h
1 0 4 0 6 3 0 5 1 .8 0 . 8 3 7 石 鎌 下 呂 石 S K 0 8
1 0 5 0 0 1 1 7 3 .0 1. 2 6 3 石 錬 下 呂 石 S B 0 1
1 0 6 0 3 8 0 6 2 .0 1. 4 60 石 銭 安 山 岩 S B 0 1
1 0 7 0 7 5 0 8 2 ・1 1・3 64 石 鍍 下 呂 石 P 0 6
1 0 8 2 7 2 1 7 2 .5 1. 7 57 石 鍍 下 呂 石 VI E 1 2 c
1 0 9 0 5 3 0 4 1 ・5 1. 3 38 石 抜 下 呂 石 S K 0 7
1 1 0 2 3 3 0 5 1 .8 1. 7 48 石 践 下 呂 石 I D 1 0 b

箭 号 登 録 番 号 m 載 長 軸 短 軸 先 蛸 角 分 類 石 質 出 土 地 点

1 1 1 0 7 4 0 〝8 1. 9 1・5 68 石 銭 下 呂 石 S K 4 7

1 1 2 2 8 4 2 .0 2. 3 1. 9 4 6 石 抜 下 呂 石

1 1 3 1 3 7 0 .6 1・6 1. 4 5 5 石 銭 下 呂 石 Ⅷ D 9 ・1 0 0 ・D

1 1 4 1 4 8 0 ・2 引 2 1・0 5 3 石 銀 ( 安 山 岩 ) VI E 1 2 b

1 1 5 2 0 8 0 ・8 2. 4 1・4 6 5 石 銭 安 山 岩

- 1 6 1 1 0 0 .9 2. 3 1・4 5 0 石 鍍 黒 曜 石 VI E 1 2 b

1 1 7 0 6 8 0 .5 2. 3 1. 3 6 7 石 錬 下 呂 石 VI E 1 1 ・1 2 a ・b

1 1 8 2 6 1 1.7 2. 0 2. 0 4 4 石 銭 下 呂 石 VI E 1 2 a

1 1 9 2 3 6 1.5 2. 9 1・9 7 9 石 銭 下 呂 石 VI E 1 2 c

1 2 0 2 2 7 0 .9 2・2 1. 5 7 0 石 抜 下 呂 石 VI E 1 0 d

1 2 1 2 0 4 0 ・T 1. 6 1. 6 6 0 石 鉄 下 呂 石 VI E 1 2 a

1 2 2 0 1 5 1.0 2・1 1. 8 7 8 石 鎌 安 山 岩 S B 0 1

1 2 3 0 5 6 0 .7 1・9 1. 9 5 3 石 銭 安 山 岩 S K 0 8

1 2 4 0 0 4 0 .7 2. 4 1. 5 8 5 石 銭 下 呂 石 S B 0 1

1 2 5 0 1 8 0 .9 2・3 1. 5 5 3 石 銀 下 呂 石 S B 0 1

1 2 6 1 6 6 0 ・9 2・3 1. 7 3 1 石 抜 下 呂 石 VI E 1 0 ・l l C ・d

1 2 7 1 9 1 1"0 1. 9 1. 8 石 銭 下 呂 石 VI E l l a ・b

1 2 8 0 2 0 0 .6 2" 1 1. 4 6 9 石 抜 下 呂石 S B 0 1

1 2 9 0 3 1 1・0 2- 1 1. 5 石 鎌 未 成 品 安 山 岩 S B 0 1

1 3 0 2 6 2 1. 3 2・0 1. 5 石 錬 未 成 品 下 呂石 VI E 1 2 a

1 3 1 0 9 0 2 .2 2・2 1. 8 石 鍍 東 成 品 下 呂石 VI D 9 ・1 0 0 ・p

1 3 2 0 2 9 2 .4 2・1 1. 6 石 錘 東 成 品 溶 結 凝 灰 岩 S B 0 1

1 3 3 1 7 1 1.4 2. 0 1. 9 石 銭 東 成 品 黒 曜 石 VI E 1 1 ・1 2 a

1 3 4 3 1 6 1.8 2・5 1. 4 石 銭 未 成 品 下 呂 石

1 3 5 1 7 0 4 . 1 2. 7 2・3 石 鎌 未 成 品 下 呂石 VI D 1 3 s

1 3 6 0 2 1 2 .6 2・4 1・5 石 鉄 未 成 品 下 呂石 S B 0 1

1 3 7 3 0 8 引 9 2. 3 1. 6 石 銭 東 成 品 下 呂石

1 3 8 3 6 5 3 ・5 2. 5 1・8 石 鉄 未 成 品 下 呂石 S B 0 1

1 3 9 1 9 2 3 .4 2. 8 1・8 石 銭 未 成 品 チ ャー ト VI E 1 2 b
1 4 0 3 9 0 2 ・9 2. 5 1・T 石 銭 未 成 品 下 呂石 VI D 1 2 t

1 4 1 1 5 2 1.0 1. 9 1 .6 石 鉄 未 成 品 安 山 岩 VI D 1 3 s

1 4 2 2 6 5 5. 7 3. 0 2. 2 石 鉄 未 成 品 下 呂石 VI D l l t
1 4 3 2 2 4 3. 9 2. 9 2・2 石 鍾 未 成 品 下 呂石 VI D 1 3 r

1 4 4 1 5 0 2. 1 2. 3 1. 9 石 抜 未 成 品 下 呂石 VI E 1 0 a

1 4 5 3 7 6 2. 4 2・5 1 .9 石 鎌 未 成 品 下 呂石 VI D 1 3 r
1 4 6 3 2 4 7. 5 3・8 2・3 石 鎌 未 成 品 下 呂石

1 4 7 3 1 4 1 5・3 4. 8 2 .2 磨 到 石 斧 凝 灰 岩

1 4 8 3 3 3 8 1. 5 4〝7 4 .3 磨 製 石 斧 斑 レ イ岩

1 4 9 3 0 5 54 . 7 5・3 i .6 磨 製 石 斧 片 岩

1 5 0 0 5 9 17 1. 2 8. 0 4 .6 磨 製 石 斧 玄 武 岩 S K 0 8

1 5 1 3 3 4 2 10 . 3 1 2. 0 4 .0 石 樺 安 山 岩

1 5 2 3 0 1 148 . 2 8. 8 4 ・5 石 棒 (石 剣 ) 片 岩

1 5 3 0 3 9 11 9. 7 7・0 3 ・6 石 棒 (磨 製 石 斧 ) 玄武 岩 S B 0 1

1 5 4 0 4 0 10 3. 5 5. 3 4 .8 石 棒 凝 灰 岩 S B 0 1
1 5 5 0 4 1 6 6. 2 4. 7 2 ・5 石 棒 凝 灰 岩 S B 0 1

1 5 6 2 3 1 8・4 4. 3 3 .0 石 匙 溶 結 凝 灰 岩 VI E 1 3 b
1 5 7 1 1 1 8 ・9 3・1 3 ・0 ス ク レ 〝 バ ー (安 山 岩 ) VI E 1 2 b
1 5 8 1 7 9 10 . 1 2・7 2 .6 ス ク レ ー ノヾ - ナ ナ l ト VI E 1 2 c

1 5 9 0 2 7 1・5 2・4 1 .7 石 錐 下 呂石 S B 0 1
1 6 0 0 3 2 0 . 9 1. 8 1 .1 石 錐 下 呂石 S B 0 1
1 6 1 1 3 4 0 . 5 1. 5 1 ・2 石 錐 下 呂石 Ⅷ D 9 ・1 0 。 ・P
1 6 2 0 7 0 3" 5 3. 5 1 .2 石 錐 下 呂石 S K 2 1

1 6 3 0 4 7 4 ・4 4. 3 1 .3 石 維 下 呂石 S K 0 7
1 6 4 2 2 0 2. 1 2" 3 1 .9 石 維 下 呂石 VI E l l b
1 6 5 1 8 4 2. 1 1. 9 1 .7 石 維 黒 岬 石 VI E l l b

番 号 登 録 番 号 亜 珊 長 軸 短 軸 先 端 角 分 析 石 質 出 土 地 点

1 6 6 2 9 0 1 . 8 1・T 1 . 9 石 維 下 呂 石

1 6 7 0 4 8 3・7 2 . 7 1 . 6 石 錐 下 呂 石 S K 0 7

1 6 8 2 8 8 2 ・1 2 . 7 1 ・T 石 錐 下 呂 石

1 6 9 1 0 1 1 3 4 . 5 9 . 1 4 . 7 ス ク レ ー バ ― (安 山 岩 ) V I D 1 3 t

1 7 0 3 4 1 1 9 . 6 4 . 0 3 . 8 ス ク レ ― バ ー (安 山 岩 ) V I D 1 3 t

1 7 1 2 7 1 l l . 8 4 . 9 3 . 0 ス ク レ l バ ― 流 紋 岩 V I E 1 2 c

1 7 2 3 2 5 2 9 . 1 5 . 4 3 . 9 ス ク レ ― バ ー (安 山 岩 )

1 7 3 2 0 7 5 9 . 3 5 . 8 4 ・4 ス ク レ ー パ ー (安 山 岩 ) I E 1 0 ・1 1 c ・d

1 7 4 0 6 9 g L 4 8・6 5 . 5 ス ク レ ー バ ― (安 山 岩 ) S K 2 0

1 7 5 3 3 1 4 8 0 . 7 1 2 . 9 1 0 . 8 ス ク レ ー(バ ー (安 山 岩 )

1 7 6 0 8 6 1 1 9 5 . 1 1 1〝8 1 0 ・2 凹 石 花 コ ウ 岩

1 7 7 0 8 5 4 9 1・7 1 0 . 0 8 ・3 凹 石 細 粒 花 コ ウ 若

1 7 8 0 8 7 7 1 8 . 4 1 0 . 8 9 . 9 凹 石 花 コ ウ 岩

1 7 9 3 3 0 8 0 0 . 9 l l . 1 8 . 7 凹 石 砂 質 接 触 変 成 岩

1 8 0 3 3 2 2 3 8 0 . 0 1 6 . 6 l l . 9 石 棒 ? 花 コ ウ 岩
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付表(8)

三本松遺跡石器(2) (写真)

番 号 登 録 番 重 量 長 軸 短 軸 先 端 角 分 類 石 質 出 土 地 点

0 1 2 2 1 0 ・5 0 .7 0. 5 4 3 石 鎌 安 山 岩 VH E 1 2 b

0 2 2 3 4 0 ・7 2 ・1 1・5 9 2 石 鍍 ( 安 山 岩 ) W D 1 0 b

(0 3) 1 4 3 0 . 6 1 .8 1・4 3 8 石 鎌 ( 安 山 岩 ) VI D 1 2 t

04 2 3 5 0 .8 2 .0 1・4 3 4 石 鎌 下 呂 石 VB D 1 0 b

0 5 1 0 8 0 . 7 1 .6 1・4 5 7 石 鎌 下 呂 石 VI D 1 0 p 礫 層

0 6 2 8 3 0 ・7 1 .9 1・3 5 4 石 銭 安 山 岩 2 6

(0 7 0 5 7 1・1 1 .5 2. 0 2 6 石 銭 下 呂 石 S K 0 8

08 0 1 6 0 ・8 2 .0 1 .5 7 7 石 銭 下 呂石 S B 0 1

0 9 0 8 2 0 . 6 1・6 1 .4 50 石 鎌 下 呂石 V1IIE 1 1 b

10 0 2 3 0 . 8 1・4 1 ・7 35 石 銭 下 呂石 S B 0 1

l l 1 5 3 0・8 1. 5 1 .5 35 石 鎌 下 呂石 VI D 9 ・1 0 0 ・p

(1 2 1 5 1 0. 4 1. 2 1 .5 4 3 石 錬 安 山 岩 VI D 1 1 ・1 2 0 ・o

(1 3 2 7 7 0. 9 2.0 1 ・5 57 石 鍍 下 呂石 VI D 1 3 s

1 4) 2 4 7 .1・2 2.4 1 .6 6 6 石 鉄 下 呂石 VI E 1 1 ・1 2 a ・b

1 5 2 6 4 0. 3 1・2 1 .3 4 7 石 銀 安 山 岩 ¥1 D 1 1 t

1 6) 2 9 4 0. 1 1. 6 1 ・5 50 石 銭 安 山 岩 1 0 1

(1 7 2 5 3 0. 9 2. 2 1 ・7 5 5 石 銭 下 呂石 VI E 1 2 a

18 0 1 7 1・4 2 ・1 1 .8 5 4 石 銭 下 呂石 S B 0 1

(1 9〉 3 1 0 0 . 6 2 .0 1 .4 4 1 石 銭 下 呂石 1 7 3

20 3 1 3 0 . 2 0 ・8 1・2 4 7 石 銀 チ ャー ト 1 8 5

2 1) 1 6 7 0 ・2 1 ・2 1. 2 7 3 石 銭 チ ャー ト VI E 1 0 c

(2 2 1 6 4 0 ・4 1 ・5 1 ・1 4 6 石 鍍 チ ャー ト VI E l l d

2 3 3 1 2 0 . 7 2 ・0 1・4 4 2 石 鎌 下 呂石 1 8 3

24 2 0 1 0 ・5 1 ・8 1・2 5 4 石 鍍 チ ャー ト VI E l l c

2 5 1 7 3 0 ・6 1 .8 1. 5 7 8 石 銭 下 呂石 VI E 1 2 a ・b

2 6 0 7 3 0 .8 1 .8 1・4 5 8 石 鉄 下 呂石 S K 4 4

27 0 0 5 0 ・9 2 ・3 1 .5 7 2 石 鉄 下 呂石 S B 0 1

28 2 5 6 0 . 9 2 . 1 1 ・6 8 0 石 銭 下 呂石 VI D 1 3 s

2 9 1 2 9 0 . 5 1.8 1 .3 59 石 銭 下 呂石 VI D 1 2 t

30 2 0 6 0 . 4 1.8 1 ・2 63 石 鉄 下 呂石 VI E l l h

3 1 3 2 1 0 ・3 1. 2 1 ・2 31 石 鉄 ( 安 山 岩 ) 2 1 5

3 2) 0 3 3 1. 4 2・0 1 .7 石 銭 未 成 品 下 呂石 S B 0 1

3 3 1 5 9 3. 3 2・5 1 .8 石 鎌 未 成 品 チ ャ ー ト vn d 1 4 s ・t

34 0 0 3 3. 5 2.4 2 .1 石 鎌 未 成 品 安 山 岩 S B O 1

3 5) 1 2 0 2・6 3.0 1 ・9 石 錬 未 成 品 下 呂石 VDID 1 3 s

3 6 2 0 2 4. 2 3.0 1・5 石 銀 未 成 品 下 呂石 VI E l l c

3 7 0 6 7 3. 0 2・3 2 ・1 石 銭 未 成 品 (安 山 岩 ) S K 1 7

3 8) 1 2 7 2・4 2. 6 1.7 石 鎌 未 成 品 下 呂石 Ⅷ D 9 ・1 0 n

3 9 2 4 6 5・2 2. 7 2 ・3 ス ク レー パ ー 下 呂石 Ⅷ D 9 ・1 0 。 . p

三本松遺跡古代・中世遺物

番 号 登 録 番 号 器 種 口 径 講 義 底 径

3 5 1 E ー 4 6 1 8 . 5

3 5 2 E - 4 7 9 6 . 0

3 5 3 E - 4 8 5 梶 7 . 6

3 5 4 E - 4 6 5 椀 9 . 4

3 5 5 E - 4 8 9 椀 6 . 4

3 5 6 E - 4 7 0 椀 ら. 5

3 5 7 E - 4 8 6 梶 1 8 . 0 4 . 9 9 . 0

3 5 8 E - 4 6 7 椀 8 . 2

3 5 9 E - 4 6 6 椀 7 ・0

3 6 0 K - 4 9 0 椀 7 ・2

3 6 1 E - 4 7 4 椀 8 . 3

3 6 2 E - 4 6 9 椀 7 ・9

3 6 3 E - 4 8 7 椀 7 .8

3 6 4 E - 4 9 2 椀 7 .0

3 6 5 E - 4 5 5 椀 7 . 8

3 6 6 E ー 4 5 7 椀 7 ・8

3 6 7 E ー 4 8 3 椀 8 ・0

3 6 8 E - 4 7 6 椀 7 . 9

3 6 9 E - 4 6 3 椀 7 .8

3 7 0 E - 4 6 2 椀 7 .9

3 7 1 E - 4 7 7 梶 7 .8
3 7 2 F - 4 7 1 椀 8 .5
3 7 3 E - 4 6 4 椀 6 .8

3 7 4 E - 4 8 1 椀 7 .3

3 7 5 E ― 4 5 6 椀 5 . 8

3 7 6 E - 4 6 0 椀 6 ・7

3 7 7 E - 4 5 9 梶 5 . 3

3 7 8 E - 4 5 8 椀 1 2 .9 3 ・8 5 . 3

3 7 9 E - 4 8 4 輪 花 椀 1 6 .3

3 8 0 E - 4 8 8 椀 1 5 .8

3 8 1 E - 4 9 3 皿 5 . 2

3 8 2 E - 4 8 0 皿 7 ・4

3 8 3 E - 4 9 1 皿 4 ・5

3 8 4 E ー 4 4 8 皿 9 ・1 2 ・6 4 . 6

3 8 5 E - 4 5 3 皿 5 ・1

3 8 6 E - 4 4 9 皿 8 . 8 1 . 9 3 . 9

3 8 7 E - 4 5 2 皿 4 . 3

3 8 8 E - 4 4 7 皿 7 . 8 2 ・0 5 .0

3 8 9 E ー 4 5 0 皿 8 . 5 1 . 4 5 .6

3 9 0 E ー 4 5 1 皿 7 . 6 1 . 5 4 ・7

3 9 1 E - 4 8 2 皿 8 ・3 1 . 6 5 ・7

3 9 2 E - 4 4 5 皿 8 .3 1 . 7 5 . 2
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報告書抄録

フリガナ サンドウメ●サンボンマツイセキ

書名 三斗目●三本松遺跡

副書名

巻次

シリーズ名 愛知県埋蔵文化財センター調査報告書

シリーズ番号 第47 集

編著者名 余合昭彦 ●石黒立入 ・服部俊之●楯真美子 ●杉山真二

編集機関 財団法人 愛知県埋蔵文化財センター

所在地 〒498 愛知県海部郡弥富町大字前ケ須新田字野方802 - 24

発行年 西暦 1993 年 3 月 31 日

フリガナ
所収遺跡名

フリガナ
所 在 地

コード 北緯
。′′′
南緯
。′〝
調査期間

調査面積

m2
調査原因

市町村 遺跡番号

サンドウメ
三斗目

サンボンマツ
三本松

トヨタシサヵウエチョウ
豊田市坂上 町

トヨタシサヵウエチョウ
豊田市坂上 町

23211

23211

63356 35。3′54〝

35。3′53〝

137。16′15〝

137。1.6〝03〝

19911111

19920331

19911220

19920331

1600

940

河川改修

河川改修

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

三斗目

三本松

集落跡

集落跡

縄文時代

古代●中世

縄文時代

古代●中世

住居跡 1 縄文土器 多量の集石遺構

炉跡 5

集石遺跡 26

他

住居跡 1

炉跡 1

他

石器

灰粕陶器、山茶椀類

縄文土器

石器

灰粕陶器、山茶椀類

縄文時代後期

縄文時代晩期
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図版1三斗目遺跡遺構図(1)
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図版2三斗目遺跡遺構図(2)
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図版2三斗目遺跡遺構図(2)

0

○

・

-;コ

sx04~一o 'C7

0<a p
。C〝

SC04

P63

9。-び

;O;
ー~○

SK39
212〝 lt〝

/一ヽ

′ 、

/

、の了

K38,

P7。二

吃

慶fP a73
oP75

P64

P55

0

00
P57

P60
P61

○○

QO

48 ↑ p72

馴
▲

1。o (〕
C)

0

C=)
。

Q?伊oOoQ
v>&

0 9,/-!

C)

Q

O。

P

191
繪,.t室

○

%!?'ヽo oe 。 pq

㊨

㊨

0

十Zコa

㌔.~ ▲

∠フ

r・

a

㊨ SK08 SKIO

㊨

養老○ 。。

㊨ X--103695
⊂>

写ii
3ヽ-

Cn

日

>

P112 SK22

- ‥享三二
三s x:≡::-

23。智。
SK23 ㊥¢

▲石鎌出土地点を示す。
※番号は遺物番号。番号のない

ものは実測図が未掲軌。
※数字のみは石器遺物番号と出
土地点を示す。



図版3三斗目遺跡遺構図(3)
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図版3三斗目遺跡遺構図(3)
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図版4

三斗目遺跡調査区全体図
(表土剥ぎ後の標高)
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図版8
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8 ・棒状珪酸体三本松

試料番号
5

12

II

12



(財)愛知県埋蔵文化財センター調査報告書第47集

三斗目・三本松遺跡

1993年3月31日

編集・発行財団法人愛知県埋蔵文化財センター

印刷日本印刷株式会社


	0470_001
	0470_002
	0470_003
	0470_004
	0470_005
	0470_006
	0470_007
	0470_008
	0470_009
	0470_010
	0470_011
	0470_012
	0470_013
	0470_014
	0470_015
	0470_016
	0470_017
	0470_018
	0470_019
	0470_020
	0470_021
	0470_022
	0470_023
	0470_024
	0470_025
	0470_026
	0470_027
	0470_028
	0470_029
	0470_030
	0470_031
	0470_032
	0470_033
	0470_034
	0470_035
	0470_036
	0470_037
	0470_038
	0470_039
	0470_040
	0470_041
	0470_042
	0470_043
	0470_044
	0470_045
	0470_046
	0470_047
	0470_048
	0470_049
	0470_050
	0470_051
	0470_052
	0470_053
	0470_054
	0470_055
	0470_056
	0470_057
	0470_058
	0470_059
	0470_060
	0470_061
	0470_062
	0470_063
	0470_064
	0470_065
	0470_066
	0470_067
	0470_068
	0470_069
	0470_070
	0470_071
	0470_072
	0470_073
	0470_074
	0470_075
	0470_076
	0470_077
	0470_078
	0470_079
	0470_080
	0470_081
	0470_082
	0470_083
	0470_084
	0470_085
	0470_086
	0470_087
	0470_088
	0470_089
	0470_090
	0470_091
	0470_092
	0470_093
	0470_094
	0470_095
	0470_096
	0470_097
	0470_098
	0470_099
	0470_100
	0470_101
	0470_102
	0470_103
	0470_104
	0470_105
	0470_106
	0470_107
	0470_108
	0470_109
	0470_110
	0470_111
	0470_112
	0470_113
	0470_114
	0470_115
	0470_116
	0470_117
	0470_118
	0470_119
	0470_120
	0470_121
	0470_122
	0470_123
	0470_124
	0470_125
	0470_126
	0470_127
	0470_128
	0470_129
	0470_130
	0470_131
	0470_132
	0470_133
	0470_134
	0470_135
	0470_136
	0470_137
	0470_138
	0470_139
	0470_140
	0470_141
	0470_142
	0470_143
	0470_144
	0470_145
	0470_146
	0470_147
	0470_148
	0470_149
	0470_150
	0470_151
	0470_152
	0470_153
	0470_154
	0470_155
	0470_156
	0470_157
	0470_158
	0470_159
	0470_160
	0470_161
	0470_162
	0470_163
	0470_164
	0470_165
	0470_166
	0470_167
	0470_168
	0470_169
	0470_170
	0470_171
	0470_172
	0470_173
	0470_174
	0470_175
	0470_176
	0470_177
	0470_178
	0470_179
	0470_180

